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は 

じ 

め 

に

　

本
論
文
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
之
上
の
「
標
章
」
の
途
中
ま
で
の
部
分
を
原

典
解
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
平
成
十
七
年
度
秋
学
期
（
九
月
〜
一
月
）
の
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
の
「
演
習
」
の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授
業
の
受
講

生
は
、
仏
教
学
仏
教
史
学
専
修
の
私
の
ゼ
ミ
生
の
つ
ぎ
の
諸
氏
で
あ
る
。

　
　

小
川
雄
太
〔
修
士
一
年
〕、
伊
藤
智
教
・
廣
賞
佳
〔
修
士
二
年
〕、
ト
ラ
ン 

ト

ウ
イ 

カ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）〔
博
士
一
年
〕、
武
藤
明
範
・
鈴
木
あ
ゆ
み
・
森
琢

朗
〔
博
士
三
年
〕、
伊
藤
光
壽
・
今
井
勝
子
〔
研
究
生
〕、
久
田
静
隆
〔
研
究

員
〕、
當
間
日
澄
〔
聴
講
生
〕

　

授
業
は
、
輪
読
形
式
で
行
な
い
、
右
記
の
大
学
院
生
諸
氏
が
下
調
べ
を
し
て
発
表

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
伊
藤
光
壽
氏
が
毎
時
間
「
書
き
下
し
文
」、
詳
細
で
膨
大
な

「
注
」、
的
確
な
「
現
代
語
訳
」
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
私
が
加
筆
し
、
そ

れ
を
訂
正
し
て
い
た
だ
い
て
、
授
業
で
読
み
合
わ
せ
を
し
て
、
完
全
な
原
稿
を
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
を
は
じ
め
、
大
学
院
受
講
生
全
員
の
智
慧
を
結
集
し
て
で
き
上
が
っ

た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
記
・
誤
読
な
ど
多
く
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
責
任
の
全
て
は
、
私
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　

本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
原
文
」
と
「
書
き
下
し
文
」
を
、
つ
ぎ
に
「
注
」

を
、
最
後
に
「
現
代
語
訳
」
を
付
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
原　
　

文
〕

尚
非
㍼不
退
菩
薩
入
證
二
乗
所
∑知
。
況
復
人
天
群
萌
之
類
。
仏
雖
㍾知
㍾是
不
㍼務
速

説
⊿
文
云
。
我
若
讃
㍼仏
乗
㍽衆
生
没
㍼在
苦
⊿
謗
㍾法
不
㍾信
故
墜
㍼於
三
悪
道
⊿
所
以

初
教
建

┐
六
八
二
ｂ㍼

立
融
不
融
⊿
小
根
併
不
㍾
聞
。
次
教
建
㍼
立
不
融
⊿
大
根
都
不
㍾
用
。
次

教
倶
建
立
以
㍾融
斥
㍼不
融
⊿
令
∮小
根
恥
㍼不
融
㍽慕
∫於
融
∵
次
教
倶
建
立
令
㊦小
根

寄
㍾融
向
㍼不
融
⊿
令
∮大
根
従
㍼不
融
㍽向
∫於
融
∵
雖
㊦種
種
建
立
施
㍼設
衆
生
⊿
但
随

他
意
語
非
㍼仏
本
懐
㍽故
。
言
㍼不
務
速
説
㍽也
。
今
経
正
直
捨
㍼不
融
㍽但
説
㍼於
融
⊿

令
㍼一
座
席
同
一
道
味
⊿
乃
暢
㍼如
来
出
世
本
懐
㍽故
。
建
㍼立
此
経
㍽名
㍾之
為
㍾妙
。

結
者
。
当
㍾知
華
厳
兼
三
蔵
。
但
方
等
対
般
若
帯
。
此
経
無
㍼復
兼
但
対
帯
⊿
専
是
正

直
無
上
之
道
。
故
稱
為
㍼妙
法
㍽也
。
譬
㍼蓮
華
㍽者
。
例
有
㍼麁
妙
⊿
云
何
麁
狂
華
無
㍾

果
。
或
一
華
多
菓マ

マ

（
果
）。
或
多
華
一
菓マ

マ

（
果
）。
或
一
華
一
菓マ

マ

（
果
）。
或
前
菓マ

マ

（
果
）
後
華
。
或
前
華
後
菓マ

マ

（
果
）
初
喩
∮外
道
空
修
㍼梵
行
㍽無
∟所
㍼剋
獲
⊿
次
喩
∮

凡
夫
供
㍼養
父
母
㍽報
在
∫梵
天
∵
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〔
書
き
下
し
文
〕

　

な
お
、「
不
退
の
菩
薩
、
入
証
の
二
乗
の
知
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
）
9
（
ず
」。
い
わ
ん
や
ま

た
、「
人に

ん
で
ん天
群ぐ

ん
み
ょ
う萌
の
類た

ぐ
い

」
を
や
、
）
10
（
と
。

　

仏
は
、
こ
れ
を
知
る
と
い
え
ど
も
、
務
め
て
速
や
か
に
は
説
か
）
11
（
ず
。

　

文
に
い
わ
く
、「
わ
れ
も
し
仏
乗
を
讃
ぜ
ば
、
衆
生
は
苦
に
没も

つ
ざ
い在
せ
ん
。
法
を

謗そ
し

っ
て
信
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
三
悪
道
に
墜
ち
ん
」
）
12
（
と
。

　

ゆ
え
に
、
初
め
の
教
に
融ゆ

う

と
不
融
と
を
建
立
す
る
に
、
小
根
は
あ
わ
せ
て
聞

か
）
13
（
ず
。

　

次
の
教
に
不
融
を
建
立
す
る
に
、
大
根
は
す
べ
て
用
い
）
14
（
ず
。

　

次
の
教
に
と
も
に
建
立
し
、
融
を
も
っ
て
不
融
を
斥し

り
ぞ

け
、
小
根
を
し
て
不
融
を

恥
じ
て
融
を
慕
わ
し
）
15
（
む
。

　

次
の
教
に
と
も
に
建
立
し
、
小
根
を
し
て
融
に
寄
せ
て
不
融
に
向
か
わ
し
め
、
大

根
を
し
て
不
融
に
よ
り
て
融
に
向
か
わ
し
）
16
（
む
。

　

種
種
に
建
立
し
て
衆
生
に
施
設
す
と
い
え
ど
も
、
た
だ
随ず

い

他た

意い

ご語
な
る
の
み
に

し
）
17
（
て
、
仏
の
本
懐
に
あ
ら
）
18
（
ず
。
故
に
不ふ

む務
速そ

く
せ
つ説
、「
務
め
て
速
や
か
に
説
か
ず
」
と

い
う
な
り
。

　

今こ
ん
ぎ
ょ
う経
は
正
直
に
し
て
、
不
融
を
捨
て
、
た
だ
融
を
説
く
の
）
19
（
み
。

　

一
座
席
を
し
て
、
同
一
の
道
味
な
ら
し
）
20
（
む
。
す
な
わ
ち
、
如
来
の
出
世
の
本ほ

ん
か
い懐
を

暢の

ぶ）
21
（

。
ゆ
え
に
、
こ
の
経
を
建
立
し
て
、
こ
れ
を
名
付
け
て
妙
と
な
す
。

　

結け
つ

と
）
22
（
は
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
華
厳
は
兼け

ん

、
三
蔵
は
但た

ん

、
方
等
は
対た

い

、
般
若
は
帯た

い

な
り
。
こ
の
経
は
、
ま
た
兼
・
但
・
対
・
帯
な
）
23
（
し
。
専
ら
こ
れ
正
直
無
上
道
な
）
24
（
り
。

故
に
称
し
て
、
妙
法
と
な
す
な
）
25
（
り
。

　

蓮
華
に
譬
う
と
は
、
例
す
る
に
麁そ

妙み
ょ
う

あ
）
26
（
り
。

　

い
か
ん
が
、
麁
な
る
）
27
（
や
。
狂お

う

け華
無む

か果
。
あ
る
い
は
一
華け

多
菓か（

マ
マ
）

（
果
）。
あ
る
い
は
多

華
一
菓マ

マ

（
果
）。
あ
る
い
は
一
華
一
菓マ

マ

（
果
）。
あ
る
い
は
前
菓マ

マ（
果
）
後
華
。
あ
る

い
は
前
華
後
菓マ

マ

（
果
）
な
）
28
（
り
。

　

初
め
に
、
外
道
が
空
し
く
梵
行
を
修
し
て
、
剋こ

く
ぎ
ゃ
く獲
す
る
と
こ
ろ
な
き
を
喩
）
29
（
う
。

　

次
に
、
凡
夫
が
父
母
を
供
養
し
、
報
い
て
梵
天
に
あ
る
を
喩
）
30
（
う
。

〔
注
〕（

9
）
な
お
、「
不
退
の
菩
薩
、
入
証
の
二
乗
の
知
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」
＝
「
不
退
の
菩

薩
、
入
証
の
二
乗
の
知
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」
は
、『
法
華
経
』
方
便
品
の
「
一
心
に

妙
智
を
も
っ
て
、
恒
河
沙
劫
に
お
い
て
、
こ
と
ご
と
く
み
な
共
に
思
量
す
と
も
、
仏
智

を
知
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
不
退
の
諸
の
菩
薩
、
そ
の
数
、
恒
沙
の
ご
と
く
に
し
て
、
一

心
に
共
に
思し

ぐ求
す
と
も
、
ま
た
ま
た
（
仏
の
智
慧
を
）
知
る
こ
と
あ
た
わ
ず
」
の
取

意
。
ま
た
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
三
下
に
、「（
法
華
に
）
ま
た
い
わ
く
、
声
聞
・
縁
覚
・

不
退
の
菩
薩
も
ま
た
知
る
こ
と
を
得
ず
」
と
あ
る
。

 

　
「
不
退
の
菩
薩
」
は
、
不
退
転
の
位
に
達
し
た
菩
薩
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
仏
道
修

行
に
お
い
て
、
今
ま
で
に
得
た
功
徳
を
失
う
こ
と
な
く
、
将
来
仏
と
な
る
こ
と
が
確
定

し
て
い
る
菩
薩
の
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
成
仏
に
向
か
っ
て
真
っ
直
ぐ
進
み
、
逆
戻

り
し
な
い
菩
薩
を
い
う
。

 

　

不
退
の
菩
薩
は
、
欲
・
色
・
無
色
の
三
界
の
見
惑
を
断
っ
た
位
で
、
蔵
教
で
は
、
四

善
根
位
第
三
の
忍
法
位
の
菩
薩
か
、
四
向
四
果
の
第
三
果
の
阿
那
含
果
・
不
還
果
の
菩

薩
を
い
い
、
通
教
で
は
三
乗
共
の
十
地
第
四
の
見
地
の
菩
薩
を
い
い
、
別
教
で
は
、
十

信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
の
菩
薩
の
五
十
二
位
の
な
か
の
十

住
第
七
の
第
七
住
を
い
い
、
円
教
で
は
、
菩
薩
の
五
十
二
位
の
十
信
第
一
の
初
信
の
菩

薩
を
い
う
。
な
お
、
通
・
別
・
円
の
三
教
の
不
退
は
、
得
た
位
か
ら
退
転
し
な
い
、
三

不
退
の
な
か
の
位
不
退
を
い
い
、
通
・
別
・
円
の
三
教
の
三
不
退
は
、
位
不
退
・
行
不

退
・
念
不
退
を
い
う
。

 

　
「
入
証
の
二
乗
」
は
、
見
道
・
修
道
・
無
学
道
を
経
て
阿
羅
漢
果
を
得
た
声
聞
乗
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と
、
仏
の
世
に
出
て
十
二
縁
起
を
観
じ
て
悟
り
を
得
た
縁
覚
乗
や
、
無
仏
の
世
に
出

て
、
飛
花
落
葉
な
ど
の
間
接
的
な
条
件
で
あ
る
外げ

え

ん縁
を
観
じ
て
悟
り
を
得
た
独
覚
乗
を

い
う
。

 

　

つ
ま
り
、
縁
起
の
理
や
四
諦
の
理
や
十
二
縁
起
の
理
と
い
う
真
実
の
道
理
を
誤
認
す

る
「
見
惑
」
と
、
貪
り
や
怒
り
や
無
知
な
ど
の
世
間
の
事
象
に
迷
う
「
思
惑
」
と
を
断

ち
尽
く
し
、
見
道
・
修
道
・
無
学
道
を
極
め
て
阿
羅
漢
果
を
得
た
声
聞
乗
の
人
た
ち

と
、
飛
花
落
葉
な
ど
を
縁
と
し
、
十
二
縁
起
の
理
を
観
て
悟
り
、
迷
い
の
世
界
に
流
転

す
る
こ
と
が
な
い
、
独
覚
乗
や
縁
覚
乗
の
人
た
ち
を
い
う
。

 

　
「
い
わ
ん
や
」
の
況
は
、
い
わ
ん
や
と
訓
み
、
ま
し
て
と
訳
す
。
い
わ
ん
や
の
同
訓

は
矧し

ん

で
、
況
と
意
味
上
の
違
い
は
な
い
。

 

　
「
ま
た
」
の
復
は
、
再
び
の
意
を
い
う
。
同
訓
の
う
ち
、
又ゆ

う

は
そ
の
う
え
、
下し

た

じ地
の

上
に
重
な
る
の
意
。
也や

は
、
亦や

く

よ
り
も
軽
く
、
俗
語
、
詩
に
用
い
る
。
亦
は
、
…
も
ま

た
、
と
用
い
、
同
じ
こ
と
が
他
に
引
き
及
ぶ
の
意
。
有ゆ

う

は
、
十
有
五
の
よ
う
に
端
数
が

加
わ
る
こ
と
。
復
は
、
反
復
・
重
複
す
る
の
意
。
還
は
、
巡
っ
て
ま
た
元
に
戻
る
こ

と
、
俗
語
で
は
、
な
お
の
意
を
い
う
。

参
考
│
│
「
菩
薩
」
に
つ
い
て

 

　

菩
薩
は
、
詳
細
に
い
え
ば
菩
提
薩
埵
と
い
う
。
薩
埵
は
勇
猛
の
義
で
、
勇
猛
に
菩
提

を
求
め
る
か
ら
菩
提
薩
埵
と
い
う
。
旧
訳
で
は
大
道
心
衆
生
、
大
道
成
衆
生
、
道
衆
生

と
い
い
、
新
訳
で
は
大
覚
有
情
、
覚
有
情
と
い
う
。
菩
薩
は
、
自
利
の
他
に
利
他
を
実

践
す
る
点
が
、
自
利
だ
け
の
声
聞
・
縁
覚
と
異
な
る
。

 

　

菩
薩
に
、
小
乗
の
菩
薩
、
つ
ま
り
蔵
教
の
菩
薩
と
、
大
乗
の
菩
薩
、
つ
ま
り
通
教
の

菩
薩
と
別
教
の
菩
薩
と
円
教
の
菩
薩
と
が
あ
る
。

　
　

A　

伏
惑
行
因
の
小
乗
の
菩
薩
、
つ
ま
り
蔵
教
の
菩
薩
は
、『
天
台
四
教
儀
集
註
』

に
、「
こ
の
菩
薩
は
、
三
蔵
教
内
に
お
い
て
ま
た
大
乗
と
称
す
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
小

乗
の
菩
薩
は
、
小
乗
の
な
か
で
は
大
乗
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
、
自
利
の
他
に
利
他
を

実
践
す
る
か
ら
で
あ
る
。

 

　

小
乗
の
菩
薩
は
、
伏ぶ

く
わ
く惑

行ぎ
ょ
う
い
ん因

の
菩
薩
で
あ
る
。
見
・
思
の
惑
を
断
っ
て
空
寂
に
帰

し
、
身
を
灰
に
し
、
こ
こ
ろ
の
智
を
滅
し
、
身
心
共
に
ま
っ
た
く
の
無
に
帰
し
、
煩
悩

を
滅
ぼ
し
た
境
地
で
あ
る
灰け

し

ん身
滅め

っ

ち智
に
至
る
こ
と
を
最
後
の
目
的
と
す
る
。
も
し
小
乗

の
菩
薩
が
自
行
を
全
う
し
煩
悩
を
断
っ
て
し
ま
え
ば
、
た
ち
ま
ち
無
余
依
涅
槃
に
入
っ

て
、
利
他
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
蔵
教
の
菩
薩
は
、
惑
を
断
た
ず
、

た
だ
惑
伏ぶ

く

、
つ
ま
り
、
惑
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
で
、
欲
・

色
・
無
色
の
三
界
に
生
を
受
け
て
、
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
の
主
旨
に
合
わ
せ
て
、
凡

夫
と
し
て
衆
生
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
覚
他
の
目
的
達
成
を
め
ざ
し
て
化
他
を
実

践
す
る
。
こ
れ
を
、
伏
惑
行
因
と
い
う
。

 

　

し
た
が
っ
て
蔵
教
の
菩
薩
は
、
不
断
惑
の
菩
薩
で
あ
る
。
小
乗
は
、
仏
教
の
教
化
の

二
乗
の
教
え
で
あ
る
か
ら
、
教
化
の
相
手
は
二
乗
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
菩
薩
が
見
・
思

の
惑
を
断
っ
て
な
お
三
界
に
生
を
受
け
、
利
他
の
行
を
実
践
す
る
と
い
え
ば
、
二
乗
人

は
、
自
分
も
ま
た
断
惑
の
後
、
三
界
に
生
を
受
け
る
と
い
う
疑
い
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
。
だ
か
ら
小
乗
の
菩
薩
は
、
伏
惑
行
因
で
あ
る
と
示
す
。

 

　

小
乗
の
菩
薩
の
修
行
に
は
、
説
一
切
有
部
の
説
で
は
、
三
大
阿あ

僧そ
う

祇ぎ

劫
と
い
う
、
四

十
里
の
石
山
を
、
長
寿
の
人
が
百
年
に
一
度
ず
つ
細
軟
の
衣
で
払
拭
し
て
、
こ
の
石
山

を
尽
く
し
て
も
な
お
劫
は
尽
き
な
い
と
さ
れ
る
、
こ
の
劫
に
、
十
の
六
十
乗
の
三
倍
を

掛
け
た
、
ほ
と
ん
ど
無
限
に
近
い
長
大
な
時
間
を
要
す
る
と
す
る
。
そ
の
間
、
三
界
に

生
を
受
け
よ
う
と
し
て
、
徳
に
見
・
思
の
惑
を
断
た
ず
、
た
だ
見
・
思
の
惑
を
伏
し
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
で
、
六
波
羅
蜜
・
六
度
を
修
行
実
践
す
る

の
が
、
小
乗
の
菩
薩
で
あ
る
。

 

　

小
乗
の
菩
薩
は
、
こ
の
よ
う
に
三
乗
の
階
位
に
関
係
な
く
、
た
だ
菩
薩
の
階
位
を
設

け
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　

B　

通
教
の
菩
薩
は
、
扶ふ

し
ゅ
う習
潤に

ん
じ
ょ
う生
、
あ
る
い
は
誓せ

い

ふ扶
習じ

ゅ
し
ょ
う生
の
菩
薩
で
あ
る
。

 

　

存
在
し
現
象
す
る
事
象
の
一
切
は
、
因
と
縁
と
の
寄
り
合
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
、
事
象
そ
の
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
空
で
あ
り
、
無
生
で
あ
り
、
空
の
な
か
に
不

空
を
含
み
、
中
道
の
理
を
含
む
。
利
根
の
菩
薩
は
、
こ
の
含
中
の
中
道
を
悟
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
別
教
や
円
教
の
人
と
な
る
。
通
教
の
本
意
は
、
こ
の
人
の
た
め
に
あ
り
、
こ

れ
が
通
教
を
大
乗
の
初
門
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

 

　

通
教
の
菩
薩
は
、
二
乗
と
同
じ
よ
う
に
見
・
思
の
二
惑
を
断
つ
。
こ
れ
を
正
使
断
尽

と
い
う
。
通
教
の
菩
薩
は
、
扶
習
潤
生
、
あ
る
い
は
誓
扶
習
生
の
菩
薩
で
あ
る
。
扶
習

潤
生
は
、
習じ

っ

け気
を
扶た

す

け
て
生
を
潤
す
こ
と
を
い
い
、
誓
扶
習
生
は
、
誓
願
力
に
よ
っ
て

習
気
を
扶
け
て
三
界
に
生
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

 

　

す
な
わ
ち
菩
薩
は
、
仏
の
悟
り
を
得
る
た
め
に
は
、
自
利
利
他
の
実
践
を
成
就
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
だ
か
ら
現
に
顕
わ
れ
て
い
る
煩
悩
、
つ
ま
り
正
使
を
断
ち
尽

く
し
た
菩
薩
は
、
煩
悩
の
余
薫
を
い
う
習
気
を
断
つ
こ
と
が
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
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蔵・通・別・円四教の行位、断証の対照

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
七
号

が
、
わ
ざ
と
習
気
を
残
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生

を
受
け
、
利
他
の
実
践
を
し
よ
う
と
誓
願
す
る
。

た
だ
習
気
は
、
そ
の
力
が
薄
弱
で
生
を
受
け
る
原

因
と
は
な
ら
な
い
の
で
、
誓
願
力
に
よ
っ
て
福

業
、
例
え
ば
布
施
・
持
戒
な
ど
の
実
践
の
行
を
潤

し
、
そ
し
て
習
気
を
扶
け
、
力
を
強
め
て
生
を
受

け
る
の
で
あ
る
。

 

　

通
教
で
は
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
は
、
同

じ
よ
う
に
四
諦
・
十
二
縁
起
、
六
波
羅
蜜
の
三
観

を
実
践
す
る
。
そ
し
て
蔵
教
の
よ
う
に
三
を
分
け

ず
に
、
同
じ
よ
う
に
因
縁
即
空
の
無
生
の
真
諦
を

悟
る
。
し
た
が
っ
て
三
乗
に
共
通
し
て
、
観
修
の

道
を
等
し
く
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
一
の
無
生
を

悟
る
か
ら
、
通
教
と
い
う
。

 

　

す
な
わ
ち
、
声
聞
の
位
と
、
縁
覚
の
位
と
、
菩

薩
の
位
と
を
別
々
に
は
設
け
な
い
。
通
教
の
三
乗

共
の
十
地
の
な
か
の
、
初
地
の
乾
慧
地
、
第
二
の

性
地
、
第
三
の
八
人
地
、
第
四
の
見
地
、
第
五
の

薄
地
、
第
六
の
離
欲
地
を
経
て
、
第
七
の
已
弁
地

ま
で
は
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
は
同
じ
よ

う
に
進
み
、
第
八
の
支
仏
地
で
縁
覚
と
菩
薩
と
に

な
り
、
第
九
の
菩
薩
地
で
扶
習
潤
生
、
あ
る
い
は

誓
扶
習
生
の
菩
薩
と
な
り
、
第
十
の
仏
地
で
仏
と

な
る
。

　
　

C　

別
・
円
の
二
教
の
菩
薩
は
、
無
明
の
惑
の

一
部
分
で
も
断
ち
、
あ
る
い
は
無
明
の
惑
を
完
全

に
断
っ
て
、
中
道
の
理
を
悟
っ
た
断
惑
行
因
の
菩

薩
を
い
う
。

 

　

別
・
円
の
二
教
の
菩
薩
は
、
蔵
教
の
菩
薩
が
伏

惑
行
因
、
通
教
の
菩
薩
が
扶
習
潤
生
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
断だ

ん
わ
く惑
行ぎ

ょ
う
い
ん因
で
あ
る
。
別
・
円
の
二
教
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

は
、
見
・
思
の
二
惑
が
わ
た
し
を
三
界
に
縛
り
付

け
て
い
る
か
ら
、
菩
薩
は
自
由
自
在
に
化
他
が
で

き
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
惑
の
あ
る
も
の
が
い
か

に
化
他
を
実
践
し
て
悟
り
に
至
る
徳
を
積
ん
で

も
、
や
は
り
そ
れ
は
惑
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
菩
薩
の
修
行
に
は
な
り
得
な
い
と
す

る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
惑
を
断
っ
て
三
界
の
上

に
自
由
自
在
を
確
保
し
、
さ
ら
に
塵
沙
の
惑
を

断
っ
て
衆
生
の
教
化
教
導
の
障
害
と
な
る
化
導
障

を
除
去
し
、
さ
ら
に
ま
た
無
明
の
惑
を
断
っ
て
中

道
真
実
を
体
得
す
る
と
こ
ろ
に
、
初
め
て
真
実
そ

れ
み
ず
か
ら
の
力
を
得
、
こ
こ
で
初
め
て
真
の
化

他
が
行
な
わ
れ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
必
然
的

に
、
別
・
円
の
二
教
で
は
断
惑
行
因
論
を
説
く
。

 

　

以
上
の
点
で
は
、
別
・
円
の
二
教
は
、
説
が
同

一
で
あ
る
が
、
断
惑
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
別
・

円
の
二
教
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
別
教
は
、
見

思
・
塵
沙
・
無
明
の
三
惑
別
体
三
惑
別
断
論
に
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
円
教
は
、
見
思
・
塵
沙
・
無

明
の
三
惑
同
体
三
惑
同
断
論
に
あ
る
。

 

　

大
乗
の
菩
薩
は
、
こ
の
よ
う
に
三
乗
の
階
位
に

関
係
な
く
、
ま
た
別
・
円
の
二
教
に
は
二
乗
な

く
、
た
だ
菩
薩
の
階
位
を
設
け
る
だ
け
で
あ
る
。

参
考
│
│
「
不
退
の
菩
薩
」
に
つ
い
て

 

　

不
退
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ア
ヴ
ィ
ニ

ヴ
ァ
ル
タ
ニ
ー
ヤ
を
、
阿あ

び毘
跋ぱ

っ

ち致
、
阿あ

ゆ

い惟
越お

っ

ち致
な

ど
と
音
写
し
、
不
退
転
、
無
退
、
不
退
不
転
と
漢

訳
し
、
ま
た
必ひ

つ
じ
ょ
う定
と
も
訳
す
。
退
と
は
退
転
、

退
堕
、
退
失
の
意
を
い
う
か
ら
、
不
退
は
、
退
か

な
い
、
退
歩
し
な
い
の
意
で
あ
り
、
修
行
に
よ
っ

て
到
達
し
た
位
を
失
っ
て
元
の
下
位
へ
転
落
す
る
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三蔵教・声聞の位次

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
七
号

こ
と
が
な
い
こ
と
を
い
い
、
退
く
こ
と
の
な
い
位
を
い
う
。

 
　

不
退
は
、
菩
薩
の
階
位
の
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
怒
り
の
地
獄
界
心
・
貪
り
の

餓
鬼
界
心
・
愚
か
さ
の
畜
生
界
心
の
三
悪
趣
と
い
う
苦
し
み
の
生
存
状
態
や
、
四
諦
の

理
を
悟
る
声
聞
の
位
や
、
十
二
縁
起
の
理
を
悟
る
縁
覚
の
位
で
あ
る
二
乗
地
に
退
歩
し

た
り
、
悟
っ
た
は
ず
の
菩
薩
の
地
位
や
、
悟
っ
た
法
を
失
っ
た
り
し
な
い
菩
薩
を
、

「
不
退
の
菩
薩
」
と
い
う
。

 

　

不
退
に
つ
い
て
は
、
小
乗
の
四
善
根
中
、
忍
位
に
お
い
て
不
退
を
得
る
と
い
う
説
が

あ
り
、
四
向
四
果
の
な
か
の
第
三
果
の
阿
那
含
果
・
不
還
果
で
、
欲
界
に
還
ら
な
い
の

を
不
退
と
す
る
説
が
あ
る
。『
大
品
般
若
経
』
に
は
、
正し

ょ
う
し
ょ
う
性
離り

し
ょ
う正
、
正
性
は
無
漏
の

聖
道
を
い
い
、
離
生
は
分
別
に
よ
っ
て
起
こ
る
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
を
い
う
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
小
乗
で
は
須
陀
洹
向
・
預
流
向
、
大
乗
で
は
初
地
を
い
う
見
道
を
生
じ
て
無
生

法
忍
を
得
、
不
退
を
生
じ
る
と
説
く
な
ど
、
大
乗
の
行
位
説
に
は
不
退
に
つ
い
て
多
く

の
説
が
あ
る
。

 

　

天
台
で
い
う
「
三
不
退
」
は
、
位い

不
退
、
行ぎ

ょ
う

不
退
、
念ね

ん

不
退
の
三
を
い
う
。
智
顗

は
、『
維
摩
経
文
疏
』
第
一
で
、「
四
種
の
不
退
あ
り
。
一
に
事
不
退
、
法
輪
は
生
滅
の

四
諦
を
転
じ
、
二
に
位
不
退
、（
法
輪
は
）
無
生
（
の
四
諦
）
を
転
じ
、
三
に
行
不

退
、（
法
輪
は
）
無
量
（
の
四
諦
）
を
転
じ
、
四
に
念
不
退
、（
法
輪
は
）
無
作
（
の
四

諦
）
を
転
ず
」
と
四
不
退
を
示
し
て
い
る
。

　
　

⑴
事
不
退
は
、
四
諦
の
因
果
そ
の
ま
ま
に
生
あ
り
、
滅
あ
り
と
観
じ
る
、
生
滅
の
四

諦
を
顕
現
し
た
位
を
い
う
。

　
　

⑵
位
不
退
は
、
四
諦
迷
悟
の
因
果
は
と
も
に
空
で
、
生
滅
が
な
い
と
観
じ
る
、
無
生

（
滅
）
の
四
諦
を
顕
現
し
た
位
を
い
う
。

　
　

⑶
行
不
退
は
、
一
切
の
現
象
は
無
明
か
ら
生
じ
る
か
ら
、
無
量
の
差
別
が
あ
り
、
し

た
が
っ
て
四
諦
に
も
無
量
の
相
が
あ
る
と
観
じ
る
、
無
量
の
四
諦
を
顕
現
し
た
位

を
い
う
。

　
　

⑷
念
不
退
は
、
迷
い
と
悟
り
と
の
よ
う
な
対
立
矛
盾
が
、
そ
の
ま
ま
で
矛
盾
で
な
い

と
観
じ
る
、
無
作
の
四
諦
を
顕
現
し
た
位
を
い
う
。

 

　

四
不
退
に
は
、
智
顗
の
、
事
・
位
・
行
・
念
の
四
不
退
の
他
に
、『
法
華
経
玄
賛
』

巻
第
二
や
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
第
四
に
、
信
・
位
・
証
・
行
の
四
不
退
が
説
か
れ
、

迦
才
の
『
浄
土
論
』
巻
上
に
、
念
・
行
・
位
・
処
の
四
不
退
が
説
か
れ
、
乍
宏
の
『
阿

弥
陀
経
疏
鈔
』
巻
第
三
に
、
願
・
行
・
智
・
位
の
四
不
退
が
説
か
れ
、
智
旭
の
『
阿
弥

陀
経
要
解
』
に
、
念
・
行
・
位
・
畢
竟
の
四
不
退
が
説
か
れ
て
い
る
。

 

　

不
退
の
説
は
、
概
し
て
い
え
ば
、
元
来
は
、『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
六
や
、『
倶
舎

論
』
巻
第
二
十
三
や
、『
阿
含
経
』
な
ど
の
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
趣
に
退
堕
し

な
い
位
の
説
に
基
づ
く
が
、
そ
れ
に
、『
大
般
若
経
』
巻
第
四
四
九
転
不
転
品
や
、『
十

住
毘
婆
沙
論
』
巻
第
五
易
行
品
の
、
無
生
法
忍
を
得
れ
ば
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
の
境

地
に
退
堕
し
な
い
の
意
味
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
な
ど
が
説

く
、
菩
薩
の
五
十
二
位
の
第
二
、
十
住
の
第
七
住
を
不
退
と
名
付
け
た
の
が
発
端
と
さ

れ
る
。

 

　

こ
う
し
て
円
教
で
あ
る
『
法
華
経
』
以
前
の
大
乗
の
諸
経
典
は
、
菩
薩
の
階
位
の
十

住
の
第
七
番
目
の
七
住
を
不
退
位
と
名
付
け
、
声
聞
・
縁
覚
以
下
に
退
堕
し
な
い
不
退

位
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

A　

蔵
教
の
「
不
退
の
菩
薩
」

 

　

説
一
切
有
部
で
は
、
聖
位
に
至
る
準
備
の
加け

ぎ
ょ
う行
に
、
四
の
位
が
あ
る
。

 

　

四
諦
を
観
察
し
て
苦
・
空
な
ど
の
十
六
行
相
を
実
践
す
る
位
の
「
煖な

ん

」、
忍
位
に

入
っ
て
退
堕
す
る
こ
と
の
な
い
見
道
に
至
る
か
、
あ
る
い
は
煖
位
に
戻
っ
て
悪
道
に
退

堕
す
る
か
の
中
間
の
位
で
、
動
揺
が
あ
り
、
不
安
定
な
善
根
の
う
ち
で
、
最
上
の
善
根

を
生
じ
る
絶
頂
の
位
の
「
頂ち

ょ
う

」、
聖
者
の
位
に
入
る
前
の
功
徳
の
種
子
が
定
ま
っ
た
位

の
「
忍に

ん

」、
世
、
つ
ま
り
煩
悩
を
も
つ
有
漏
の
最
上
の
善
根
で
、
こ
の
直
後
に
煩
悩
の
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通教三乗共の十地
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）（
大
野
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な
い
仏
の
浄
ら
か
な
無
漏
智
を
生
じ
、
そ
れ
を
境
と
し
て
見
道
に
入
る
位
の
「
世
第
一

法
」
を
い
う
。

 
　
『
倶
舎
論
』
巻
第
二
十
三
、『
大
毘
婆
娑
論
』
巻
第
六
に
は
、
修
行
階
位
の
初
級
で
あ

る
四
善
根
の
忍
位
に
至
れ
ば
、
再
び
悪
道
の
世
界
に
退
堕
す
る
こ
と
な
く
、
不
退
を
得

る
と
説
く
。
小
乗
で
い
う
四
向
四
果
の
な
か
で
、
三
界
の
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
っ
て

真
諦
を
観
る
初
果
、
つ
ま
り
須
陀
洹
果
・
預
流
果
で
、
欲
界
に
還
ら
な
い
の
を
不
退
と

し
、
あ
る
い
は
第
三
の
阿
那
含
果
・
不
還
果
で
欲
界
に
還
ら
な
い
こ
と
を
不
退
と
す
る

説
も
あ
る
。

 

　

智
顗
は
、『
維
摩
経
文
疏
』
巻
第
一
で
、
蔵
教
の
菩
薩
は
、
煩
悩
を
断
滅
す
る
こ
と

な
く
、
煩
悩
を
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
伏
し
、
四
悪
道
に
生
ま
れ
る
こ

と
な
く
、
女
人
の
身
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
辺
地
に
生
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
諸
根
を
具

足
し
、
宿
命
智
を
得
る
と
い
う
、
こ
の
五
事
を
具
足
す
る
こ
と
を
、
不
退
と
い
う
と
あ

る
。

　
　

B　

通
教
の
「
不
退
の
菩
薩
」

 

　

通
教
の
菩
薩
は
、
種
々
雑
多
な
根
性
を
対た

い
ご
う
し
ゅ

告
衆
と
す
る
か
ら
、
不
退
の
位
は
一
定
し

な
い
と
さ
れ
る
が
、
智
顗
は
『
維
摩
経
文
疏
』
巻
第
一
で
、
初
果
以
後
、
羅
漢
に
限
っ

て
位
不
退
と
な
り
、
七
地
で
行
不
退
と
な
り
、
八
地
で
念
不
退
と
な
る
、
と
示
す
。

 

　

つ
ま
り
、
初
果
、
す
な
わ
ち
通
教
の
菩
薩
の
三
乗
共
の
十
地
の
第
三
の
八
人
地
と
、

第
四
の
見
地
か
ら
位
不
退
に
入
り
、
第
七
の
已
弁
地
か
ら
行
不
退
に
入
り
、
第
八
の
支

仏
地
に
至
っ
て
念
不
退
を
得
る
と
い
う
。

　
　

C　

別
教
の
「
不
退
の
菩
薩
」

 

　

別
教
の
菩
薩
は
、
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
か
ら
成
る

五
十
二
位
の
な
か
の
、
外
凡
の
十
信
の
位
か
ら
、
内
凡
の
十
住
の
位
に
入
る
。

 

　

十
住
第
一
の
初
住
、
す
な
わ
ち
発
心
住
に
お
い
て
見
惑
を
断
つ
か
ら
、
蔵
教
の
初

果
、
つ
ま
り
須
陀
洹
果
・
預
流
果
に
あ
た
り
、
通
教
で
は
、
第
三
の
八
人
地
、
第
四
の

見
地
に
あ
た
り
、
別
教
で
は
、
第
二
の
治
地
住
か
ら
第
七
位
退
住
ま
で
の
六
住
の
間

は
、
思
惑
を
断
つ
か
ら
、
蔵
・
通
の
二
教
の
仏
と
等
し
い
。
位
不
退
に
至
っ
て
二
惑
を

断
つ
か
ら
、
空
観
の
真
諦
三
昧
を
成
就
し
て
位
不
退
に
と
ど
ま
る
。
第
八
の
童
真
住
以

後
は
、
界
内
の
塵
沙
の
惑
を
断
ち
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
伏
し
、
慧
眼
を
開
き
、
一
切
智
を
得
る
。
空
観
か
ら
、
進
ん
で
仮
観
を
実

践
す
る
。
十
住
の
正
観
は
空
観
で
あ
り
、
仮
観
は
傍
観
で
あ
る
。
第
七
の
位
退
住
が
、

別
教
位
不
退
で
あ
り
、
化
城
喩
の
三
百
由
旬
の
と
こ
ろ
に
当
た
る
。

 

　

つ
ぎ
に
十
行
を
実
践
し
て
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
断
ち
、
さ
ら
に
進
ん
で
十
廻
向
を
実

践
す
る
。
こ
れ
を
実
践
し
終
わ
る
と
無
明
が
は
た
ら
か
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
伏
し
、
中
道
観
を
実
践
す
る
。
こ
れ
は
化
城
喩
の
化
城
と
宝
所
の
中
間
で
四
百
由
旬

の
と
こ
ろ
に
相
当
す
る
。
こ
の
十
廻
向
に
お
い
て
、
第
八
か
ら
後
は
、
別
教
の
行
不
退

で
あ
る
。
そ
れ
は
衆
生
化
益
の
行
が
円
満
し
て
、
後
に
退
く
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。

 

　

天
台
で
は
、
別
教
に
お
い
て
行
不
退
・
位
不
退
・
念
不
退
の
三
不
退
を
い
い
、「
三

不
退
」
は
、
吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』
巻
第
二
に
説
か
れ
る
。

　
　

⑴
位
不
退
は
、
十
住
の
第
七
住
以
上
の
菩
薩
が
、
二
乗
地
へ
退
転
し
な
い
こ
と
。

　
　

⑵
行
不
退
は
、
十
地
の
第
七
地
の
菩
薩
が
修
行
し
た
行
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
。

　
　

⑶
念
不
退
は
、
十
地
の
第
八
地
以
上
の
菩
薩
が
無む

功く

用ゆ
う

、
す
な
わ
ち
、
こ
と
さ
ら
に
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凡
聖

聖　
　

位

凡　
　

位

階
位

妙　

覚

等　

覚

十　

地

十
廻
向

十　

行

十　

住

十　

信

五　

品

六
即

究
竟
即

分　

證　

即

相
似
即

観
行
即

名
字
即

理　

即

本　

有　

の　

性

智　

行　

の　

修

円教の行位

修
性　　　

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
七
号

努
力
を
用
い
る
こ
と
な
く
自
然
に
道
に
入
り
、
念
が
不
動
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 
　

基
は
、『
法
華
経
玄
賛
』
巻
第
二
に
、
四
不
退
を
説
く
。

　
　

⑴
信
不
退
は
、
十
信
の
第
六
信
以
上
の
菩
薩
は
、
退
転
し
て
邪
見
を
生
じ
な
い
こ

と
。

　
　

⑵
位
不
退
は
、
十
住
の
第
七
住
以
上
の
菩
薩
が
二
乗
に
退
転
し
な
い
こ
と
。

　
　

⑶
証
不
退
は
、
十
地
の
初
地
以
上
は
、
悟
り
を
失
う
こ
と
が
な
い
こ
と
。

　
　

⑷
行
不
退
は
、
十
地
の
第
八
地
以
上
は
、
諸
の
因
と
縁
と
が
集
っ
て
造
ら
れ
た
有
為

法
と
、
因
縁
の
支
配
を
受
け
な
い
輪
廻
か
ら
解
脱
し
た
境
地
や
、
縁
起
の
理
な
ど

の
無
為
法
の
す
べ
て
を
体
得
し
尽
く
し
て
、
退
転
し
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

智
顗
は
、『
維
摩
経
文
疏
』
巻
第
一
で
、
別
教
の
菩
薩
は
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向

を
事
不
退
・
位
不
退
・
行
不
退
の
三
不
退
に
当
て
は
め
、
十
地
は
念
不
退
を
身
を
も
っ

て
実
現
す
る
と
説
く
。

　
　

D　

円
教
の
不
退
の
菩
薩

 

　

円
教
の
菩
薩
は
、
十
信
以
前
の
随
喜
品
・
読
誦
品
・
説
法
品
・
兼
行
六
度
品
・
正
行

六
度
品
か
ら
成
る
観
行
即
、
す
な
わ
ち
「
五ご

品ほ
ん

弟で

子し

位い

」
を
終
わ
っ
て
、
十
信
位
に
進

む
。

 

　

⑴
円
教
の
菩
薩
の
位
不
退
位

 

　

十
信
位
、
す
な
わ
ち
六
根
清
浄
位
で
は
、
先
ず
初
信
に
お
い
て
、
実
体
が
な
い
も
の

を
実
体
が
あ
る
と
観
る
「
有
」
に
執
着
し
、
四
諦
の
理
が
分
か
ら
な
い
見
惑
を
断
っ

て
、
空
が
徹
底
し
た
、
空
で
な
い
空
を
顕
わ
し
、
常
住
不
変
で
あ
っ
て
、
し
か
も
現
実

を
生
成
し
展
開
さ
せ
る
真
実
の
「
有
」
を
い
う
、
真
空
の
理
を
顕
わ
す
。

 

　

こ
の
位
は
、
蔵
教
で
は
、
三
界
の
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
っ
て
真
諦
を
観
る
初
果
、

つ
ま
り
須
陀
洹
果
・
預
流
果
を
い
い
、
通
教
で
は
、
無
間
三
昧
に
入
っ
て
三
界
の
八
十

八
使
の
見
惑
を
断
ち
尽
く
し
て
、
真
の
無
漏
を
発
し
て
真
諦
の
理
を
観
る
、
第
三
の
八

人
地
、
お
よ
び
第
四
の
見
地
の
二
地
と
い
い
、
別
教
で
は
、
三
界
の
見
惑
を
断
ち
尽
く

す
位
で
、
発
心
住
と
称
す
る
初
住
の
位
に
当
た
る
。
こ
れ
が
、
位
不
退
で
あ
る
。
位
不

退
は
、
こ
の
と
き
そ
の
位
を
確
保
す
る
か
ら
、
も
う
凡
夫
に
引
き
返
す
こ
と
は
な
い
位

を
い
う
。

 

　

つ
ぎ
に
、
二
信
か
ら
七
信
に
至
る
ま
で
に
使
惑
を
断
つ
。
こ
れ
は
、
蔵
・
通
の
二

仏
、
別
教
の
七
住
と
等
し
い
。

 

　

⑵
円
教
の
菩
薩
の
行
不
退
位

 

　

つ
ぎ
に
、
八
信
か
ら
十
信
に
至
る
ま
で
の
三
信
の
な
か
で
、
界
内
界
外
の
塵
沙
の
惑

を
断
つ
。
こ
れ
は
別
教
の
八
住
・
九
住
・
十
住
、
お
よ
び
十
行
・
十
廻
向
と
同
じ
位
で

あ
り
、
一
切
の
薬
病
に
通
達
す
る
仮
観
が
現
前
し
て
、
法
眼
を
開
い
て
、
世
間
一
般
が

承
認
し
て
い
る
事
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
、
異
な
る
独
自
の

す
が
た
形
を
も
っ
て
生
住
異
滅
し
て
い
る
と
観
、
道
種
智
を
成
就
す
る
。
こ
れ
は
化
城

喩
の
四
百
由
旬
の
と
こ
ろ
を
行
く
。
こ
こ
に
至
れ
ば
、
化
他
の
行
が
退
く
こ
と
が
な

い
。
こ
れ
を
、
行
不
退
と
い
う
。
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⑶
円
教
の
菩
薩
の
念
不
退
位

 
　

つ
ぎ
に
、
初
住
に
入
っ
て
一
品
の
無
明
を
断
ち
、
一
品
の
中
道
を
観
、
法
身
・
般

若
・
解
脱
を
い
う
仏
果
の
一
品
を
悟
る
。
つ
ま
り
中
道
観
が
現
前
し
、
仏
眼
が
開
か

れ
、
一
切
種
智
を
成
就
す
る
。
こ
れ
は
化
城
喩
の
五
百
由
旬
を
過
ぎ
て
宝
所
に
至
る
も

の
で
、
初
め
て
実
報
無
障
礙
土
に
居
住
す
る
。
こ
こ
に
至
れ
ば
諸
法
実
相
、
世
間
相
常

住
の
理
を
開
き
、
悟
っ
た
智
慧
を
失
わ
ず
、
常
に
中
道
真
実
の
正
念
に
と
ど
ま
る
。
こ

れ
を
、
念
不
退
位
と
い
う
。

 

　
『
法
華
経
』
で
、
不
退
の
菩
薩
の
名
称
は
、
方
便
品
（『
大
正
蔵
』
九
・
六
ａ
）
に
、

「
不
退
諸
菩
薩
、
其
数
如
恒
沙
」、
不
退
の
諸
の
菩
薩
、
そ
の
数
、
恒ご

う
じ
ゃ沙
の
ご
と
く
に
し

て
と
あ
り
、
決
し
て
退
く
こ
と
の
な
い
位
に
あ
る
多
く
の
菩
薩
た
ち
が
、
ガ
ン
ジ
ス
河

の
砂
の
数
ほ
ど
い
る
と
い
う
。
譬
喩
品
（『
大
正
蔵
』
九
・
一
五
ａ
）
に
、
三
明
と
六

神
通
と
を
具
え
て
、
縁
覚
、
不
退
の
菩
薩
を
得
る
こ
と
あ
り
。
汝
、
舎
利
弗
よ
、
わ

れ
、
衆
生
の
た
め
に
、
こ
の
譬
喩
を
も
っ
て
一
仏
乗
を
説
く
、
と
あ
る
。
縁
覚
に
退
く

こ
と
の
な
い
菩
薩
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
舎
利
弗
よ
、
わ
た
し
は
衆
生
の

た
め
に
、
こ
の
例
え
に
よ
っ
て
一
つ
の
仏
の
教
え
の
乗
り
物
を
説
く
の
だ
、
と
い
う
。

そ
し
て
、
声
聞
は
羊
車
を
求
め
て
三
界
の
火
宅
を
出
、
縁
覚
は
鹿
車
を
求
め
て
三
界
の

火
宅
を
出
、
菩
薩
は
牛
車
を
求
め
て
三
界
の
火
宅
を
出
た
。
三
界
を
出
終
わ
っ
て
無
畏

安
穏
な
と
こ
ろ
に
至
る
の
を
見
て
、
仏
は
白
牛
に
引
か
れ
た
大
車
を
そ
れ
ぞ
れ
に
等
し

く
与
え
た
。
仏
が
声
聞
と
縁
覚
と
菩
薩
に
与
え
た
の
は
、
等
し
く
「
大だ

い
び
ゃ
く白
牛ご

し

ゃ車
」
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
仏
乗
だ
け
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
、「
長
者
火
宅
の
喩
え
」
で

あ
る
。

 

　

智
顗
は
、『
維
摩
経
文
疏
』
巻
第
一
で
、
円
教
の
菩
薩
は
、
一
心
に
三
不
退
を
具
足

す
る
と
す
る
。
初
住
法
身
は
、
前
位
に
退
堕
し
な
い
位
で
あ
る
か
ら
位
不
退
と
名
づ

け
、
一
切
の
行
を
具
足
す
る
か
ら
行
不
退
と
名
づ
け
、
念
念
に
流
入
す
る
か
ら
念
不
退

と
名
づ
け
る
、
と
説
く
。（
中
略
）
い
ま
一
心
の
面
か
ら
見
る
と
、
正
し
く
中
道
を
観

じ
る
の
を
位
不
退
と
名
付
け
、
並
べ
て
二
諦
を
照
ら
す
の
を
行
不
退
と
名
付
け
、
自
然

流
入
を
念
不
退
と
名
づ
け
る
、
と
説
く
。

参
考
│
│
「
入
証
の
声
聞
」
と
「
四
向
四
果
」
と
に
つ
い
て

 

　
「
入
証
の
声
聞
」
は
、
阿
羅
漢
果
を
得
た
聖
者
、
す
な
わ
ち
、
一
切
の
見
惑
・
思
惑

を
断
ち
、
迷
い
の
世
界
に
流
転
す
る
こ
と
が
な
い
、
涅
槃
に
入
っ
た
聖
者
を
い
う
。

 

　

小
乗
仏
教
の
四
つ
の
修
行
目
標
、
す
な
わ
ち
小
乗
の
修
行
の
階
位
を
、
あ
る
境
地
に

向
か
っ
て
修
行
し
て
い
く
段
階
を
「
向こ

う

」
と
い
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
到
達
し
た
境
地
を

「
果か

」
と
い
い
、
ま
と
め
て
「
四し

向こ
う

四し

か果
」
と
い
い
、「
四し

双そ
う

八は
っ

輩ぱ
い

」
と
い
う
。

 

　

四
向
四
果
は
、
⑴
須し

ゅ

陀だ

洹お
ん

・
預よ

る流
・
入
流
、
⑵
斯し

陀だ

含ご
ん

・
一い

ち
ら
い来
、
⑶
阿あ

那な

含ご
ん

・

不ふ

げ

ん還
・
不
来
、
⑷
阿あ

羅ら

漢か
ん

・
無
学
の
四
段
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
向
と
果
と
を
立
て
、
須

陀
洹
向
・
須
陀
洹
果
、
斯
陀
含
向
・
斯
陀
含
果
、
阿
那
含
向
・
阿
那
含
果
、
阿
羅
漢

向
・
阿
羅
漢
果
の
八
を
い
う
。

　
　

⑴
須
陀
洹
向
は
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
の
八
十
八
を
数
え
る
見
惑
を
断
ち

つ
つ
あ
る
見
道
十
五
心
の
間
を
い
う
。
見
惑
を
断
ち
終
わ
っ
て
、
第
十
六
心
で
あ

る
修
道
に
入
る
と
、
こ
れ
を
須
陀
洹
果
と
い
う
。
悟
り
に
向
か
っ
て
歩
み
出
し
た

段
階
で
、
最
大
七
回
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
悟
り
に
至
る
と
さ
れ
る
。
三
界
八
十
八

使
の
見
惑
を
断
っ
て
、
四
諦
の
理
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
見
道
と
い
わ

れ
、
無
漏
の
聖
道
の
流
れ
に
入
り
、
聖
者
の
仲
間
に
預
参
す
る
と
い
う
意
味
で
、

預
流
と
も
入
流
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
声
聞
乗
と
し
て
最
初
の
聖
果
で
あ
る

か
ら
、
初
果
と
い
う
。

　
　

⑵
斯
陀
含
向
は
、
欲
界
の
思
惑
（
修
惑
）
の
九
品
の
う
ち
、
前
の
六
品
の
思
惑
を
断

ち
つ
つ
あ
る
位
を
い
う
。
こ
れ
を
断
ち
終
わ
っ
た
位
を
、
斯
陀
含
果
と
い
う
。
あ

と
一
回
人
界
と
天
界
と
の
間
を
往
復
し
て
悟
り
に
至
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
一
来
と

も
い
わ
れ
る
。

　
　

⑶
阿
那
含
向
は
、
先
の
思
惑
（
修
惑
）
の
残
り
の
三
品
を
断
ち
つ
つ
あ
る
位
で
、
こ

れ
を
断
ち
終
わ
っ
た
位
の
阿
那
含
果
を
、
不
還
と
も
、
不
来
と
も
い
う
。
も
し
生

を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
色
界
か
無
色
界
に
生
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。

　
　

⑷
阿
羅
漢
向
は
、
悟
り
の
段
階
と
さ
れ
る
阿
羅
漢
果
に
至
る
ま
で
の
位
で
、
⑴
と
⑵

と
⑶
の
向
と
果
に
お
い
て
見
道
の
見
惑
八
十
八
使
と
、
修
道
の
思
惑
（
修
惑
）
八

十
一
品
の
な
か
の
八
十
品
を
断
ち
、
い
ま
学
ぶ
べ
き
も
の
が
残
さ
れ
て
い
な
い
無

学
の
位
で
、
最
後
の
非
想
地
の
第
九
品
を
断
っ
て
、
阿
羅
漢
の
境
地
で
あ
る
阿
羅

漢
果
に
至
る
。
阿
羅
漢
果
で
は
、
一
切
の
見
惑
・
思
惑
（
修
惑
）
を
断
ち
、
迷
い

の
世
界
に
流
転
す
る
こ
と
が
な
く
、
有
余
依
涅
槃
に
入
り
、
身
を
焼
き
心
を
滅
す

る
灰
身
滅
智
す
れ
ば
無
余
依
涅
槃
に
入
る
。
阿
羅
漢
は
、
三
界
に
生
を
受
け
る
こ

と
が
な
い
か
ら
無
生
と
い
わ
れ
、
見
思
の
惑
を
断
尽
し
て
い
る
か
ら
殺せ

つ
ぞ
く賊
と
い
わ

れ
、
人
天
の
供
養
に
応
じ
る
か
ら
応お

う

ぐ供
と
も
呼
ば
れ
る
。

 

　

以
上
は
、『
倶
舎
論
』
二
十
三
巻
九
以
下
、
お
よ
び
『
天
台
四
教
儀
』
に
出
る
が
、
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見惑八十八使

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上二界四諦

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

欲界四諦

八忍八智と十六（智）心

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
七
号

こ
の
他
に
、
煩
瑣
な
解
釈
が
あ
り
、
古
く
は
『
長
阿
含
経
』
な
ど
に
出
る
。

 

　

な
お
「
見
惑
」
は
、
思
想
的
、
観
念
的
な
迷
い
で
あ
り
、
因
縁
所
生
法
や
、
四
諦
の

理
や
、
十
二
縁
起
の
理
と
い
う
真
実
の
理
を
誤
認
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
生
じ
る
迷
い
を

い
う
。
細
分
す
れ
ば
、
八
十
八
使
に
な
る
。
八
十
八
使
は
、
三
界
の
見
惑
の
総
数
を
い

う
。「
使
」
は
、
駆
役
の
意
で
、
煩
悩
を
い
う
。

 

　
「
思
惑
」
は
、
修
惑
と
も
い
い
、
種
々
の
正
し
い
修
行
に
よ
っ
て
断
つ
こ
と
が
で
き

る
煩
悩
で
あ
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
具
わ
っ
て
い
る
貪
り
、
怒
り
、
無
知
な
ど
の
、
現

象
に
迷
う
迷
事
の
惑
を
い
う
。
細
分
す
れ
ば
、
八
十
一
品
に
な
る
。

 

　
「
見
道
」
は
、
四
諦
を
観
察
す
る
段
階
で
、
小
乗
で
は
須
陀
洹
向
・
預
流
向
を
い

う
。
大
乗
で
は
初
地
、
つ
ま
り
通
教
で
は
第
三
の
八
人
地
、
第
四
の
見
地
に
当
た
り
、

別
教
で
は
初
住
に
当
た
り
、
円
教
で
は
初
信
に
当
た
る
。
各
々
こ
れ
以
上
を
聖
者
と
す

る
。

 

　
「
修
道
」
は
、
見
道
で
観
た
四
諦
を
観
察
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
具
体
的
な
事
象

に
対
処
し
て
、
い
く
ど
も
反
復
し
て
修
習
す
る
段
階
を
い
う
。

 

　
「
無
学
道
」
は
、
す
で
に
学
を
極
め
、
も
は
や
学
ぶ
べ
き
も
の
を
残
し
て
い
な
い
阿

羅
漢
の
境
地
を
い
う
。
こ
の
三
を
、
三
学
道
と
い
う
。

 

　
『
倶
舎
論
』
二
十
三
巻
九
〜
十
五
で
は
、
四
善
根
の
第
四
で
あ
る
世
第
一
法
の
直
後

に
無
漏
の
正
智
を
起
こ
し
、
八
忍
・
八
智
か
ら
成
る
十
六
心
に
よ
っ
て
、
次
第
に
欲
・

色
・
無
色
の
三
界
の
四
諦
を
観
察
す
る
。
説
一
切
有
部
は
、
前
の
十
五
心
を
須
陀
洹

向
・
預
流
向
と
解
し
て
見
道
と
し
、
第
十
六
心
を
修
道
と
す
る
。

 

　

な
お
八
忍
・
八
智
は
、
法
忍
と
法
智
と
に
そ
れ
ぞ
れ
八
が
あ
り
、
苦
法
智
忍
、
苦
類

智
忍
、
集
法
智
忍
、
集
類
智
忍
、
滅
法
智
忍
、
滅
類
智
忍
、
道
法
智
忍
、
道
類
智
忍
と
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

い
う
。

 
　

合
わ
せ
て
、
十
六
心
と
な
る
。

 
　

こ
の
八
忍
・
八
智
の
十
六
心
に
よ
っ
て
、
三
界
の
見
惑
の
八
十
八
使
を
断
尽
し
た
も

の
を
、
見
道
の
位
に
達
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が
須
陀
洹
・
預
流
で
あ
る
。

 

　

な
お
、
説
一
切
有
部
の
説
に
よ
れ
ば
、
声
聞
の
修
行
に
は
三
生し

ょ
う

六
十
劫こ

う

の
多
大
の

時
間
を
要
す
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
も
っ
と
速
い
場
合
は
、
三
回
の
生
ま
れ
変
わ
り

で
よ
く
、
長
い
場
合
は
六
十
劫
か
か
る
と
さ
れ
る
。

参
考
│
│
「
入
証
の
縁
覚
・
独
覚
」
に
つ
い
て

 

　

二
乗
の
一
で
あ
る
縁
覚
は
、
古
く
は
辟
支
仏
、
辟
支
迦
羅
と
い
い
、
新
し
く
は

鉢ば

し

え

刺
翳
伽か

ぶ

だ

仏
陀
と
い
う
。
旧
訳
で
は
縁
覚
、
新
訳
で
は
独
覚
と
い
う
。
師
が
な
く
て
飛

花
落
葉
を
観
じ
て
、
独
り
自
ら
独
悟
す
る
か
ら
、
独
覚
と
い
い
、
十
二
因
縁
の
理
を
観

じ
て
惑
・
煩
悩
を
断
っ
て
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
真
理
を
悟
る
か
ら
、
縁
覚
と
い
わ
れ
る
。

 

　

天
台
で
は
、
こ
の
二
を
区
別
し
て
、
仏
の
世
に
出
て
十
二
因
縁
を
観
じ
て
悟
り
を
得

る
も
の
を
縁
覚
と
し
、
無
仏
の
世
に
出
て
、
飛
花
落
葉
な
ど
の
間
接
的
な
条
件
の
外げ

え

ん縁

を
観
じ
て
悟
り
を
得
る
も
の
を
独
覚
と
す
る
。

 

　

こ
の
縁
覚
に
二
種
が
あ
る
。
須
陀
洹
・
預
流
、
斯
陀
含
・
一
来
、
阿
那
含
・
不
還
と

い
う
前
三
果
の
声
聞
と
四
善
根
の
人
の
な
か
で
、
最
も
利
根
の
も
の
が
、
第
四
の
阿
羅

漢
果
を
悟
る
と
き
、
教
え
を
離
れ
て
飛
花
落
葉
な
ど
の
外
縁
か
、
ま
た
は
、
十
二
縁
起

の
理
を
観
じ
て
、
独
り
自
ら
悟
る
部
行
独
覚
と
、
麟り

ん

の
一
角
の
よ
う
に
独
居
し
て
道
を

悟
る
麟
角
喩
独
覚
と
が
あ
る
。

 

　

十
二
縁
起
を
、
因
縁
観
と
も
支
仏
観
と
も
い
う
。
こ
れ
は
辟
支
仏
の
観
門
で
あ
り
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
三
世
に
わ
た
っ
て
、
六
道
に
輪
廻
す
る
次
第
縁
起
を
説
い
て

い
る
。

 

　
《
十
二
縁
起
》

 

　
「
無む

み
ょ
う明

」
は
、
過
去
世
の
一
切
の
煩
悩
を
い
う
。
わ
た
し
の
心
を
縛
り
付
け
る
「
く

ら
や
み
」
の
心
で
、
わ
た
し
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
が
分
か
る
だ
け
の
明み

ょ
う

、
智
慧
の

光
が
な
い
か
ら
、
無
明
と
い
わ
れ
る
。
無
明
は
、
何
も
分
か
ら
な
い
か
ら
迷
う
と
い

う
、
す
べ
て
の
煩
悩
が
生
じ
る
根
源
を
い
う
か
ら
、
根
本
煩
悩
と
さ
れ
る
。
な
お
天
台

で
は
、「
諸
法
実
相
の
理
」
に
迷
う
こ
と
を
根
源
の
煩
悩
と
し
、
無
明
の
惑
と
呼
ぶ
。

 

　
「
行ぎ

ょ
う

」
は
、
無
明
が
原
因
と
な
っ
て
、
種
々
の
結
果
を
造
作
す
る
こ
と
を
い
う
。
無

明
か
ら
、
つ
ぎ
の
意
識
を
起
こ
す
は
た
ら
き
を
い
う
。

 

　
「
識し

き

」
は
、
過
去
世
の
善
悪
の
行
為
を
い
う
「
業ご

う

」
に
よ
っ
て
受
け
た
、
現
世
の
受

胎
の
最
初
の
刹
那
を
い
う
。
識
に
、
二
の
解
釈
が
あ
る
。

 

　

初
め
て
受
胎
し
て
七
日
ま
で
の
羯か

刺ら

藍ら
ん

、
す
な
わ
ち
「
凝ぎ

こ

つ滑
」「
雑ぞ

う

え穢
」
の
と
き
、

父
母
の
精
と
血
の
二
滴
が
合
し
て
一
滴
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
眼
・
耳
・
鼻
な
ど
の
諸

根
の
形
体
に
差
別
が
現
わ
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
識
と
名
付
け
た
と
い
う
説
と
、
托
胎

の
一
念
、
こ
の
一
念
は
生
を
受
け
た
最
初
の
一
念
で
あ
り
、
こ
の
一
念
が
あ
ら
ゆ
る
報

い
の
主
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
識
と
名
づ
け
た
と
い
う
説
と
が
あ
る
。

 

　
「
名み

ょ
う
し
き色

」
は
、
感
覚
機
官
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
胚
胎
の
状
態
に
あ
る
、
色
・
受
・

想
・
行
・
識
の
五
蘊
を
い
う
。
受
・
想
・
行
・
識
の
四
蘊
は
心
識
の
機
官
で
あ
る
が
、

形
体
と
し
て
差
別
が
な
く
、
名
で
知
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
受
・
想
・
行
・
識
の
四
蘊

を
、「
名
」
と
い
う
。「
色
」
は
、
色
蘊
を
い
い
、
物
質
的
な
も
の
を
い
う
。
受
胎
の
第

二
刹
那
か
ら
以
後
、
五
七
・
三
十
五
日
の
間
は
、
意
根
と
身
根
だ
け
が
あ
っ
て
、
眼
・

耳
・
鼻
・
舌
の
四
根
が
完
成
し
て
い
な
い
か
ら
、
意
根
の
「
名
」
と
、
身
根
の
「
色
」

と
で
、「
名
色
」
と
い
う
。

 

　
「
六ろ

く
に
ゅ
う入

」
は
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根
を
い
う
。
入
は
、
渉し

ょ
う
に
ゅ
う
入
の

意
。
意
識
が
六
根
六
塵
に
渉
っ
て
入
り
込
ん
で
行
く
と
こ
ろ
か
ら
、
六
入
と
い
う
。
胎

中
第
二
の
七
日
か
ら
後
、
お
よ
そ
二
百
三
十
一
日
を
六
入
の
位
と
す
る
。
六
識
を
生
じ

る
と
こ
ろ
か
ら
「
六ろ

く
し
ょ処

」
と
も
い
う
。

 

　
「
触そ

く

」
は
、
生
後
二
・
三
歳
頃
ま
で
を
指
す
。
こ
の
間
は
、
六
根
が
六
境
に
触
れ
る

だ
け
で
、
自
ら
苦
・
楽
・
捨
の
三
受
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
触
と
い

う
。
す
な
わ
ち
、
毒
に
触
れ
て
も
危
険
を
感
じ
ず
、
も
の
を
手
に
取
っ
て
も
、
も
の
の

価
値
や
貴
賤
を
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
頃
を
い
う
。

 

　
「
受じ

ゅ

」
は
、
五
・
六
歳
頃
か
ら
、
十
四
・
五
歳
頃
ま
で
を
い
う
。
物
事
に
対
し
て

苦
・
楽
を
識
別
し
、
こ
れ
を
感
受
す
る
年
頃
を
い
う
。

 

　
「
愛あ

い

」
は
、
十
四
・
五
歳
か
ら
十
八
・
九
歳
頃
ま
で
を
い
う
。
苦
を
避
け
、
常
に
楽

を
求
め
る
根
本
の
欲
望
を
い
う
。

 
　
「
取し

ゅ

」
は
、
取し

ゅ
じ
ゃ
く著

の
意
。
食
べ
物
・
性
欲
・
生
活
の
た
め
の
道
具
を
い
う
、
三
愛
を

求
め
て
走
り
回
る
労
を
い
と
わ
ず
、
欲
望
が
増
大
し
て
、
取
著
・
執
着
す
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
有う

」
は
、
善
悪
の
行
為
が
、
結
果
や
報
い
を
引
き
起
こ
す
力
を
伴
う
が
、
そ
の
善

悪
の
行
為
を
「
有
」
と
い
う
。
善
悪
の
行
為
を
い
う
業
は
、
そ
の
な
か
に
未
来
の
結
果
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や
報
い
を
秘
め
て
い
る
か
ら
有
と
い
う
。

 
　
「
生し

ょ
う

」
は
、
現
在
の
身
・
口
・
意
の
善
悪
の
行
為
に
よ
っ
て
、
未
来
に
生
を
受
け
る

位
を
い
う
。

 

　
「
老ろ

う

し死
」
は
、
老
は
熟
変
、
死
は
壊
滅
の
意
で
あ
る
。
老
は
果
報
が
変
わ
る
こ
と
、

死
は
果
報
が
潰
れ
る
こ
と
を
い
う
。
生
が
あ
れ
ば
、
必
ず
刹
那
刹
那
に
生
住
異
滅
し
、

流
転
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
、
老
死
と
呼
ぶ
。
身
が
壊
れ
、
寿
が
尽
き
た

こ
と
を
、
老
死
と
い
う
の
で
は
な
い
。

 

　
《
三
世
両
重
の
因
果
》

 

　

無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
入
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死
の
十
二
は
、

生
滅
流
転
の
道
理
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

　

無
明
と
行
と
は
、
惑
と
業
の
二
で
、
過
去
世
の
因
で
あ
り
、
識
・
名
色
・
六
入
・

触
・
受
の
五
は
、
過
去
の
惑
と
業
と
を
原
因
と
し
て
受
け
た
現
在
の
結
果
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
過
現
一
重
の
因
果
で
あ
る
。

 

　

愛
と
取
の
二
は
、
現
在
の
惑
で
あ
り
、
有
の
一
は
現
在
の
業
で
あ
る
。
こ
の
惑
と
業

と
の
現
在
の
原
因
に
よ
っ
て
、
未
来
の
生
と
老
死
の
結
果
を
感
じ
る
。
こ
れ
が
現
未
一

重
の
因
果
で
あ
る
。

 

　

こ
の
二
の
因
果
を
、
三
世
両
重
の
因
果
と
い
う
。

 

　

現
在
の
惑
で
あ
る
愛
と
取
、
業
で
あ
る
有
は
、
現
在
の
苦
果
で
あ
る
識
・
名
色
・
六

入
・
触
・
受
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
過
去
の
惑
で
あ
る
無
明
、
業
で
あ
る
行
も
ま

た
、
過
去
の
苦
果
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

 

　

現
在
の
苦
果
が
現
在
の
業
を
生
じ
て
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
未
来
の
苦
果
で
あ
る

生
・
老
死
が
、
未
来
の
業
を
生
じ
る
こ
と
を
知
る
。

 

　

過
去
に
始
め
が
な
く
、
未
来
に
終
わ
り
が
な
い
。
こ
れ
が
無
始
無
終
の
生
死
輪
廻
で

あ
る
。
辟
支
仏
は
、
無
始
無
終
の
生
死
輪
廻
を
観
じ
て
生
死
を
厭
い
、
常
一
主
宰
の
我

体
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
遂
に
惑
業
を
断
っ
て
、
涅
槃
を
悟
る
の
で
あ
る
。

 

　

行
と
有
と
が
因
、
無
明
と
愛
と
取
と
が
縁
で
あ
る
。
識
・
名
色
・
六
入
・
触
・
受
・

生
・
老
死
の
七
は
、
す
べ
て
果
で
あ
る
が
、
果
は
反
対
に
惑
業
の
因
縁
を
起
こ
す
縁
と

な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
因
縁
観
と
い
う
。

（
10
）
い
わ
ん
や
ま
た
、「
人
天
群
萌
の
類
」
を
や
、
と
＝
「
人に

ん
で
ん天

」
は
、
人
界
と
天
界
の

衆
生
を
い
う
。

 

　
「
群ぐ

ん
み
ょ
う萌

」
の
萌
は
、
多
田
孝
正
氏
は
、
仏
典
講
座
『
法
華
玄
義
』
九
一
頁
に
萠
と
示

す
。
菅
野
氏
は
、
萌
の
表
記
を
取
り
、『
釈
籤
』
は
群
萠
を
取
り
、〈
ぐ
ん
も
う
〉
と
訓

ん
で
い
る
。『
大
正
蔵
』
は
萌
と
表
記
す
る
。
こ
こ
で
は
、
萌
を
取
り
、〈
み
ょ
う
〉
と

訓
む
。

 

　
「
萌
」
は
、
明
の
転
音
が
音
を
表
わ
し
、
芒ぼ

う

、
つ
ま
り
、
草
の
芽
の
先
か
ら
き
て
い

る
。
草
の
芽
の
先
端
が
出
る
か
ら
、
も
え
る
、
き
ざ
す
の
意
を
い
う
。
萠ほ

う

は
俗
字
。
こ

こ
で
は
萌
は
、
民た

み

の
意
を
い
う
。「
群
萌
」
は
、
群
生
、
群
類
、
衆
生
と
同
義
。
広
く

衆
生
一
般
を
指
し
、
す
べ
て
の
人
々
、
一
切
衆
生
を
い
う
。
つ
ま
り
雑
草
が
群
が
り
生

え
る
よ
う
な
生
き
と
し
生
け
る
一
切
衆
生
を
い
う
。

 
　
『
玄
義
釈
籤
』
巻
第
一
に
、「
萌
は
未
だ
開
か
ぬ
と
こ
ろ
を
萌
と
云
う
。
今
日
の
凡
夫

は
無
明
に
包
ま
れ
て
、
仏
に
な
る
種
子
が
、
未
だ
開
か
れ
ぬ
な
り
。」
と
あ
る
。

 
　
『
法
華
経
』
方
便
品
に
、「
ま
た
諸
の
大
聖
主
、
一
切
世
間
の
天
・
人
・
群
生
類
の
深

心
の
所
欲
を
知
り
、
さ
ら
に
異
の
方
便
を
も
っ
て
、
第
一
義
を
助
顕
す
」（『
大
正
蔵
』

九
・
八
ｃ
）
に
、
天
人
群
生
類
と
あ
り
、
化
城
喩
品
に
、「
普
智
な
る
天
人
尊
、
群
萌

類
を
哀
愍
し
、
よ
く
甘
露
の
門
を
開
い
て
、
広
く
一
切
を
度
す
」（『
大
正
蔵
』
九
・
二
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

四
ｃ
）
に
、
群
萌
類
と
あ
る
。

 
　
「
群
萌
類
」
は
、
ま
っ
た
く
無
明
に
覆
わ
れ
た
人
界
や
天
界
の
生
き
物
を
い
う
。

 
　
「
人
天
群
萌
の
類
」
は
、
目
の
前
に
展
開
す
る
現
前
の
一
切
の
事
象
は
、
真
実
の
ま

ま
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
、
ま
っ
た
く
無
明
に
覆
わ
れ
た
人
界
に
住
む
ひ

と
び
と
や
、
天
界
に
住
む
天
人
た
ち
や
、
そ
の
他
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち

を
い
う
。

（
11
）
仏
は
、
こ
れ
を
知
る
と
い
え
ど
も
、
務
め
て
速
や
か
に
は
説
か
ず
＝
こ
れ
を
知
る

の
「
こ
れ
」
は
、
直
接
に
は
前
出
の
「
円
融
の
三
諦
は
妙
法
な
り
。
こ
の
妙
諦
は
本
有

な
り
」
を
受
け
る
。

 

　

つ
ま
り
、『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、
小
乗
と
大
乗
、
方
便
と
真
実
と
が
融
け
合
っ
て
一

体
と
な
り
、
空
と
仮
と
中
と
が
相
即
相
入
し
た
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
円
融
三
諦
を

説
き
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
仏
と
な
る
、
一
仏
乗
の
教
え
を
説
き
明
か
す

こ
と
を
い
う
。

 

　

悟
り
の
世
界
は
、
言
説
思
慮
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
別
世
界
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
前
す
る
世
間
の
す
が
た
は
、
空
で
あ
り
な
が
ら
仮
を
含
み
中
を
含

み
、
仮
で
あ
り
な
が
ら
空
を
含
み
中
を
含
み
、
中
で
あ
り
な
が
ら
空
を
含
み
仮
を
含

む
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
有
り
様
に
あ
り
、
迷
え
る
も
の
も
、
悟
れ
る
も
の
も
、
方

便
も
、
真
実
も
、
宇
宙
に
現
象
し
存
在
す
る
一
事
一
象
の
す
べ
て
が
あ
る
が
ま
ま
で
、

真
実
そ
の
も
の
に
あ
る
。
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
有
り
様
に
あ
る
娑
婆
世
界
で
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
一
仏
乗
の
教
え
を
、「
こ
れ
」

の
一
語
が
い
う
。

 

　
「
不
務
速
説
」
は
、
務
め
て
速
や
か
に
は
説
か
ず
と
訓
む
。「
務
」
の
語
原
は
、
さ
と

い
を
い
う
敏
か
ら
き
て
お
り
、
も
の
ご
と
を
て
き
ぱ
き
と
片
付
け
る
こ
と
を
い
う
。

「
務
」
は
、〈
つ
と
〉
め
て
（
菅
野
・
多
田
）
の
訓よ

み
と
、〈
い
そ
〉
い
で
（
田
村
・
藤

井
）
と
の
訓よ

み
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、〈
つ
と
〉
め
て
の
訓
み
を
取
る
。

 

　

一
仏
乗
の
教
え
は
、
迷
え
る
も
の
も
、
悟
れ
る
も
の
も
、
方
便
も
、
真
実
も
、
宇
宙

に
現
象
し
存
在
す
る
一
事
一
象
に
至
る
ま
で
す
べ
て
が
あ
る
が
ま
ま
に
あ
り
、
そ
の
本

質
は
、
真
実
そ
の
も
の
で
あ
り
、
生
き
と
し
生
け
る
す
べ
て
を
救
い
取
っ
て
や
ま
な
い

も
の
で
あ
る
。

 

　

し
か
し
声
聞
や
縁
覚
の
二
乗
人
を
含
む
生
け
る
人
は
、
そ
の
機
根
が
、『
法
華
経
』

の
真
意
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
は
成
熟
し
て
い
な
い
。
仏
は
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
に
仏
知
見
を
開
示
悟
入
さ
せ
て
、
救
い
取
る
こ
と
を
使
命

と
す
る
か
ら
、
仏
は
、
仏
の
意
志
と
し
て
、
い
ま
、
す
ぐ
に
、
こ
こ
で
真
実
の
一
仏
乗

の
教
え
を
説
き
た
い
。
し
か
し
、
説
き
た
く
て
も
、
機
根
を
無
視
し
て
、
性
急
に
は

『
法
華
経
』
を
説
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
の
一
句
は
い
う
。

 

　
「
不
務
速
説
」
は
、『
法
華
経
』
薬
草
喩
品
の
、「
有
を
破
す
る
法
王
、
世
間
に
出
現

し
て
、
衆
生
の
欲
に
し
た
が
っ
て
、
種
々
に
法
を
説
く
。
如
来
は
尊
重
に
し
て
、
智
慧

深
遠
な
り
。
久
し
く
こ
の
要
を
黙
し
て
、
務
め
て
速
や
か
に
説
か
ず
。
智
あ
る
は
、
も

し
聞
い
て
は
、
す
な
わ
ち
よ
く
信
解
し
、
智
な
き
は
疑
悔
し
て
、
す
な
わ
ち
永
く
失
う

べ
し
」（『
大
正
蔵
』
九
・
一
九
ｃ
）
か
ら
の
引
用
。

（
12
）
文
に
い
わ
く
、「
わ
れ
も
し
仏
乗
を
讃
ぜ
ば
、
衆
生
は
苦
に
没
在
せ
ん
。
法
を
謗
っ

て
信
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
三
悪
道
に
墜
ち
ん
」
と
＝
「
文
」
は
、『
法
華
経
』
方
便
品

（『
大
正
蔵
』
九
・
九
ｃ
）
を
い
う
。

 

　
『
法
華
経
』
方
便
品
の
、「
わ
れ
す
な
わ
ち
自
ら
思
惟
す
。
も
し
た
だ
、
仏
乗
を
讃
ぜ

ば
、
衆
生
は
苦
に
没
在
し
、
こ
の
ほ
う
を
信
ん
ず
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
法
を
破
し
、
信

ぜ
ざ
る
が
故
に
、
三
悪
道
に
堕
ち
ん
。
わ
れ
、
む
し
ろ
法
を
説
か
ず
、
疾
く
涅
槃
に
入

る
」
か
ら
の
引
用
。

 

　
「
仏
乗
」
は
、
一
仏
乗
と
同
義
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
仏
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
と
説
く
仏
の
真
実
の
教
え
は
唯
一
で
、
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
生
き
と
し
生
け

る
も
の
す
べ
て
が
、
等
し
く
仏
に
な
る
と
説
く
教
え
を
、
乗
り
物
に
喩
え
て
い
う
。

 

　

大
乗
仏
教
徒
は
、
自
ら
の
立
場
を
菩
薩
と
称
し
、
仏
に
な
る
た
め
の
教
え
の
意
を
、

一
乗
・
仏
乗
・
一
仏
乗
と
称
し
、
部
派
仏
教
を
小
乗
、
二
乗
、
声
聞
乗
な
ど
と
貶
称
し

た
。

 

　

大
乗
の
な
か
で
も
、
成
仏
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
機
根
、
つ
ま
り
人
の
素
質
や
能
力

や
性
質
は
固
有
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
応
じ
て
、
声
聞
・
縁
覚
に
固
有
な
二
種

の
悟
り
の
道
が
あ
る
と
す
る
二
乗
の
立
場
や
、
そ
れ
に
菩
薩
を
加
え
て
、
固
有
な
三
種

の
悟
り
の
道
が
あ
る
と
す
る
三
乗
の
立
場
と
、
二
乗
や
三
乗
は
、
一
仏
乗
に
導
き
近
付

け
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
、
一
仏
乗
と
の
立
場
と
に
分
か
れ
る
。

 
　

前
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
一
仏
乗
は
仏
教
の
一
部
分
に
過
ぎ
ず
、
後
者
の
立
場
に
立

て
ば
、
仏
教
の
す
べ
て
が
一
仏
乗
で
あ
る
。

 

　
「
没
在
」
は
、
埋
ま
る
こ
と
、
溺
れ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
三
悪
道
」
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
道
を
い
う
。
三
悪
趣
と
も
い
う
が
、
地

240
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獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
界
は
、
悪
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
悪
趣

と
も
い
う
。

 
　

こ
こ
で
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
道
の
世
界
を
い
う
と
取
る
の
で
は
な
く
、
地

獄
界
心
・
餓
鬼
界
心
・
畜
生
界
心
と
い
う
三
悪
道
に
あ
る
こ
こ
ろ
を
い
う
と
取
る
。

（
13
）
初
め
の
教
に
融ゆ

う

と
不
融
と
を
建
立
す
る
に
、
小
根
は
あ
わ
せ
て
聞
か
ず
＝
一
句

は
、
五
時
に
ま
と
め
ら
れ
た
教
相
判
釈
の
な
か
の
華
厳
時
の
説
法
を
指
す
。

 

　
「
初
め
の
教
」
は
、
華
厳
時
の
教
え
を
い
う
。

 

　
「
融
」
は
円
融
と
同
義
。
融
は
、
機
根
が
一
様
に
利
根
に
な
り
、
機
根
に
差
別
が
な

く
な
っ
た
人
々
に
説
き
明
か
す
円
教
を
い
う
。

 

　
「
不
融
」
は
、
機
根
が
不
揃
い
で
、
勝
れ
た
機
根
と
劣
っ
た
機
根
と
の
別
が
あ
る

人
々
に
、
真
実
と
方
便
と
を
交
え
、
真
実
に
近
付
け
る
手
立
て
を
説
き
明
か
す
蔵
・

通
・
別
の
三
教
を
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
不
融
は
、
三
教
の
う
ち
の
別
教
に
限
定
し
て
い
う
。

 

　
「
小
根
」
は
、
仏
の
教
え
を
受
け
、
そ
の
教
化
を
こ
う
む
る
者
の
素
質
や
能
力
や
性

質
が
劣
っ
て
い
る
者
を
い
う
。
こ
こ
で
は
声
聞
と
縁
覚
の
二
乗
の
機
根
を
い
う
。

 

　
「
あ
わ
せ
て
」
は
、
融
と
不
融
と
を
合
わ
せ
た
、
つ
ま
り
円
教
と
別
教
と
を
合
わ
せ

た
仏
の
真
意
を
い
う
。

参
考
│
│
華
厳
時
の「
擬ぎ

ぎ宜
」
と
、「
擬
宜
、
誘ゆ

う
い
ん引
、
弾た

ん

が訶
、
淘と

う

た汰
、
開か

い

え会
」と
に
つ
い
て

 

　

華
厳
時
の
説
法
で
利
益
を
こ
う
む
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
別
教
と
円
教
の
機
根
の

者
だ
け
で
あ
っ
て
、
蔵
・
通
二
教
の
小
乗
の
声
聞
や
縁
覚
な
ど
は
、
利
益
に
与あ

づ

る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
仏
が
こ
の
世
に
出
世
し
た
本
意
は
、
一
切
の
生
け
る
も
の
を
等
し
く
一

仏
乗
に
導
き
入
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
、
た
だ
大
乗
の
利
根
だ
け
を
利
益
し
て
、
小

乗
の
鈍
根
に
利
益
し
な
い
の
は
仏
の
本
意
で
は
な
い
。
そ
こ
で
仏
は
、
声
聞
や
縁
覚
に

も
大
乗
の
華
厳
の
教
え
を
あ
て
が
い
与
え
て
み
た
。
こ
れ
が
「
擬ぎ

ぎ宜
」
で
あ
る
。
擬

は
、
仮
に
あ
て
が
い
与
え
る
こ
と
を
い
い
、
宜
は
、
都
合
が
よ
い
こ
と
い
う
か
ら
、
擬

宜
は
、
仏
が
仮
に
教
え
を
二
乗
人
に
あ
て
が
い
与
え
て
み
て
、
二
乗
人
が
『
華
厳
経
』

の
教
え
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
を
試
み
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
華
厳
時
の
説
法
は
、
擬ぎ

ぎ宜
、
誘ゆ

う
い
ん引
、
弾た

ん

が訶
、
淘と

う

た汰
、
開か

い

え会
と

な
か
の
擬
宜
と
呼
ば
れ
る
。

 

　
「
擬
宜
」
は
、
仏
が
仮
に
教
え
を
衆
生
に
あ
て
が
い
与
え
て
、
衆
生
が
そ
の
教
え
を

受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
を
試
み
る
こ
と
を
い
い
、「
誘
引
」
は
、
仏
が
、
到
底
大
乗
を

理
解
し
、
信
奉
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
乗
の
機
根
に
は
、
極
め
て
理
解
し
易
い
浅
近

の
小
乗
の
教
え
を
説
い
て
、
こ
れ
ら
の
機
根
の
者
を
大
乗
に
誘
い
、
順
次
に
大
乗
に
導

く
こ
と
を
い
い
、「
弾
訶
」
は
、
仏
が
、
方
等
教
を
説
い
て
、
鹿
苑
説
法
の
浅
近
を
罵

倒
し
、
鹿
苑
の
説
法
に
執
着
し
て
、
鹿
苑
の
教
え
を
究
極
と
す
る
迷
妄
を
打
破
す
る
こ

と
を
い
い
、「
淘
汰
」
は
、
二
乗
人
が
、
大
と
小
と
の
二
乗
の
間
に
差
別
を
立
て
る
迷

妄
を
洗
い
流
す
こ
と
を
い
う
。

 

　

最
後
は
、「
開
会
」
で
あ
る
。
開
は
開
除
、
会
は
会
入
の
意
で
、
方
便
を
除
い
て
真

実
に
入
れ
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
声
聞
に
は
声
聞
の
教
え
、
縁
覚
に
は
縁
覚
の
教

え
、
菩
薩
に
は
菩
薩
の
教
え
が
個
別
に
固
定
し
て
あ
る
と
す
る
の
は
、
手
立
て
を
い
う

方
便
の
教
え
で
あ
る
。
だ
か
ら
、『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
が
方
便
で
あ
る
こ
と
を
開

示
し
て
方
便
を
除
き
、
す
べ
て
の
教
え
は
唯
一
の
真
実
の
教
え
で
あ
る
一
仏
乗
と
は
別

の
も
の
で
は
な
く
、
等
し
く
融
け
合
い
一
仏
乗
に
収
ま
り
入
る
と
説
く
。
こ
れ
が
、
一

般
に
い
う
開
会
で
あ
る
。

 

　

開
会
に
は
、
法
開
会
と
人
開
会
と
が
あ
る
。
理
論
的
に
す
べ
て
の
教
え
は
究
極
的
に

は
一
致
す
る
と
示
す
の
を
、「
法
開
会
」
と
い
い
、
実
際
的
に
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の

区
別
は
な
く
、
み
な
一
様
に
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
の
は
、「
人
開
会
」
と

い
う
。
ま
た
、
人
開
会
に
は
、
小
善
を
開
し
て
大
善
に
会
す
る
よ
う
な
、
同
種
類
の
も

の
に
つ
い
て
い
う
「
種
類
開
会
」
と
、
悪
を
開
し
て
善
に
会
す
る
よ
う
な
異
種
類
の
も

の
に
つ
い
て
い
う
「
敵じ

ゃ
く
た
い
か
い
え

対
開
会
」
と
が
あ
る
。

参
考
│
│
「
融
」
と
「
不
融
」
と
、「
教
相
の
三
種
」
に
つ
い
て

 

　
「
融
」
は
、
語
原
か
ら
は
、
湯
気
が
盛
ん
に
立
ち
上
が
る
様
を
い
い
、
転
じ
て
、
物

が
と
け
る
こ
と
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
差
別
が
な
い
こ
と
を
い
い
、
密
接
不
離
で
、

差
別
が
な
い
「
相
即
相
入
」
と
同
義
。
融
通
や
円
融
に
通
じ
る
。

 

　

融
通
は
、
異
な
っ
た
別
々
の
も
の
が
融
け
合
っ
て
、
差
し
障
り
が
な
い
こ
と
、
つ
ま

り
、
両
方
が
相
俟
っ
て
完
全
と
な
る
こ
と
を
い
い
、
円
融
は
、
欠
け
る
こ
と
な
く
満
ち

足
り
て
お
り
、
完
全
に
一
体
と
な
っ
て
互
い
に
融
け
合
い
妨
げ
の
な
い
こ
と
を
い
う
。

こ
れ
に
対
す
る
隔き

ゃ
く
り
ゃ
く
歴
は
、
不
融
で
あ
り
、
互
い
に
隔
て
が
あ
っ
て
別
々
で
あ
る
こ
と

を
い
う
。

 

　

つ
ま
り
、
融
と
不
融
と
は
、
無
差
別
と
差
別
、
あ
る
い
は
絶
対
と
相
対
と
い
う
意
味

に
近
い
。

 

　

融
と
不
融
と
は
、
直
接
に
は
「
教
相
の
三
意
・
三
種
教
相
」
の
な
か
の
一
、「
根
性
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の
融
不
融
の
相
」
を
い
う
。

 
　
『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
で
は
、
そ
の
教
え
を
受
け
る
衆
生
の
素
質
や
能
力
や
性
質

と
い
う
機
根
が
不
揃
い
で
、
勝
れ
た
利
根
と
劣
っ
た
鈍
根
と
の
別
が
あ
っ
た
か
ら
、
教

え
に
も
真
実
と
方
便
と
の
二
種
が
交
え
て
説
か
れ
た
。
こ
れ
が
、
不
融
で
あ
る
。
そ
し

て
、『
法
華
経
』
の
説
法
の
と
き
に
は
、
衆
生
が
一
様
に
利
根
に
な
っ
て
差
別
が
な
く

な
っ
た
か
ら
、
教
え
も
真
実
の
教
え
だ
け
が
説
か
れ
た
。
こ
れ
が
、
融
で
あ
る
。

 

　

融
と
不
融
と
は
、
機
根
に
関
し
て
の
区
分
が
第
一
義
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
第
二
義

と
し
て
、
融
の
機
根
の
者
に
説
き
明
か
す
、
仏
の
真
実
の
教
え
と
、
不
融
の
機
根
の
者

に
説
き
明
か
す
、
真
実
と
方
便
と
が
入
り
交
じ
っ
た
、
仏
の
方
便
の
教
え
と
を
い
う
。

 

　

す
な
わ
ち
、「
融
」
と
「
不
融
」
と
は
、
こ
こ
で
は
、
化
法
の
四
教
で
あ
る
蔵
教
・

通
教
・
別
教
・
円
教
の
う
ち
、「
融
」
は
、
迷
い
も
悟
り
も
本
質
的
に
は
区
別
が
な
い

と
い
う
仏
の
悟
り
を
、
仏
の
悟
り
の
ま
ま
に
説
い
た
「
円
教
」
を
い
い
、「
不
融
」

は
、
教
え
を
受
け
る
衆
生
の
素
質
や
能
力
や
性
質
を
い
う
機
根
が
不
揃
い
で
、
勝
れ
た

も
の
と
劣
っ
た
も
の
と
の
別
が
あ
り
、
機
根
に
応
じ
て
真
実
に
方
便
を
交
え
た
、
方
便

の
教
え
を
説
き
明
か
す
、「
蔵
・
通
・
別
の
三
教
」
を
い
う
。

 

　

な
お
、「
三
種
教
相
」
の
残
る
二
は
、
二
の
「
化
導
の
始
終
不
始
終
の
相
」
と
、
三

の
「
師
弟
の
遠お

ん
ご
ん近
不
遠
近
の
相
」
で
あ
る
。

 

　

二
の
「
化
導
の
始
終
不
始
終
の
相
」
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
で
は
、
そ
の
時

だ
け
の
適
当
な
教
え
を
説
こ
う
と
す
る
か
ら
、
そ
の
教
え
の
な
か
で
如
来
の
教
化
す
る

意
図
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
こ
れ
が
不
始
終
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の
教
え
で
は
、

三
世
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
た
組
織
で
教
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
く
か
ら
、
如
来
教
化

の
意
図
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
始
終
で
あ
る
。

 

　

三
の
「
師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
」
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
で
は
、
師
で
あ

る
釈
尊
は
、
今
の
世
に
初
め
て
ブ
ッ
ダ
と
な
り
、
弟
子
も
ま
た
今
の
世
に
初
め
て
仏
弟

子
に
な
っ
た
と
説
か
れ
た
。
こ
れ
が
、
不
遠
近
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の
教
え
で
は
、

釈
尊
は
久
遠
の
昔
に
成
道
し
て
ブ
ッ
ダ
と
な
り
、
弟
子
も
ま
た
遠
い
昔
に
成
道
し
て
い

る
か
ら
、
と
み
に
今
の
世
の
悟
り
と
教
え
と
を
真
実
と
み
る
べ
き
で
な
い
と
説
く
。
こ

れ
が
、
遠
近
で
あ
る
。

参
考
│
│
「
相
即
相
入
」
に
つ
い
て

 

　
「
相
即
相
入
」
は
、
華
厳
教
学
の
教
義
。
相
即
と
相
入
と
の
併
称
。
相
即
相
容
と
も

い
う
。
略
し
て
即
入
と
も
い
う
。
宇
宙
の
一
切
の
事
象
が
対
立
せ
ず
、
互
い
に
融
け
合

い
、
作
用
し
合
っ
て
、
無
限
に
密
接
不
離
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
相
即
」
は
、
事
象
の
体た

い

、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
事
象
そ
の
も
の
は
、
互
い
に
一

方
が
空
で
あ
れ
ば
、
他
方
は
必
ず
有
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
同
時
に
空
ま
た
は
有

と
な
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
常
に
両
者
互
い
に
融
け
合
い
一
体
化
し
て
妨
げ
る
こ
と
が

な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

例
え
ば
、
二
を
絶
対
数
と
考
え
る
と
、
二
が
あ
る
に
は
一
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
三
が
な
け
れ
ば
二
は
成
り
立
た
な
い
。
つ
ま
り
、
二
の
な
か
に
一
も
、
三
も
、
さ

ら
に
は
四
も
五
も
全
部
関
係
し
て
い
る
。
同
様
に
、
一
の
な
か
に
、
一
か
ら
無
限
数
ま

で
が
全
部
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
つ
ぎ
の
二
が
出
、
三
が
出
、
四
が
出
、
五
が
出
、
や

が
て
無
限
数
が
出
る
。
一
が
な
け
れ
ば
無
限
数
は
成
立
し
な
い
。
一
が
な
け
れ
ば
、
多

は
成
り
立
た
な
い
。
一
が
あ
れ
ば
多
が
あ
る
。
一
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
一
を
立
て
れ

ば
、
一
が
有う

で
あ
り
、
多
は
空く

う

と
な
る
。
空
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
多
は
潜
ん
で
、
一
に

融
け
合
っ
て
一
体
化
す
る
。

 

　

一
と
い
う
有
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
多
は
空
で
、
一
に
収
ま
っ
て
融
け
合
っ
て
一
体
化

す
る
。
だ
か
ら
、
多
即
一
で
あ
り
、
一
切
即
一
で
あ
る
。

 

　

逆
に
、
多
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
多
を
立
て
れ
ば
、
多
が
有
と
な
り
、
一
が
潜
ん
で
空

と
な
り
、
一
即
多
で
あ
り
、
一
即
一
切
と
な
る
。

 

　

こ
の
よ
う
な
一
と
多
と
の
体
、
す
な
わ
ち
事
象
そ
の
も
の
が
密
接
不
離
で
あ
る
関
係

を
、
相
即
と
い
う
。

 

　
「
相
入
」
は
、
す
べ
て
の
事
象
は
縁
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
あ
り
、
そ
の
用ゆ

う

、
す
な

わ
ち
は
た
ら
き
は
例
え
ば
、
Ａ
が
有
力
で
あ
れ
ば
、
Ｂ
は
必
ず
無
力
と
な
る
。
同
時
に

有
力
ま
た
は
無
力
と
な
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
常
に
Ａ
と
Ｂ
は
互
い
に
作
用
し
合
っ
て

対
立
す
る
こ
と
が
な
く
、
互
い
に
調
和
し
合
う
こ
と
を
い
う
。

 

　

す
な
わ
ち
、
縁
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
が
そ
れ
ぞ
れ
少

し
ず
つ
の
力
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
縁
が
集
っ
て
初
め
て
生
じ
る
と
い
う
の
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
の
う
ち
、
一
縁
（
一
）
を
欠
け
ば
現
象
は
ま
っ
た
く
起
こ
ら

ず
、
他
の
す
べ
て
の
縁
（
多
）
は
役
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
縁
の
は
た
ら

き
は
、
一
は
有
力
で
、
多
を
入
れ
、
多
は
無
力
で
、
潜
ん
で
一
に
入
る
か
ら
、
多
即
一

と
な
り
、
一
切
即
一
と
な
る
。

 

　

逆
に
、
一
を
無
力
、
多
を
有
力
と
す
れ
ば
、
一
即
多
と
な
り
、
一
即
一
切
な
る
。

 

　

こ
の
よ
う
な
一
と
多
と
の
用
、
す
な
わ
ち
は
た
ら
き
が
密
接
不
離
で
あ
る
関
係
を
、
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相
入
と
い
う
。

 
　

相
即
と
相
入
と
の
関
係
は
、
体た

い

と
用ゆ

う

と
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
用
と
し
て

は
た
ら
か
な
い
体
は
な
い
か
ら
、
体
を
用
に
収
め
れ
ば
相
入
の
み
で
あ
り
、
用
は
体
の

は
た
ら
き
で
あ
る
か
ら
、
用
を
体
に
収
め
れ
ば
相
即
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
具
体
的
な
個
体
そ
の
も
の
と
は
た
ら
き
は
、
そ
の
ま
ま
全
体
そ
の
も
の
と
は
た
ら

き
に
な
る
。
一
つ
一
つ
の
結
び
目
に
珠
玉
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
映

し
、
映
し
た
珠
玉
が
ま
た
映
し
て
、
無
限
に
映
し
合
う
、
帝
釈
天
宮
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
「
因
陀
羅
網
」
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
個
体
そ
の
も
の
と
は
た
ら
き
と
は
、
そ

の
ま
ま
全
体
そ
の
も
の
と
は
た
ら
き
に
な
る
と
い
う
世
界
観
が
、「
相
即
相
入
」
で
あ

る
。

 

　

い
わ
ば
「
相
即
」
は
、
事
象
そ
れ
自
体
が
融
け
合
っ
て
、
密
接
不
離
、
無
差
別
一
体

と
な
っ
て
、
異
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
相
通
じ
る
こ
と
を
い
い
、「
相
入
」
は
、
灯
火

の
明
か
り
や
、
大
海
に
入
る
河
水
の
よ
う
に
、
彼
此
の
事
象
の
は
た
ら
き
が
互
い
に
融

け
合
っ
て
互
い
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

密
接
不
離
で
、
差
別
が
な
い
こ
と
を
い
う
「
相
即
相
入
」
は
、
華
厳
教
学
の
縁
起
の

思
想
で
あ
る
が
、
天
台
で
も
重
用
す
る
。

参
考
│
│
「
五
時
」
に
つ
い
て

 

　
「
五
時
」
は
、
華
厳
時
、
鹿ろ

く
お
ん苑
時
、
方ほ

う
ど
う等
時
、
般
若
時
、
法
華
涅
槃
時
の
五
を
い

う
。

 

　

こ
れ
は
、
釈
尊
一
代
五
十
年
の
説
法
を
、
年
月
を
追
っ
て
縦
に
五
つ
に
分
け
、
釈
尊

が
こ
の
世
に
出
て
、
教
化
の
直
接
の
対
象
で
あ
る
二
乗
を
、
次
第
に
悪
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
善
を
成
熟
さ
せ
て
調じ

ょ
う
じ
ゅ
く
熟
し
、
終
に
仏
道
を
成
就
さ
せ
る
、
始
終
の
教
化
の
意

を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
五
つ
の
区
分
を
五
時
と
い
う
。
第
一
が
華
厳
の
時
、
第
二
が

鹿
苑
の
時
、
第
三
が
方
等
の
時
、
第
四
が
般
若
の
時
、
第
五
が
法
華
涅
槃
の
時
で
あ

る
。

 

　
『
天
台
四
教
儀
』
に
、「
五
時
と
い
う
は
、
一
に
華
厳
の
時
、
二
に
鹿
苑
の
時
（
四
阿

含
を
説
く
）、
三
に
方
等
の
時
（
維ゆ

い

ま摩
、
思し

や

く益
、
楞り

ょ
う
が伽
、
楞り

ょ
う
ご
ん厳
三
昧
、
金こ

ん
こ
う
み
ょ
う

光
明
、

勝し
ょ
う
ま
ん鬘
等
の
経
を
説
く
）、
四
に
般
若
の
時
（
摩
訶
般
若
、
光こ

う
さ
ん讃
般
若
、
金
剛
般
若
、
大

品
般
若
等
の
諸
の
般
若
経
を
説
く
）、
五
に
法
華
涅
槃
の
時
な
り
。
こ
れ
を
五
時
と
な

し
、
ま
た
五
味
と
名
づ
く
」
と
あ
る
。

 

　

す
な
わ
ち
、
釈
尊
一
代
の
教
化
を
五
つ
の
時
期
に
分
け
て
五
時
と
し
、
そ
の
教
化
を

受
け
る
衆
生
が
利
益
を
得
る
濃
淡
か
ら
い
え
ば
五
味
と
い
い
、
法
の
点
か
ら
い
え
ば
五

部
と
い
う
。

 

　

第
一
の
華
厳
時
と
は
、
如
来
は
始
成
正
覚
の
と
き
、
す
な
わ
ち
修
行
が
終
わ
っ
て
大

悟
の
境
地
に
達
し
た
と
き
、
第
一
に
法
を
説
い
た
経
は
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
『
華
厳
経
』
を
説
く
間
を
、
華
厳
の
時
と
い
う
。

 

　

こ
の
経
に
説
か
れ
た
内
容
は
、
仏
教
の
究
極
の
道
理
で
あ
り
、
大
乗
の
究
極
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
こ
の
経
を
根
本
法
輪
と
も
い
う
。

 

　

天
台
で
は
、『
華
厳
経
』
に
四
種
華
厳
を
立
て
る
。
四
種
の
華
厳
は
、
一
に
寂
場
の

華
厳
、
二
に
時じ

ち
ょ
う長
の
華
厳
、
三
に
尽
未
来
際
の
華
厳
、
四
に
法
界
の
華
厳
の
四
で
あ

る
。

 

　
『
華
厳
経
』
は
、
説
法
の
場
所
は
七
処
八
会
で
あ
る
。
七
処
は
、
人
間
界
に
三
、
天

上
界
に
四
で
あ
り
、
説
法
の
会え

を
重
ね
る
こ
と
八
会
（
た
だ
し
新
訳
は
九
会
）
で
あ

る
。
全
体
は
三
十
四
品
。
そ
の
な
か
の
前
三
十
三
品
を
寂
場
の
華
厳
、
す
な
わ
ち
仏
が

初
め
て
正
覚
を
成
就
し
て
仏
位
に
登
っ
た
三
七
・
二
十
一
日
の
間
に
、
説
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

 

　

第
三
十
四
品
は
、
入
法
界
品
で
あ
り
、
時
長
の
華
厳
と
い
う
。
時
長
は
時
間
が
長
く

か
か
る
こ
と
を
い
う
。
時
長
の
華
厳
は
、
三
七
・
二
十
一
日
の
説
法
の
後
、
仏
の
入
滅

に
至
る
ま
で
の
五
十
年
間
、
勝
れ
た
機
根
の
者
の
た
め
に
、
華
厳
の
会
座
が
終
わ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
説
法
を
結
集
し
た
の
が
、
こ
の
入
法
界
品
で
あ
る
。

 

　
『
華
厳
経
』
は
、
三
七
・
二
十
一
日
間
に
説
い
た
『
華
厳
経
』
の
前
の
部
分
と
、
こ
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の
入
法
界
品
と
を
一
つ
に
し
た
と
見
る
。
し
た
が
っ
て
寂
場
の
華
厳
を
前
分
と
い
い
、

入
法
界
品
を
後
分
と
い
う
。
そ
の
説
法
が
五
十
年
間
絶
え
な
か
っ
た
の
を
、
時
長
の
華

厳
と
い
う
。

 

　

第
三
の
尽
未
来
際
の
華
厳
は
、
報
土
説
法
の
華
厳
で
あ
っ
て
、
こ
の
土
に
結
集
し
て

流
伝
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
い
い
、
第
四
の
法
界
の
華
厳
は
、
仏
教
の
究
極
の

理
、
す
な
わ
ち
五
十
年
間
の
所
説
の
帰
結
す
る
宇
宙
絶
対
の
真
理
を
指
し
て
い
う
。

 

　
『
華
厳
経
』
の
内
容
は
、
正
し
く
は
円
教
で
あ
る
が
、
合
わ
せ
て
別
経
を
説
い
て
い

る
。
説
法
の
対
象
は
、
大
菩
薩
衆
で
あ
る
別
教
と
円
教
の
勝
れ
た
機
根
の
者
で
あ
っ

て
、
仏
の
教
化
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
仏
自
身
が
悟
っ
た
仏
慧
を
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗

人
に
も
あ
て
が
い
与
え
て
適
否
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
か
ら
擬
宜
の
時
と
し
、
教
え
の

順
序
で
い
え
ば
、
牛
か
ら
搾
っ
た
ま
ま
の
牛
乳
を
い
う
、
乳に

ゅ
う
み味
に
当
た
る

 

　

こ
の
時
の
説
法
は
、
程
度
が
あ
ま
り
に
も
高
く
て
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
は
化け

や

く益

に
預
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

 

　

第
二
の
鹿
苑
時
は
、
仏
が
『
華
厳
経
』
を
説
き
終
わ
っ
て
、
菩
提
樹
下
か
ら
鹿
野
苑

へ
行
っ
て
、
小
乗
の
教
え
を
説
き
、
ま
ず
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
が
法
眼
を
得
、
続
い
て

ヴ
ァ
ッ
パ
と
バ
ッ
デ
ィ
ヤ
と
が
法
眼
を
得
、
さ
ら
に
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
と
ア
ッ
サ
ジ
と
が

法
眼
を
得
て
、
五
人
の
比
丘
を
済
度
し
、
教
団
が
成
立
し
た
と
き
か
ら
、
十
二
年
間
を

い
う
。
こ
の
時
説
か
れ
た
経
は
、
小
乗
の
四
阿
含
で
あ
る
。
四
阿
含
は
、
人
間
界
ま
た

は
天
上
界
に
生
ま
れ
る
因
と
、
こ
の
因
を
修
行
す
れ
ば
、
人
間
界
ま
た
は
天
上
界
に
生

ま
れ
る
と
い
う
果
と
を
説
い
た
、『
増
一
阿
含
経
』
と
、
人
天
の
因
果
と
い
う
世
間
善

で
は
な
く
、
出
世
間
の
涅
槃
寂
静
の
悟
り
の
境
地
を
開
く
道
を
説
い
た
、『
中
阿
含

経
』
と
、
色
界
と
無
色
界
と
の
禅
定
を
説
い
た
、『
雑ぞ

う

阿
含
経
』
と
、
外
道
、
す
な
わ

ち
バ
ラ
モ
ン
教
を
論
破
し
退
け
破は

し
ゃ
く斥
し
た
、『
長じ

ょ
う

阿
含
経
』
と
を
い
う
。

 

　

説
い
た
教
え
は
、
今
度
は
程
度
が
極
め
て
低
く
、
小
乗
す
な
わ
ち
三
蔵
教
だ
け
で
あ

り
、
仏
の
教
化
の
意
味
か
ら
は
、
浅
薄
な
機
根
の
者
を
対
象
と
し
て
誘
い
導
い
た
か

ら
、
誘
引
の
時
と
し
、
順
序
の
上
で
は
乳
の
次
の
段
階
で
あ
る
、
絞
り
た
て
の
乳
を
少

し
発
酵
さ
せ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
い
う
、
酪ら

く

味
に
例
え
る
。

 

　

第
三
は
方
等
時
で
あ
る
。
方ほ

う
ど
う等
は
、
広
く
、
等
し
い
こ
と
を
い
う
。
い
ろ
い
ろ
な
機

根
に
対
し
て
、
広
く
い
ろ
い
ろ
な
教
え
を
説
き
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
人
に
も
、
等
し

く
仏
法
の
利
益
を
施
す
こ
と
を
い
う
。

 

　

仏
教
に
は
、
大
乗
が
あ
り
、
小
乗
が
あ
る
。
大
乗
に
も
権ご

ん

大
乗
が
あ
り
、
実じ

つ

大
乗
が

あ
る
。
つ
ま
り
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
の
教
え
に
浅
深
が
あ
る
が
、
方
等
時
は
、
仏

が
大
小
の
二
乗
を
対
比
し
て
説
き
、
小
乗
の
浅
薄
な
教
え
を
排
斥
し
退
け
、
大
乗
に
誘

い
入
ら
せ
よ
う
と
耻ち

し
ょ
う
ぼ
だ
い

小
慕
大
さ
せ
、
小
乗
の
教
え
に
執
着
す
る
こ
と
を
恥
じ
て
、
大
乗

に
向
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
、
第
三
の
方
等
時
で
あ
る
。

 

　

第
三
の
方
等
時
で
は
、
説
法
の
経
も
、
説
法
の
場
所
も
一
定
せ
ず
、
華
厳
と
阿
含

と
、
後
出
す
る
般
若
と
法
華
と
涅
槃
の
諸
経
以
外
の
経
は
、
こ
と
ご
と
く
こ
の
方
等
部

に
収
め
ら
れ
る
。『
維
摩
経
』『
思
益
経
』『
楞
伽
経
』『
楞
厳
三
昧
経
』『
金
光
明
経
』

『
勝
鬘
経
』
の
よ
う
な
、
著
名
な
経
典
以
外
に
、
真
言
宗
の
『
大
日
経
』
や
『
金
剛
頂

経
』、
浄
土
門
の
『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
な
ど
も
、
方
等
部
に
入
れ
る
。

 

　

鹿
苑
時
の
後
八
年
間
に
、『
維
摩
経
』『
思
益
経
』
や
『
勝
鬘
経
』
な
ど
の
大
乗
を
説

い
た
こ
の
時
期
に
は
、
説
い
た
教
え
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
並
説
し
、
第
二

時
で
得
た
小
乗
の
浅
い
悟
り
を
、
仏
の
深
い
悟
り
と
同
一
視
し
て
い
る
偏
見
を
打
破
し

た
。
そ
の
な
か
で
は
、
折し

ゃ
く
し
ょ
う
た
ん
だ
い

小
歎
大
、
小
乗
は
詰
ま
ら
な
い
と
非
難
し
、
大
乗
は
よ
い

と
褒
め
讃
え
、
弾だ

ん
ぺ
ん偏
褒ほ

う
え
ん円
、
偏
教
を
貶
し
、
円
教
を
褒
め
、
耻ち

し
ょ
う
ぼ
だ
い

小
慕
大
、
詰
ま
ら
な
い

小
乗
を
恥
じ
て
、
尊
い
大
乗
を
慕
う
思
い
を
起
こ
さ
せ
る
。

 

　

仏
の
教
化
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
弾た

ん

が訶
の
時
、
小
乗
は
詰
ま
ら
な
い
と
叱
り
つ
け
る
と

き
と
し
、
順
序
の
上
で
は
、
酪
の
次
の
段
階
で
あ
る
、
作
り
た
て
の
カ
ル
ピ
ス
を
い

う
、
生し

ょ
う
そ蘇
味
に
例
え
ら
れ
る
。

 

　

第
四
は
般
若
時
で
あ
る
。
般
若
は
、
智
慧
と
訳
す
。
般
若
の
会
座
で
は
、
一
切
諸
法

皆
空
と
説
く
。
大
乗
と
い
い
、
小
乗
と
い
う
が
、
一
切
は
こ
と
ご
と
く
空
に
帰
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
大
小
の
別
が
あ
る
と
み
る
の
は
迷
見
で
あ
る
と
、
法
の
上
で
区
別
を

な
く
し
開
会
す
る
。
こ
れ
が
、「
般
若
の
法ほ

う
か
い
え

開
会
」
で
あ
る
。

 

　

般
若
で
は
、
理
論
上
は
一
切
の
事
象
の
融
通
無
礙
を
い
う
法
開
会
は
説
く
が
、
人
開

会
は
説
い
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
須
菩
提
、
舎
利
弗
が
口
で
は
一
切
諸
法
皆
空
の
理
を

説
い
て
も
、
こ
こ
ろ
は
二
乗
に
あ
っ
て
、
大
乗
の
分
に
は
な
い
と
卑
下
し
、
一
切
諸
法

皆
空
の
理
も
、
大
乗
の
諸
菩
薩
の
た
め
に
説
く
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の
身
に
体
得
で

き
る
教
え
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
般
若
で
い
う
、
人
を
会え

せ
ず
で
あ

る
。

 

　

般
若
時
は
、
方
等
時
の
後
二
十
二
年
間
に
、
諸
部
の
『
般
若
経
』
を
説
い
た
時
期
を

い
う
。
説
い
た
教
え
は
、
通
・
別
・
円
の
三
教
を
内
容
と
し
て
お
り
、
仏
の
教
化
の
意

味
か
ら
は
、
大
乗
・
小
乗
を
別
の
も
の
と
す
る
偏
執
を
洗
い
清
め
淘
汰
す
る
た
め
に
、
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諸
法
は
み
な
空
で
、
大
乗
・
小
乗
は
一
味
で
あ
る
と
融
合
さ
せ
る
か
ら
、
淘
汰
の
時
と

し
、
順
序
の
う
え
で
は
生
蘇
の
つ
ぎ
の
段
階
で
あ
る
、
生
蘇
を
さ
ら
に
精
製
し
た
チ
ー

ズ
や
バ
タ
ー
の
熟じ

ゅ
く
そ蘇
味
に
例
え
ら
れ
る
。

 

　

般
若
部
の
経
典
で
、
最
も
大
部
な
の
は
『
大
般
若
経
』
六
百
巻
で
あ
る
。
唐
の
玄
弉

の
訳
で
、
四
処
十
六
会
が
あ
る
。
こ
の
十
六
会
の
な
か
で
、
大
品
般
若
は
第
二
会
に
あ

た
り
、
小
品
般
若
は
第
四
会
に
あ
た
り
、
文
殊
問
般
若
は
第
七
会
に
当
た
り
、
金
剛
般

若
は
第
九
会
に
当
た
り
、
天
王
般
若
は
第
十
六
会
に
あ
た
り
、
仁
王
般
若
は
大
般
若
の

外
に
あ
る
経
で
あ
る
。
光
讃
般
若
、
放
光
般
若
な
ど
は
、
大
品
般
若
と
同
本
の
異
訳
で

あ
る
。

 

　

第
五
は
法
華
涅
槃
時
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
教
え
を
受
け
る
者
の
機
根
が
最
も
進

ん
だ
た
め
に
、
正
し
く
真
実
の
仏
知
見
に
悟
り
入
ら
せ
る
と
き
で
あ
り
、
仏
が
最
後
の

八
年
間
に
説
い
た
『
法
華
経
』
と
、
涅
槃
に
入
ろ
う
と
し
て
一
日
一
夜
に
説
い
た
『
涅

槃
経
』
と
が
、
こ
の
時
期
に
当
た
る
。

 

　

法
華
と
涅
槃
と
は
、
別
の
経
典
で
あ
る
が
、
そ
の
終
極
は
同
一
で
あ
っ
て
、
結
局

は
、
一
仏
乗
を
顕
揚
す
る
の
で
、
同
時
の
経
と
す
る
。

 

　

天
台
依
用
の
『
法
華
経
』
は
、
羅
什
訳
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
で
あ
る
。
経
題
の
妙
法

は
、
宇
宙
の
森
羅
万
象
、
迷
も
悟
も
、
権
も
実
も
、
万
有
そ
の
ま
ま
に
、
と
も
に
絶
対

不
可
思
議
の
法
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
蓮
華
は
、
譬
喩
で
あ
っ
て
、
蓮
華
の
花
が
開
け

ば
、
そ
の
中
心
に
実
が
あ
っ
て
、
花
と
実
と
同
時
に
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
迷
悟
、
権

実
、
一
切
の
法
の
因
果
の
同
時
を
例
え
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
蓮
華
は
、
妙
法

を
例
え
る
。

 

　
『
法
華
経
』
は
、
前ぜ

ん
ば
ん番
五
味
の
う
ち
の
後
教
後
味
と
い
わ
れ
、
華
厳
時
以
後
、『
法
華

経
』
ま
で
の
二
乗
を
開
会
し
て
、
仏
知
見
に
入
ら
せ
る
大
目
的
を
成
就
す
る
も
の
で
、

大
収
教
と
も
呼
ば
れ
る
。

 

　
『
涅
槃
経
』
は
、
釈
尊
が
涅
槃
に
入
る
と
き
に
説
か
れ
た
経
で
あ
る
。
曇
無
讖
訳
の

『
大
般
涅
槃
経
』
四
十
巻
と
、
後
に
こ
れ
を
修
治
し
た
一
本
と
の
、
二
種
類
が
あ
る
。

前
者
を
北
本
、
後
者
を
南
本
と
い
う
。
二
経
は
、
と
も
に
仏
の
最
後
の
説
法
で
あ
っ

て
、
す
で
に
『
般
若
経
』
に
よ
っ
て
機
根
が
熟
し
た
者
は
、
霊
鷲
山
に
お
い
て
、
法
華

の
会
座
に
連
な
り
、
円
教
の
終
極
の
教
理
を
聞
い
て
い
る
。
後
に
、
仏
の
入
滅
に
際
し

て
、
さ
ら
に
小
乗
か
ら
次
第
次
第
に
一
代
の
説
を
再
説
し
て
、
終
に
法
華
の
終
極
の
教

理
ま
で
示
し
た
の
が
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
涅
槃
経
』
の
結
句
と

『
法
華
経
』
の
所
説
と
は
同
一
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
同
じ
く
醍
醐
味
同
時
の
経
と
す

る
。

 

　
『
涅
槃
経
』
は
、『
法
華
経
』
で
漏
れ
た
能
力
の
者
に
対
し
て
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の

四
教
を
追つ

い
せ
つ
つ
い
み
ん

説
追
泯
、
追
い
掛
け
て
説
き
、
追
い
掛
け
て
否
定
し
、
円
教
を
顕
わ
し
て
、

仏ぶ
っ
し
ょ
う
じ
ょ
う
じ
ゅ
う

性
常
住
・
扶ぶ

律り
つ

談だ
ん
じ
ょ
う常
、
つ
ま
り
仏
と
な
る
可
能
性
は
永
遠
不
変
で
あ
り
、『
涅

槃
経
』
は
、
戒
律
を
説
き
、
そ
れ
を
手
助
け
と
し
て
、
仏
性
の
常
住
を
明
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
教
化
し
、
成
仏
さ
せ
る
か
ら
、
後ご

ば

ん番
五
味
の
う
ち
の
後
教
後
味
、
後
教
涅
槃
経

と
い
う
。
な
お
捃く

ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

拾
教
の
捃
は
、
拾
い
取
る
の
意
を
い
う
。

 

　

な
お
、
前
番
五
味
は
、『
法
華
経
』
が
、
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
二
乗
を
成
仏

さ
せ
、
一
切
の
衆
生
の
成
仏
を
明
か
す
こ
と
を
い
う
。
後
番
五
味
は
、
般
若
よ
り
法
華

の
席
を
起
っ
て
法
門
を
聞
か
ず
、
涅
槃
に
至
っ
て
、
前
の
法
華
の
実
相
を
聞
い
て
成
仏

す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

法
華
涅
槃
時
で
説
い
た
教
え
は
、
純
粋
に
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
の
円
教
の
教

え
で
、
一
時
か
ら
四
時
ま
で
浅
い
方
便
の
教
え
を
開
会
、
つ
ま
り
真
実
の
教
え
に
至
ら

せ
る
手
立
て
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
て
真
実
と
一
に
し
た
、
真
実
を
顕
わ
す

開
顕
円
で
あ
る
。
仏
の
教
化
の
意
味
か
ら
は
理
論
的
な
法
開
会
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

生
け
る
も
の
す
べ
て
を
悟
り
に
入
ら
せ
る
人に

ん
か
い
え

開
会
で
あ
り
、
順
序
の
う
え
か
ら
は
熟
蘇

に
次
ぐ
段
階
で
あ
る
、
醍
醐
味
、
牛
乳
を
精
製
し
て
つ
く
っ
た
、
最
上
無
上
の
よ
い
味

（
ギ
ー
）
を
い
う
醍
醐
味
に
例
え
ら
れ
る
。

参
考
│
│
「
蔵
・
通
・
別
・
円
の
化
法
の
四
教
」
に
つ
い
て

 

　
「
化
法
の
四
教
」
は
、
仏
が
衆
生
教
化
に
あ
た
っ
て
用
い
た
教
法
の
内
容
で
あ
り
、

薬
の
成
分
の
よ
う
な
も
の
に
例
え
ら
れ
、（
三
）
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円
教
の
四
か

ら
成
る
。

 

　

⑴
三
蔵
教
は
、
略
し
て
蔵
教
と
も
い
い
、
小
乗
教
の
こ
と
を
い
う
。

 

　

三
乗
人
は
、
四
阿
含
に
よ
っ
て
、
空
の
一
面
だ
け
を
知
っ
て
、
同
時
に
不
空
の
反
面

が
あ
る
こ
と
知
ら
な
い
。
こ
の
但
空
の
理
に
よ
っ
て
、
分
析
的
に
空
を
観
じ
る

析し
ゃ
っ
く
う
が
ん

空
観
・
拙せ

つ
ど
か
ん

度
観
に
よ
っ
て
無
余
依
涅
槃
に
入
る
教
え
が
、
蔵
教
で
あ
る
。
こ
の
教

え
の
菩
薩
は
、
見け

ん

じ思
の
惑
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
伏
す
が
、
断
ち
尽
く
す
こ
と
が
な
い
。

衆
生
教
化
の
た
め
に
三
阿
僧
祇
劫
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
悟
り
に
至
る
修
行
を
実
践

す
る
。
こ
れ
が
、
伏
惑
行
因
で
あ
る
。

 

　

⑵
通つ

う
ぎ
ょ
う教
の
通
は
、
通
同
と
通
乳
と
共
通
と
を
意
味
す
る
。
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野
）

 
　

声
門
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
が
通
じ
て
共
に
、
つ
ま
り
共
通
し
て
受
け
る
大
乗
初
門

の
教
え
が
通
教
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
も
の
は
因
縁
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お

り
幻
の
よ
う
に
空
で
あ
る
、
如
幻
即
空
と
道
理
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
そ
の
ま
ま
が

本
来
空
で
あ
る
と
観
じ
る
、
体
空
観
・
巧ぎ

ょ
う
ど
か
ん

度
観
を
観
じ
て
い
く
教
え
で
あ
る
。
こ
の
教

え
の
菩
薩
の
う
ち
、
劣
っ
た
菩
薩
は
通
同
、
つ
ま
り
こ
の
教
理
を
浅
く
理
解
し
て
前
の

蔵
教
の
者
と
同
じ
果
を
悟
る
。
勝
れ
た
菩
薩
は
通
入
、
つ
ま
り
こ
の
教
え
の
な
か
か
ら

そ
の
奥
に
含
ま
れ
て
い
る
中
・
中
道
の
妙
理
を
悟
っ
て
、
別
・
円
の
二
教
に
入
っ
て
い

く
。

 

　

こ
の
よ
う
に
通
教
の
も
の
が
別
教
へ
転
進
す
る
こ
と
を
、
別べ

つ
し
ょ
う
つ
う

接
通
・
別
入
通
と
い

い
、
通
教
の
も
の
が
円
教
へ
転
進
す
る
こ
と
を
円え

ん
し
ょ
う
つ
う

接
通
・
円
入
通
と
い
う
。
ま
た
、

通
教
の
菩
薩
が
別
教
の
教
え
に
習
い
慣
れ
る
た
め
に
、
別
教
の
修
行
の
名
目
を
も
っ
て

通
教
の
位
次
を
あ
ら
わ
す
の
を
、
名
別
義
通
と
い
う
。

 

　

⑶
別
教
の
別
と
は
、
不
共
と
歴
別
と
の
二
意
を
意
味
す
る
。

 

　

す
な
わ
ち
、
二
乗
と
共
通
せ
ず
、
不
共
、
つ
ま
り
た
だ
菩
薩
の
た
め
の
み
の
教
え

で
、
歴り

ゃ
く
べ
つ別
、
つ
ま
り
そ
の
点
前
後
の
三
教
と
異
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
も
の
を
差

別
の
面
よ
り
眺
め
る
。
だ
か
ら
空
・
仮
・
中
の
三さ

ん
だ
い諦
を
次
第
に
観
じ
て
、
中
・
中
道
の

理
を
さ
と
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
・
中
道
は
、
空
と
仮
と
は
相
対
的
な
も
の
で
、
空

や
仮
と
は
別
な
も
の
と
観
、
空
と
仮
と
は
独
立
し
た
中
・
中
道
と
観
、
中
・
中
道
の
真

実
だ
け
が
絶
対
的
な
価
値
を
も
つ
と
観
る
か
ら
、
但
中
の
理
と
い
う
。
そ
の
観
法
は
、

次
第
の
三さ

ん
が
ん観
で
あ
り
、
ま
た
隔き

ゃ
く
り
ゃ
く
歴
三
観
と
も
い
わ
れ
る
。

 

　

別
教
の
菩
薩
も
、
初
地
に
至
っ
た
後
は
中
・
中
道
の
理
を
悟
り
、
円
教
の
人
と
同
じ

に
な
る
が
、
初
地
以
前
に
、
但
中
の
理
か
ら
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
、
空
・
仮
を

離
れ
な
い
中
で
あ
る
不
但
中
の
理
を
悟
っ
て
、
十
住
か
ら
十
廻
向
の
間
で
、
別
教
か
ら

円
教
へ
転
進
す
る
者
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
円え

ん
し
ょ
う
べ
つ

接
別
・
円
入
別
と
い
う
。

 

　

前
の
別
接
通
、
円
接
通
、
お
よ
び
い
ま
の
円
接
別
を
合
わ
せ
て
、
三さ

ん
ひ
し
ょ
う

被
接
と
い
う
。

被
接
と
は
、
理
を
観
じ
て
い
る
間
に
、
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
深
い
意
味
を
悟
っ
て
、

よ
り
高
次
の
教
え
に
接
続
さ
れ
転
進
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

以
上
の
三
教
は
、
理
論
上
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
果
に
至
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
因
中
被
接
さ
れ
て
蔵
教
の
見
思
の
惑
を
断
つ
四
果
・
阿
羅
漢

果
に
続
く
辟
支
仏
の
位
以
上
、
通
教
の
八
地
・
支
仏
地
以
上
、
別
教
の
初
地
以
上
に
は

至
る
者
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
れ
を
、
教
え
の
み
あ
っ
て
悟
る
人
が
い
な
い
、

有う
き
ょ
う
む
に
ん

教
無
人
、
ま
た
は
仏
果
に
至
る
も
の
が
な
い
、
果か

頭ず

無む

に

ん人
と
い
う
。

 

　

⑷
円え

ん
ぎ
ょ
う教
の
円
は
、
円
融
と
同
義
。
片
寄
ら
ず
す
べ
て
の
も
の
が
互
い
に
融
け
合
っ

て
完
備
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
迷
い
も
悟
り
も
本
質
的
に
は
区
別
が
な

い
と
い
う
の
が
真
の
道
理
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
仏
の
悟
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
円
教
は

仏
の
悟
り
の
ま
ま
を
説
い
た
教
え
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

空
・
仮
・
中
の
三
諦
の
理
は
、
一
の
う
ち
に
互
い
に
他
の
二
を
含
む
と
観
、
空
と
仮

と
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
空
と
仮
と
を
中
・
中
道
自
身
の
う
ち
に
包
含
し
具
足
す
る

か
ら
、
こ
の
中
・
中
道
の
理
を
不
但
中
の
理
と
い
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
現
実
に
存
在

す
る
事
象
の
い
ず
れ
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
空
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
仮
で
あ
り
、
そ
の

ま
ま
中
・
中
道
で
あ
る
と
す
る
の
が
不
但
中
の
理
で
あ
る
。
円
教
の
菩
薩
は
、
空
・

仮
・
中
の
三
観
を
ひ
と
お
も
い
の
心
の
う
ち
に
観
じ
る
の
で
、
こ
の
三
観
を
一
心
三
観

と
い
い
、
ま
た
不
次
第
の
三
観
、
円
融
三
観
な
ど
と
も
い
う
。

 

　

円
教
の
円
は
、
円
融
を
い
う
が
、
円
融
は
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
が
、
縦
の
関
係
で

あ
っ
た
り
、
横
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
。
空
・
仮
・
中
の
三
諦
が
相

即
し
、
融
合
し
合
う
円
環
の
関
係
に
あ
っ
て
、「
三
而に

一
」
と
統
一
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
一
の
な
か
に
矛
盾
し
対
立
す
る
他
の
二
を
包
含
す
る
と
い
う
、「
一
而
三
」
と

い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
が
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
相
即
・
即
是
の
三
諦

円
融
観
で
あ
り
、
こ
の
三
観
は
、
即そ

っ
く
う空
・
即そ

っ

け仮
・
即そ

く
ち
ゅ
う中
と
称
さ
れ
る
。

 

　

以
上
の
四
教
の
う
ち
、
蔵
・
通
の
二
教
は
、
教
も
証
も
方
便
で
あ
っ
て
真
実
で
は
な

い
か
ら
、
教き

ょ
う
し
ょ
う
く
ご
ん

証
倶
権
で
あ
り
、
別
教
は
、
教
は
方
便
で
あ
る
が
証
は
真
実
で
あ
る
か

ら
、
教き

ょ
う
ご
ん
し
ょ
う
じ
つ

権
証
実
で
あ
り
、
円
教
は
、
教
も
証
も
と
も
に
真
実
で
あ
る
か
ら
、
教き

ょ
う
し
ょ
う証

倶く

じ

つ実
で
あ
る
。

 

　

ま
た
こ
れ
を
五
時
に
配
当
す
る
と
、
第
一
華
厳
時
は
、
円
教
に
兼
ね
て
別
教
を
説
く

か
ら
「
兼
」。
第
二
鹿
苑
時
は
、
蔵
教
だ
け
を
説
く
か
ら
「
但
」。
第
三
方
等
時
は
、
四

教
を
対
説
、
つ
ま
り
並
べ
て
対
比
さ
せ
て
説
い
て
い
る
か
ら
「
対
」。
第
四
般
若
時

は
、
通
別
の
二
教
を
差
し
挟
ん
で
円
教
を
説
く
か
ら
「
帯
」。
第
五
法
華
涅
槃
時
は
、

法
華
は
純
円
教
、
涅
槃
は
追
説
で
は
四
教
を
並
べ
て
説
き
、
さ
ら
に
補
説
す
る
追つ

い
み
ん泯

で

は
円
教
と
な
る
。

 

　

ま
た
法
華
の
円
、
つ
ま
り
今こ

ん
え
ん円
は
、
爾
前
、
つ
ま
り
『
法
華
経
』
が
説
か
れ
る
以
前

の
四
時
の
円
、
つ
ま
り
昔し

ゃ
く
え
ん円
と
教
え
そ
の
も
の
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、
作
用
に
優
劣

が
あ
る
か
ら
、
今
円
は
純
円
独
妙
の
開
顕
円
と
し
、
前
四
時
の
昔
円
を
超
え
勝
れ
て
い
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る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
法
華
経
』
は
四
教
の
外
に
あ
っ
て
超ち

ょ
う
は
ち
だ
い
ご

八
醍
醐
の
最
勝

な
教
え
、
化
儀
化
法
の
八
教
を
超
え
勝
れ
た
醍
醐
味
の
よ
う
な
最
上
の
教
え
と
い
わ
れ

る
。

参
考
│
│
「
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の
化
儀
の
四
教
」
に
つ
い
て

 

　
「
化
儀
の
四
教
」
は
、
仏
が
衆
生
教
化
に
あ
た
っ
て
用
い
た
形
式
・
儀
則
で
あ
る
。

薬
の
調
合
法
の
よ
う
な
も
の
に
例
え
ら
れ
、
頓
教
・
漸
教
・
秘
密
教
・
不
定
教
か
ら
成

る
。

　
　

⑴
頓と

ん
ぎ
ょ
う教
の
頓
は
、
に
わ
か
に
の
意
。
頓
教
は
、
釈
尊
が
菩
提
樹
の
下
で
正
覚
を
完

成
し
た
と
き
、
自
ら
得
た
境
界
を
、
衆
生
の
機
根
と
は
無
関
係
に
直
ち
に
説
い
た

説
き
方
を
い
う
。
こ
れ
は
、
初
め
か
ら
仏
自
身
の
悟
り
を
衆
生
に
教
え
る
説
き
方

で
、『
華
厳
経
』
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　
　

⑵
漸ぜ

ん
ぎ
ょ
う教
の
漸
は
、
だ
ん
だ
ん
、
次
第
次
第
に
の
意
。
漸
教
は
、
内
容
の
浅
い
教
え

か
ら
深
い
教
え
へ
と
次
第
次
第
に
進
ん
で
、
衆
生
の
機
根
を
開
発
し
、
教
化
し
、

低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と
こ
ろ
へ
と
誘
う
説
き
方
を
い
う
。
阿
含
・
方
等
・
般
若

の
三
時
の
説
き
方
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

　
　

⑶
秘ひ

み
つ
き
ょ
う

密
教
は
、
仏
の
身
・
口
・
意
の
三
輪
不
思
議
の
神
通
に
よ
っ
て
、
他
の
人
に
は

知
ら
せ
な
い
で
、
Ａ
に
は
頓
教
を
、
Ｂ
に
は
漸
教
を
説
き
、
Ａ
と
Ｂ
は
互
い
に
、

教
え
も
利
益
も
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
そ
れ
ぞ
れ
利
益
を
得
さ
せ
る
説
き
方
を
い

う
。

　
　

⑷
不ふ

じ
ょ
う
き
ょ
う

定
教
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
根
の
者
が
同
一
の
会
座
に
連
な
っ
て
、
同
時
の
説

法
で
体
得
さ
れ
る
利
益
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
応
じ
て
異
な
り
、
一
定
で
な
い

説
き
方
を
い
う
。

 

　

秘
密
教
と
不
定
教
と
は
、
同ど

う
ち
ょ
う
い
も
ん

聴
異
聞
、
同
じ
会
座
に
連
な
っ
て
い
て
も
、
聞
き
方
が

違
う
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
秘
密
教
は
、
相
互
に
教
え
も
利
益
も
異
な
る
の
を
知
ら

な
い
、
人
法
倶
不
知
で
あ
り
、
不
定
教
は
、
人
は
相
互
に
知
る
が
、
教
え
も
利
益
も
し

ら
な
い
、
人
知
法
不
知
で
あ
る
。

 

　

秘
密
教
・
不
定
教
は
、
と
も
に
体
得
さ
れ
る
利
益
が
一
定
し
て
い
な
い
か
ら
不
定
教

で
あ
る
。
正
確
に
は
、
秘
密
教
は
秘
密
不
定
教
、
不
定
教
は
顕
露
不
定
教
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

 

　

こ
れ
に
対
し
て
、
頓
漸
の
二
教
は
、
公
開
さ
れ
た
教
法
で
あ
り
、
同
一
聴
聞
の
会
座

の
人
が
互
い
に
相
知
る
こ
と
か
ら
、
顕
露
定
教
と
も
い
う
。

（
14
）
次
の
教
に
不
融
を
建
立
す
る
に
、
大
根
は
す
べ
て
用
い
ず
＝
一
句
は
、
鹿
苑
阿
含

時
の
説
法
を
指
す
。

 

　
「
次
の
教
」
は
、
鹿
苑
阿
含
の
教
え
、
酪
味
の
教
え
を
い
う
。

 

　
「
不
融
」
は
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
の
う
ち
、
蔵
教
を
い
う
。

 

　
「
建
立
」
は
、
一
般
的
に
は
建
て
る
こ
と
、
設
け
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
教

え
を
説
く
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
大
根
」
は
、
大
い
な
る
機
根
、
あ
る
い
は
大
乗
の
機
根
、
大
乗
を
受
け
る
に
足
る

機
根
の
人
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
通
・
別
・
円
の
三
教
の
大
根
の
菩
薩
を
い
う
。

 

　

す
べ
て
と
訓
む
「
都
」
は
、
み
な
、
こ
と
ご
と
く
の
意
を
い
う
。「
す
べ
て
」
の
同

訓
に
、
総
・
凡
・
都
・
渾こ

ん

・
統
が
あ
る
。
総
は
、
意
図
を
組
み
合
わ
せ
る
の
意
か
ら
、

多
く
の
物
を
す
べ
て
合
わ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
凡
は
、
お
よ
そ
と
も
訓
み
、
覆
い
合
わ

せ
る
の
意
。
都
は
、
残
ら
ず
集
め
る
、
寄
せ
合
わ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
渾
は
、
打
ち
混

ぜ
て
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
を
い
う
。
統
は
、
総
に
近
い
。

 

　
「
用
い
ず
」
は
、
説
法
聴
聞
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
大
根
は
す
べ
て
用
い
ず
」
は
、
華
厳
時
の
仏
の
説
法
に
よ
っ
て
、
円
教
の
『
法
華

経
』
を
聴
聞
す
る
ま
で
に
成
熟
し
た
利
根
の
菩
薩
は
、
四
阿
含
を
必
要
と
し
な
か
っ
た

し
、
聴
聞
の
対
象
と
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

 
　

鈍
根
の
二
乗
を
大
乗
に
誘
う
の
が
、
誘
引
で
あ
る
。
誘
引
の
対
象
と
な
る
の
は
、

通
・
別
・
円
の
三
乗
の
菩
薩
で
は
な
く
、
機
根
が
劣
る
蔵
教
の
声
聞
と
縁
覚
の
二
乗
人

だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
不
融
、
つ
ま
り
鹿
苑
時
の
四
阿
含
を
用
い
な
い
「
大
根
は
す

べ
て
」
は
、
通
・
別
・
円
の
三
教
の
大
根
の
菩
薩
の
す
べ
て
を
い
う
。

参
考
│
│
鹿
苑
時
の
「
誘ゆ

う
い
ん引

」
に
つ
い
て
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

 
　

第
二
時
は
鹿
苑
時
で
あ
る
。
主
と
し
て
四
阿
含
を
説
い
た
時
期
で
あ
る
か
ら
、
阿
含

時
と
も
い
い
、
合
わ
せ
て
鹿
苑
阿
含
時
と
も
い
う
。

 
　

仏
は
、
成
道
の
後
三
七
・
二
十
一
日
間
、『
華
厳
経
』
を
説
い
た
。
こ
れ
が
五
時
の

第
一
時
の
華
厳
時
で
あ
っ
た
。

 

　

仏
は
、
梵
天
の
要
請
を
受
け
、『
華
厳
経
』
を
説
き
終
わ
っ
て
、
菩
提
樹
の
下
か
ら

鹿
野
苑
へ
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
四
苦
八
苦
の
只
中
で
呻
吟
す
る
人
間
苦
の
実
相
を
観
、

人
間
苦
の
原
因
を
追
及
し
、
人
間
苦
の
原
因
を
突
き
止
め
、
こ
れ
を
滅
ぼ
す
こ
と
に

よ
っ
て
人
間
苦
を
克
服
し
、
解
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、「
四
諦
・
八
正
道
」
の
教

え
を
説
い
た
。
ま
ず
、
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
が
法
眼
を
開
い
た
。
続
い
て
ヴ
ァ
ッ
パ
と
バ
ッ

デ
ィ
ヤ
と
が
法
眼
を
得
、
さ
ら
に
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
と
ア
ッ
サ
ジ
と
が
法
眼
を
得
た
。
や

が
て
五
比
丘
は
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
五
蘊
を
厭
い
、
貪
欲
を
離
れ
て
済
度
さ
れ

た
。

 

　

こ
う
し
て
仏
・
法
・
僧
を
完
備
し
、
教
団
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
仏
は
、
十
二
年
間

遍
く
十
六
大
国
を
遊
行
し
て
、
小
乗
の
教
え
を
説
き
、
小
乗
人
を
化
導
し
続
け
た
。

 

　

こ
の
時
説
か
れ
た
経
は
、
小
乗
の
四
阿
含
で
あ
る
。
四
阿
含
は
、
人
間
界
ま
た
は
天

上
界
に
生
ま
れ
る
因
と
、
こ
の
因
を
修
行
す
れ
ば
、
人
間
界
ま
た
は
天
上
界
に
生
ま
れ

る
と
い
う
果
と
を
説
い
た
、『
増
一
阿
含
経
』
と
、
人
天
の
因
果
と
い
う
世
間
善
で
は

な
く
、
出
世
間
の
涅
槃
寂
静
の
悟
り
の
境
地
を
開
く
道
を
説
い
た
、『
中
阿
含
経
』

と
、
色
界
と
無
色
界
の
禅
定
を
説
い
た
、『
雑ぞ

う

阿
含
経
』
と
、
外
道
、
す
な
わ
ち
バ
ラ

モ
ン
教
を
論
破
し
、
斥
け
、
破は

し
ゃ
く斥
し
た
『
長じ

ょ
う

阿
含
経
』
と
を
い
う
。

 

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
蔵
教
で
あ
り
、
通
・
別
・
円
の
三
教
は
含
ま
な
い
。
た
だ
声
聞
と

縁
覚
の
機
根
に
応
じ
て
小
乗
の
蔵
教
だ
け
が
説
か
れ
た
か
ら
、
兼
・
但
・
対
・
帯
で
は

但
で
あ
る
。
化
儀
の
四
教
で
は
、
頓
教
を
除
く
か
ら
、
小
乗
の
機
根
に
応
じ
て
小
乗
の

教
え
を
説
く
の
は
漸
で
あ
り
、
互
い
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
説
く
の
は
秘
密
で
あ
り
、

小
乗
の
機
根
が
区
々
で
、
教
え
の
受
け
止
め
方
が
一
つ
で
な
い
不
定
の
三
教
に
わ
た

る
。

 

　

仏
の
教
化
の
意
味
か
ら
、
擬
宜
・
誘
引
・
弾
訶
・
淘
汰
・
開
会
の
な
か
で
は
、
仏

は
、
到
底
大
乗
を
理
解
し
、
信
奉
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
乗
の
機
根
に
は
、
極
め
て

理
解
し
易
い
浅
近
の
小
乗
の
教
え
を
説
い
て
、
こ
れ
ら
の
機
根
の
者
を
大
乗
に
誘
い
、

順
次
に
大
乗
に
導
こ
う
と
努
め
た
。
こ
れ
を
、
誘
引
と
い
う
。

 

　

誘
引
の
対
象
と
な
る
の
は
、
通
・
別
・
円
の
利
根
の
菩
薩
で
は
な
く
、
機
根
が
劣
る

小
根
の
声
聞
・
縁
覚
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
大
根
は
す
べ
て
用
い
ず
」
の
一
句

は
、
大
乗
の
通
・
別
・
円
の
菩
薩
の
修
行
者
は
す
べ
て
、
鹿
苑
時
の
四
阿
含
の
教
え
は

必
要
と
し
な
い
し
、
そ
れ
を
聴
聞
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

（
15
）
次
の
教
に
と
も
に
建
立
し
、
融
を
も
っ
て
不
融
を
斥
け
、
小
根
を
し
て
不
融
を
恥

じ
て
融
を
慕
わ
し
む
＝
一
句
は
、
方
等
時
の
説
法
を
指
す
。

 

　
「
次
の
教
に
」
は
、
方
等
の
教
え
、
生
蘇
味
の
教
え
を
い
う
。

 

　
「
と
も
に
」
は
、
不
融
の
教
え
と
融
の
教
え
と
を
と
も
に
の
意
を
い
う
。
つ
ま
り
、

融
の
円
教
と
不
融
の
蔵
・
通
・
別
の
三
教
に
よ
っ
て
、
小
乗
と
大
乗
を
と
も
に
の
意
を

い
う
。

 

　
「
融
」
は
、
こ
こ
で
は
円
融
の
意
で
は
な
く
、
円
融
を
覗
き
見
る
融
通
の
意
を
い

う
。
し
た
が
っ
て
融
は
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
円
教
を
展
望
し
な
が
ら
、
別
教
の
実

教
で
あ
る
円
教
、
つ
ま
り
空
・
仮
・
中
各
別
の
円
教
を
い
い
、「
不
融
」
は
、
蔵
・

通
・
別
の
三
教
を
い
う
。

 

　
「
斥し

り
ぞ

け
」
の
斥せ

き

は
、
屋い

え

を
取
り
除
く
が
原
意
。
斥し

り
ぞ

け
る
、
押
し
退
け
遠
ざ
け
る
の

意
か
ら
、
ひ
ら
く
・
ひ
ら
け
る
の
意
を
い
う
。
斥
は
、『
釈
籤
』
で
は
、
き
ら
う
と
訓

む
。

 

　

こ
こ
で
は
、
開
い
て
明
か
し
、
叱
り
、
罵
倒
し
、
否
定
す
る
顕
露
の
弾
訶
の
意
と
取

る
。
す
な
わ
ち
、
方
等
の
段
階
の
真
実
の
教
え
を
通
し
て
、
円
教
の
一
仏
乗
に
繋
が
る

教
え
を
説
き
明
か
し
、
二
乗
人
が
、
声
聞
の
悟
り
や
縁
覚
の
悟
り
を
究
極
で
あ
る
と
し

て
、
固
執
し
て
や
ま
な
い
劣
情
を
開
い
て
明
か
し
、
そ
れ
を
叱
り
、
罵
倒
し
、
二
乗
の

教
え
を
徹
底
し
て
否
定
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
小し

ょ
う
こ
ん根

」
は
、
小
乗
の
機
根
の
者
、
特
に
小
根
の
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
を
い
う
。

参
考
│
│
方
等
時
の
「
弾た

ん

が訶
」
に
つ
い
て

 

　

方
等
時
は
、
五
時
の
第
三
時
の
説
法
で
あ
る
。
仏
が
、
鹿
苑
説
法
の
後
、
い
ろ
い
ろ

な
所
で
大
乗
と
小
乗
の
教
え
を
併
せ
て
説
き
、
大
乗
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
讃
歎
す
る

と
と
も
に
、
小
乗
は
劣
る
と
否
定
し
、
小
乗
人
を
大
乗
に
向
か
わ
せ
る
教
え
を
説
い
た

の
は
、
す
べ
て
方
等
時
の
説
法
で
あ
る
。

 
　

方
等
の
「
方
」
は
、
理
が
広
大
で
あ
る
こ
と
と
、
広
く
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を

説
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、「
等
」
は
、
理
が
平
等
で
あ
る
こ
と
と
、
蔵
・
通
・
別
・

円
の
四
教
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
が
平
等
に
利
益
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
方
等
時
は
、
説

い
た
場
所
も
不
同
、
説
い
た
経
の
名
も
不
同
で
あ
る
が
、
説
法
は
、
化
法
に
配
当
す
れ
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
七
号

ば
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
に
わ
た
り
、
化
儀
の
四
教
で
は
、
頓
を
除
い
た
漸
・
秘

密
・
不
定
の
三
教
に
わ
た
り
、
兼
・
但
・
対
・
帯
で
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を

並
べ
て
相
対
し
、
大
・
小
の
二
乗
を
対
比
し
て
説
い
て
い
る
か
ら
、
対
に
当
た
り
、
五

味
で
は
生
蘇
に
あ
た
り
、
擬
宜
・
誘
引
・
弾
訶
・
淘
汰
・
開
会
の
な
か
で
は
、
弾
訶
に

当
た
る
。

 

　
「
弾た

ん

が訶
」
は
、
き
ら
う
の
意
で
あ
る
。
鈍
根
の
二
乗
は
、
鹿
苑
の
会
座
で
蔵
教
を
修

行
し
、
界
内
の
見
思
の
惑
を
断
ち
、
阿
羅
漢
の
小
果
を
得
る
。
阿
羅
漢
の
果
を
得
れ

ば
、
こ
れ
が
究
極
で
あ
る
と
思
い
、
も
は
や
断
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
煩
悩
も
な
け
れ

ば
、
悟
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
理
も
な
い
と
速
断
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
、
同
入
法

性
と
い
う
。
同
入
法
性
は
、
仏
と
同
一
の
位
に
入
っ
た
と
思
う
こ
と
を
い
う
。

 

　

仏
は
、
成
道
し
て
直
ち
に
自
ら
が
悟
っ
た
、
自
証
の
大
乗
で
あ
る
『
華
厳
経
』
を
、

二
乗
人
に
も
あ
て
が
い
説
い
て
悟
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
二
乗
人
は
鈍
根
で

あ
っ
た
の
で
、『
華
厳
経
』
の
円
意
を
理
解
し
信
じ
る
に
は
ほ
ど
遠
い
、
聾
の
ご
と
く

唖
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
聾
の
ご
と
く
唖
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
逆
に
大

乗
は
仏
法
で
は
な
い
と
誹
謗
し
、
そ
の
た
め
に
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

は
、
仏
の
本
意
で
は
な
い
の
で
、
ま
ず
方
便
誘
引
の
蔵
教
を
説
き
、
界
内
の
見
思
の
惑

を
断
ち
、
空
の
道
理
を
悟
り
、
果
報
が
尽
き
れ
ば
、
灰
身
滅
智
の
無
余
依
涅
槃
に
入
る

と
説
い
た
。

 

　

つ
ま
り
、
二
乗
人
は
、
生
死
の
苦
を
恐
れ
、
速
く
煩
悩
を
断
っ
て
生
死
の
苦
を
免
れ

た
い
と
望
む
の
で
、
仏
は
、
二
乗
人
の
機
根
に
応
じ
て
、
浅
近
な
蔵
教
を
説
き
、
灰
身

滅
智
の
涅
槃
に
入
る
こ
と
を
説
き
示
し
た
。

 

　

こ
れ
が
、
仏
の
立
場
の
誘
引
方
便
で
あ
る
。

 

　

仏
は
、
誘
引
さ
れ
た
二
乗
を
や
が
て
大
乗
に
引
き
入
れ
、
別
惑
で
あ
る
界
外
の
塵
沙

の
惑
・
無
明
の
惑
を
断
ち
、
仮
諦
と
中
・
中
道
の
理
を
悟
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し

二
乗
人
は
、
仏
の
本
意
を
知
ら
な
い
。
鹿
苑
時
の
蔵
教
の
教
え
を
究
極
と
思
い
、
仏
の

誘
引
方
便
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
。
だ
か
ら
仏
は
、
方
等
時
の
諸
経
を
説
い
て
、

鹿
苑
説
法
が
浅
薄
で
あ
り
、
身
近
な
教
え
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
開
い
て
明
ら
か
に

示
し
、
鹿
苑
時
の
教
え
に
執
着
し
て
、
そ
れ
を
究
極
と
す
る
迷
妄
を
罵
倒
し
、
打
破
し

て
い
っ
た
。

 

　

こ
れ
が
、
方
等
時
の
弾
訶
で
あ
る
。

 

　

方
等
時
の
会
座
の
弾
訶
を
、「
顕け

ん

ろ露
の
弾た

ん

が訶
」
と
い
い
、
方
等
時
に
先
立
つ
鹿
苑
時

の
弾
訶
を
、「
密み

つ
だ
ん弾

」
と
い
う
。

（
16
）
次
の
教
に
と
も
に
建
立
し
、
小
根
を
し
て
融
に
寄
せ
て
不
融
に
向
か
わ
し
め
、
大

根
を
し
て
不
融
に
よ
り
て
融
に
向
か
わ
し
む
＝
一
句
は
、
般
若
時
の
説
法
を
指
す
。

 

　

般
若
時
は
、
方
等
時
の
後
二
十
二
年
間
に
、
大
乗
で
あ
る
諸
部
の
『
般
若
経
』
を
説

い
て
、
小
乗
人
を
大
乗
の
法
門
に
通
達
さ
せ
る
時
期
を
い
う
。
説
い
た
教
え
は
、
化
法

の
四
教
で
は
蔵
教
を
除
い
た
通
・
別
・
円
の
三
教
を
内
容
と
し
て
お
り
、
化
儀
の
四
法

で
は
頓
教
を
除
い
た
漸
・
秘
密
・
不
定
の
三
教
に
わ
た
り
、
兼
・
但
・
対
・
帯
で
は
帯

で
あ
り
、
五
味
の
喩
で
は
熟
蘇
に
例
え
ら
れ
、『
法
華
経
』
信
解
品
の
「
長
者
窮
子
の

喩
」
で
は
、
擬
宜
・
誘
引
・
弾
訶
・
淘
汰
の
な
か
の
淘
汰
に
当
た
る
。

 

　
「
次
の
教
」
は
、
般
若
の
教
え
、
熟
蘇
の
教
え
を
い
う
。

 

　
「
と
も
に
」
は
、
不
融
の
通
・
別
の
二
教
と
、
融
の
円
教
を
と
も
に
の
意
を
い
う
。

 

　
「
小
根
」
は
、
鈍
根
の
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
を
い
う
。

 

　
「
大
根
」
は
、
舎
利
弗
や
須
菩
提
や
目
連
な
ど
の
よ
う
な
、
利
根
の
声
聞
・
縁
覚
の

二
乗
に
、
菩
薩
を
加
え
た
三
乗
人
を
い
う
。

 

　
「
寄
せ
て
」
の
寄
は
、
よ
り
す
が
る
、
よ
り
か
か
る
の
「
依
」
か
ら
き
て
お
り
、
た

よ
り
つ
く
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
足
が
か
り
と
し
て
、
〜
の
立
場
か
ら
の
意
を
い

う
。

 

　
「
向
か
う
」
の
向
は
、
家
を
い
う
宀べ

ん

と
、
窓
の
象
形
の
口
か
ら
成
る
会
意
。
家
の
北

側
の
高
窓
を
い
う
。
目
当
て
の
方
へ
正
面
に
向
く
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
堕
ち
る

の
意
や
、
真
正
面
に
向
き
合
う
の
意
と
取
る
。

 

　
『
釈
籤
』
に
よ
れ
ば
、
通
教
の
小
乗
は
、
融
通
の
融
の
立
場
に
あ
り
、
小
果
で
あ
る

か
ら
、
不
融
を
取
る
と
し
、
通
・
別
の
菩
薩
は
、
不
融
の
通
教
・
別
教
か
ら
融
の
円
教

に
向
か
う
と
す
る
。

 

　
「
大
根
を
し
て
不
融
に
寄
り
て
融
に
向
か
わ
し
む
」
は
、
般
若
時
の
説
法
で
は
、
方

等
時
の
説
法
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
大
乗
と
小
乗
と
を
別
の
も
の
と
す
る
片
寄
っ
た
執
着

を
洗
い
清
め
、
淘
汰
す
る
た
め
に
、
諸
法
は
み
な
空
で
、
大
乗
・
小
乗
は
一
味
で
あ
る

と
淘
汰
し
、
そ
し
て
、
大
根
の
二
乗
人
を
進
ん
で
大
乗
の
法
門
に
通
達
さ
せ
る
た
め

に
、
仏
が
、
舎
利
弗
や
須
菩
提
や
目
連
な
ど
の
利
根
の
二
乗
に
命
じ
て
、
大
乗
の
法
門

を
代
説
さ
せ
る
。
代
説
に
よ
っ
て
、
次
第
に
大
乗
の
法
門
に
馴
れ
、
知
ら
な
い
う
ち
に

大
乗
の
法
門
に
通
達
し
て
、
別
教
の
利
益
を
受
け
、
終
に
は
法
華
の
会
座
に
至
ら
せ
よ

う
と
す
る
。
こ
れ
が
、
般
若
の
淘
汰
で
あ
り
、
般
若
の
転
教
で
あ
る
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

 
　

二
乗
人
み
ず
か
ら
は
自
覚
し
て
い
な
い
が
、
淘
汰
の
説
法
に
よ
っ
て
、
一
切
は
大
乗

の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
転
教
に
よ
っ
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
大
乗
に
通
達

し
、
別
教
の
利
益
を
得
た
の
と
等
し
く
な
る
。
こ
れ
を
、「
方
等
弾
訶
の
上
に
般
若
淘

汰
の
益
を
成
ず
」
と
も
い
う
。
一
句
は
、
こ
れ
を
い
う
。

 

　
「
淘
汰
」
は
、
垢
を
洗
い
流
す
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
、
般
若
の
融
通
の
譬
喩
で
あ

る
。
法
の
上
に
、
大
・
小
二
乗
の
差
別
を
な
く
し
て
融
通
す
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
く
衆
生

は
、
一
切
皆
空
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
こ
の
差
別
の
妄
見
を
除
去
す
る
。
つ
ま
り
二
乗
人

が
、
大
・
小
の
二
乗
の
間
に
差
別
を
立
て
て
い
る
迷
執
妄
見
を
洗
い
流
す
こ
と
を
い

う
。『
四
教
儀
』
に
、「
次
に
般
若
を
説
く
。
転
教
・
付
財
・
融
通
・
淘
汰
す
」
と
あ

る
。

 

　
「
転て

ん
ぎ
ょ
う教

」
は
、
他
人
に
転
じ
渡
し
て
や
る
こ
と
を
い
う
。
転
教
は
、
仏
の
教
え
を
、

弟
子
に
渡
し
て
、
仏
に
代
わ
っ
て
法
を
説
か
せ
る
こ
と
を
い
う
。
般
若
の
会
座
で
は
、

仏
自
ら
が
説
法
し
て
菩
薩
た
ち
に
教
示
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
舎
利
弗
や
須
菩
提
や
目
連

な
ど
の
声
聞
の
諸
弟
子
に
、
仏
に
代
わ
っ
て
法
を
説
か
せ
た
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
付ふ

ざ

い財
」
は
、
般
若
の
転
教
を
例
え
る
。
般
若
の
功く

の

う能
の
一
。
転
教
は
、
二
乗
が
仏

の
命
を
受
け
て
、
大
乗
の
法
門
を
代
説
す
る
こ
と
を
い
う
。
般
若
時
で
、
仏
が
法
を
二

乗
の
弟
子
に
授
け
て
説
か
せ
る
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
長
者
が
、
所
有
す
る
財
産
を
窮
子

に
付
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
付
財
と
い
う
。

 

　

仏
が
二
乗
に
転
教
さ
せ
る
と
き
は
、
二
乗
人
は
、
と
も
よ
り
方
等
の
時
に
あ
っ
て
、

わ
れ
ら
は
小
乗
の
機
で
あ
っ
て
、
大
乗
に
は
到
底
及
ば
な
い
と
慚
愧
し
、
大
乗
は
菩
薩

の
法
で
あ
っ
て
、
わ
れ
ら
の
分
際
で
は
な
い
と
、
大
乗
と
小
乗
と
を
二
つ
に
分
け
て
考

え
て
い
る
の
で
、
般
若
時
に
な
っ
て
二
乗
が
、
仏
の
意
を
受
け
て
大
乗
の
法
門
を
代
説

す
る
と
い
っ
て
も
、
単
に
こ
れ
を
仏
の
霊
妙
な
加か

被び

力り
き

に
よ
る
こ
と
と
思
い
、
決
し
て

自
己
の
分
際
に
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
仏
の
意
か
ら
み
れ
ば
、
仏
は
二
乗
の
内
奥

に
は
、
既
に
大
機
が
熟
す
る
の
を
見
て
、
法
財
を
二
乗
に
付
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
、
付
財
で
あ
る
。
付
は
、
与
え
授
け
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
融ゆ

う
ず
う通

」
は
、
般
若
の
功
能
の
一
。
般
若
に
お
い
て
、
大
乗
と
小
乗
と
の
隔
て
を
除

去
す
る
こ
と
を
い
う
。
小
乗
人
が
、
方
等
部
に
入
っ
て
、
大
乗
に
よ
っ
て
小
乗
に
対
す

る
執
わ
れ
を
除
く
こ
と
を
聞
い
て
、
わ
れ
を
卑
し
め
、
わ
れ
は
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
敗は

い
し
ゅ種
と
思
い
、
い
た
ず
ら
に
耻
小
慕
大
、
小
乗
の
教
え
に
従
う
劣
っ
た
点
を
恥
じ

て
、
大
乗
の
意
義
深
い
教
え
を
慕
い
、
わ
れ
は
小
機
な
り
、
大
乗
は
菩
薩
の
法
門
に
し

て
及
ぶ
べ
か
ら
ず
と
、
大
乗
と
小
乗
と
の
間
に
区
別
を
立
て
て
別
途
に
考
え
る
も
の
で

あ
る
。

 

　

般
若
に
お
い
て
、
現
象
し
存
在
す
る
一
切
の
事
象
は
み
な
不
可
得
で
あ
る
と
、
空
の

道
理
を
説
示
し
、
大
乗
と
い
っ
て
も
、
小
乗
と
い
っ
て
も
、
一
切
の
事
象
に
は
こ
と
ご

と
く
差
別
は
な
い
と
し
、
一
切
の
事
象
は
不
可
得
で
あ
り
、
こ
と
ご
と
く
摩
訶
衍
、
す

な
わ
ち
大
乗
で
あ
る
と
開
会
す
る
。
こ
れ
を
、
融
通
と
い
う
。

参
考
│
│
「
融
」
の
「
円
融
」
と
「
融
通
」
と
に
つ
い
て

 

　
「
融
」
は
、
二
義
が
あ
る
と
『
釈
籤
』
は
い
う
。

 

　

⑴
は
、
円
教
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蔵
は
勿
論
、
通
と
別
と
を
含
め
た
前
三
教

を
開
き
捨
て
、
円
教
に
包
摂
す
る
融
は
、「
円
融
」
を
い
う
。

 

　

⑵
は
、
後
三
教
の
通
・
別
・
円
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蔵
教
を
開
き
捨
て
、
後

三
教
に
包
摂
す
る
融
は
、「
融
通
」
を
い
う
。

 

　

か
ね
て
、
円
教
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
教
と
別
教
の
大
乗
を
開
き
捨
て
る
と

い
っ
て
も
、
方
等
部
の
真
意
は
声
聞
と
縁
覚
の
小
乗
を
開
き
捨
て
、
大
乗
の
一
仏
乗
を

明
か
す
円
教
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
声
聞
と
縁
覚
の
小
根
の
二
乗
人

に
、
小
乗
を
恥
じ
て
大
乗
を
慕
わ
せ
る
、
と
い
う
と
あ
る
。

 

　

⑴
の
「
円
融
」
は
、
完
全
に
一
体
と
な
っ
て
互
い
に
融
け
合
い
、
妨
げ
が
な
い
と
開

会
し
た
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
円
教
を
い
い
、
⑵
の
「
融
通
」
は
、
両
方
が
相
ま
っ

て
完
全
と
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
一
切
は
不
可
得
空
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
乗
と
小

乗
の
隔
て
を
除
去
し
、
隔
て
が
な
い
と
開
会
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

つ
ま
り
「
融
通
」
は
、
般
若
の
功
能
の
一
。
般
若
時
の
別
教
に
お
い
て
、
大
乗
と
小

乗
と
の
隔
て
を
除
去
す
る
こ
と
を
い
う
。
小
乗
人
は
、
方
等
部
に
入
っ
て
、
大
乗
に

よ
っ
て
小
乗
の
矛
盾
を
弾
訶
、
つ
ま
り
暴
露
し
露
呈
す
る
こ
と
を
聞
い
て
、
自
分
は
卑

し
い
敗
種
と
思
い
、
い
た
ず
ら
に
耻
小
慕
大
し
て
、
大
乗
は
菩
薩
の
法
門
で
あ
り
、
自

分
は
小
機
で
あ
っ
て
大
乗
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
と
、
大
乗
と
小
乗
と
の
間
に
区
別
を

立
て
て
別
途
に
考
え
る
。
般
若
の
別
教
に
至
っ
て
、
こ
の
小
乗
人
の
固
定
し
た
思
い
を

打
破
し
、
大
乗
と
小
乗
と
の
隔
て
を
除
去
す
る
こ
と
を
、
融
通
は
い
う
。

 
　

般
若
に
お
い
て
、
一
切
法
は
み
な
不
可
得
な
り
と
空
理
を
説
示
し
、
大
乗
と
い
う

も
、
小
乗
と
い
う
も
、
一
切
の
法
は
こ
と
ご
と
く
差
別
な
し
と
し
、
一
切
の
法
は
不
可

得
の
法
、
こ
と
ご
と
く
摩
訶
衍
、
す
な
わ
ち
大
乗
な
り
と
開
会
す
る
。
こ
れ
が
融
通
で

あ
る
。
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第
三
七
号

（
17
）
種
種
に
建
立
し
て
衆
生
に
施
設
す
と
い
え
ど
も
、
た
だ
随
他
意
語
な
る
の
み
に
し

て
＝
種
種
に
建
立
す
る
の
は
、
不
融
の
教
え
を
い
う
。

 
　
「
建
立
す
る
」
は
、
設
け
て
説
き
明
か
す
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
不
融
の
蔵
・

通
・
別
の
三
教
と
昔
円
と
を
設
け
て
説
き
明
か
す
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
施せ

せ

つ設
」
は
、
安あ

ん
り
ゅ
う立
の
異
名
。
安
立
は
、
真
実
は
こ
と
ば
を
超
え
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
仮
に
文
字
や
言
語
に
よ
っ
て
説
き
表
わ
す
こ
と
を
い
う
。
施
設
と
同
義
の

建
立
は
、
造
り
建
て
る
こ
と
を
い
い
、
発
起
は
開
き
起
こ
す
の
意
を
い
う
。
つ
ま
り
施

設
は
、
経
論
や
坐
禅
や
公
案
な
ど
す
べ
て
の
手
段
を
い
い
、
仮
に
設
け
る
手
立
て
を
い

う
。
こ
こ
で
は
、
不
融
と
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
仮
に
設
け
て
説
き
明
か
す
こ
と
を
い

う
。

 

　
「
随
他
意
語
」
は
、
仏
が
説
法
す
る
と
き
、
衆
生
の
機
根
に
適
合
さ
せ
、
相
手
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
、
相
手
の
素
質
や
能
力
や
性
質
に
順
応
し
て
説
く
方
便
の
教
え
を
い

う
。
随
他
意
語
な
り
の
前
に
、
機
を
調じ

ょ
う
じ
ゅ
く
熟
、
つ
ま
り
衆
生
の
機
根
の
悪
を
制
し
善
を

成
熟
さ
せ
る
た
め
に
、
を
補
う
と
分
か
り
易
い
。

参
考
│
│
「
如
来
の
三
語
」
の
一
つ
で
あ
る
「
随
他
意
語
」
に
つ
い
て

 

　

仏
が
説
法
す
る
と
き
の
方
法
に
、
随
自
意
語
・
随
他
意
語
・
随
自
他
意
語
の
三
が
あ

る
。
こ
れ
を
、「
如
来
の
三
語
」
と
い
う
。

 

　

仏
が
説
法
す
る
場
合
、
相
手
の
素
質
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
自
ら
の
悟
り
の
ま
ま
に

説
く
の
を
随
自
意
・
随
智
と
い
い
、
そ
の
説
を
随
自
意
語
と
い
う
。
衆
生
の
素
質
や
能

力
や
性
質
を
い
う
機
根
に
か
か
わ
り
な
く
、
仏
が
自
ら
の
悟
り
、
つ
ま
り
仏
の
自
内
証

を
そ
の
ま
ま
説
き
示
す
こ
と
を
い
う
。
こ
の
語
は
、『
南
本
涅
槃
経
』
巻
第
三
十
三
迦

葉
菩
薩
品
第
二
四
之
三
に
、「
如
来
は
、
あ
る
と
き
は
、
因
中
に
果
を
説
き
、
果
中
に

因
を
説
く
。
こ
れ
を
如
来
の
随
自
意
語
と
名
づ
く
。
随
意
語
の
ゆ
え
に
名
づ
け
て
、
如

来
と
な
し
、
随
意
語
の
ゆ
え
に
阿
羅
漢
と
名
づ
け
、
随
意
語
の
ゆ
え
に
、
三
藐
三
仏
陀

と
名
づ
く
」（『
大
正
蔵
』
一
二
・
八
二
八
ａ
）
に
出
る
。

 

　

智
顗
が
説
く
五
時
八
教
の
う
ち
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
の
説
法
の
順
序
を
い
う
五
時
、
つ
ま

り
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
・
法
華
涅
槃
の
な
か
の
第
一
華
厳
時
は
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊

が
成
道
し
た
最
初
の
三
七
・
二
十
一
日
間
、『
華
厳
経
』
を
説
い
た
時
期
に
当
た
る
。

こ
の
時
期
は
、
仏
随
自
意
の
境
界
と
い
い
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
が
自
ら
悟
っ
た
内
容
、
つ
ま

り
自
内
証
を
そ
の
ま
ま
示
し
た
の
で
、
程
度
が
あ
ま
り
に
も
高
く
、
こ
れ
を
聞
い
た

人
々
は
、
聾
の
ご
と
く
唖
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
少
し
も
説
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
。

 

　

五
時
の
第
二
鹿
苑
阿
含
時
以
後
の
教
え
は
、
相
手
の
素
質
や
能
力
や
性
質
に
順
応

し
、
相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
く
仏
の
説
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
随
他
意
、
随
情
と

い
い
、
そ
の
説
を
随
他
意
語
と
い
う
。

 

　

相
手
の
素
質
や
能
力
や
性
質
に
順
応
し
て
説
く
こ
と
が
、
仏
自
身
の
悟
り
に
反
し
な

い
と　

き
、
半
ば
は
仏
の
悟
り
に
従
い
、
半
ば
は
教
え
を
受
け
る
相
手
の
素
質
や
能
力

や
性
質
を
い
う
機
根
や
考
え
な
ど
に
従
っ
た
説
き
方
を
す
る
の
を
、
随
自
他
意
、
随
情

智
と
い
い
、
そ
の
説
を
随
自
他
意
語
と
い
う
。

 

　

随
自
意
・
随
他
意
・
随
自
他
意
の
説
は
、『
南
本
涅
槃
経
』
巻
第
三
十
三
迦
葉
菩
薩

品
第
二
四
之
三
や
、『
法
華
玄
義
』
巻
二
下
や
、『
摩
訶
止
観
』
巻
三
上
の
な
か
で
、
こ

れ
ら
に
三
を
随
智
・
随
情
・
随
情
智
と
名
付
け
て
挙
げ
て
い
る
。
仏
教
の
多
く
の
経
説

を
批
判
分
類
す
る
と
き
、
真
実
の
教
え
と
方
便
の
教
え
と
を
区
別
す
る
標
準
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。

（
18
）
仏
の
本
懐
に
あ
ら
ず
＝
「
本
懐
」
は
、
本
来
の
意
図
、
心
中
に
宿
っ
て
い
る
根
本

的
思
念
、
す
な
わ
ち
本
心
を
い
う
。
つ
ま
り
、
仏
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
唯
一
の
大
目

的
を
い
う
。

 

　
『
法
華
経
』
方
便
品
に
、「
諸
仏
世
尊
は
た
だ
一
大
事
因
縁
を
も
っ
て
、
こ
の
故
に
出

現
す
」
と
あ
る
、
一
大
事
因
縁
を
い
う
。『
法
華
経
』
方
便
品
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
衆

生
を
仏
の
知
見
に
開
示
悟
入
さ
せ
る
の
が
、
釈
尊
だ
け
で
な
く
、
諸
仏
が
出
現
す
る
一

大
事
因
縁
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

 

　

仏
の
出
世
の
本
意
は
、
宗
教
的
な
素
質
や
能
力
や
性
質
が
異
な
る
人
々
を
、
そ
の
素

質
や
能
力
や
性
質
に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
に
導
い
て
、
す
べ
て
の
人
々
を
救
い
取
る
と
い

う
、
重
大
な
任
務
を
い
う
。
つ
ま
り
声
聞
は
声
聞
の
ま
ま
、
縁
覚
は
縁
覚
の
ま
ま
、
菩

薩
は
菩
薩
の
ま
ま
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
残
ら
ず
仏
知
見
を
開
か
せ
、
示
し
、
悟

ら
せ
、
仏
の
道
に
入
ら
せ
、
仏
と
成
る
一
本
道
で
あ
る
一
仏
乗
に
帰
入
さ
せ
る
任
務
を

背
負
っ
て
、
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
開
」
は
、
開
発
の
意
。
衆
生
の
理
に
迷
う
、
無
明
の
こ
こ
ろ
を
打
ち
破
っ
て
、
衆

生
が
本
質
と
し
て
も
つ
如
来
蔵
を
開
き
、
一
切
の
事
象
が
あ
り
の
ま
ま
に
あ
る
実
相
の

理
を
観
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
示
」
は
、
顕
示
の
意
。
現
象
の
ま
ま
に
実
相
の
理
を
観
、
事
々
物
々
の
す
べ
て
の

徳
が
顕
わ
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
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「
悟
」
は
、
覚
悟
の
意
。
事
を
い
う
現
象
と
、
理
を
い
う
本
質
と
が
融
け
合
っ
て
、

さ
な
が
ら
に
悟
る
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
入
」
は
、
証
入
の
意
。
事
を
い
う
現
象
と
、
理
を
い
う
本
質
と
が
融
け
合
っ
た
、

真
実
の
有
り
様
と
ぴ
っ
た
り
適
い
、
自
由
自
在
に
悟
り
の
智
慧
の
海
に
流
れ
入
る
こ
と

を
い
う
。

 

　

こ
の
開
示
悟
入
に
つ
い
て
、『
法
華
文
句
』
巻
四
上
に
は
、
四
位
・
四
智
・
四
門
・

観
心
の
四
つ
の
見
地
か
ら
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

 

　

詳
細
は
、
本
書
の
譚
玄
本
序
に
既
出
。

（
19
）
今
経
は
正
直
に
し
て
、
不
融
を
捨
て
、
た
だ
融
を
説
く
の
み
＝
「
今
経
正
直
捨
不

融
」
は
、『
法
華
経
』
方
便
品
の
「
正
直
捨
方
便
」
の
文
を
下
敷
き
に
す
る
。
正
直
捨

方
便
は
、
一
般
的
に
、
正
直
に
方
便
を
捨
て
と
訓
む
。
こ
こ
で
は
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、

「
今
経
正
直
捨
不
融
」
を
、
今
経
は
正
直
に
不
融
を
捨
て
と
は
訓
ま
な
い
。
文
脈
か

ら
、「
今
経
は
正
直
に
し
て
」
と
訓
み
、
今
経
は
正
直
で
あ
る
の
意
と
取
る
。

 

　
「
今こ

ん
ぎ
ょ
う経

」
は
、
こ
の
経
典
の
意
を
い
い
、
天
台
で
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
一
経
を
い

う
。

 

　
「
正
直
」
は
、
一
般
的
に
は
、
正
し
く
素
直
な
こ
と
や
、
偽
り
が
な
い
こ
と
の
意
を

い
う
。
こ
こ
で
は
、
真
っ
直
ぐ
と
い
う
こ
と
、
曲
が
ら
な
い
こ
と
の
意
を
盛
り
込
ん

で
、『
法
華
文
句
』
巻
第
五
上
（『
大
正
蔵
』
三
四
・
六
二
ｃ
）
に
い
う
「
正
直
一
道
」、

す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
以
前
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
各
別
の
方
便
の
道
を
捨
て
た
、
絶

対
唯
一
の
行
、
教
行
人
理
の
四
一
に
含
ま
れ
る
行
一
で
あ
る
無
上
仏
道
を
い
う
。
正
直

を
、『
釈
籤
』
で
は
随
自
意
と
示
す
。

 

　
「
不
融
」
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
、
権
と
実
、
す
な
わ
ち
方
便
と
真
実
と
を
混
合
し

て
説
く
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
、
お
よ
び
通
・
別
の
昔
円
を
い
う
。

 

　
「
捨
て
」
は
、
一
般
的
に
や
め
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
法
華
円
教
の
極
理
に

達
し
て
み
れ
ば
、
法
華
円
教
は
絶
対
の
円
教
、
開
顕
円
で
あ
る
。
開
顕
円
か
ら
観
れ

ば
、
円
教
の
外
に
蔵
教
も
な
く
、
通
教
も
な
く
、
別
教
も
な
い
。
三
乗
は
、
三
乗
の
ま

ま
一
仏
乗
に
融
合
さ
れ
、
声
聞
は
声
聞
の
ま
ま
、
縁
覚
は
縁
覚
の
ま
ま
、
菩
薩
は
菩
薩

の
ま
ま
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
だ
か
ら
、
仏
の
教
え
に
隔
て
を
立
て
て
、

声
聞
か
ら
縁
覚
、
縁
覚
か
ら
菩
薩
、
菩
薩
か
ら
仏
へ
と
順
に
道
を
た
ど
る
、
悟
り
の
方

程
式
を
必
要
と
し
な
い
し
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
各
別
と
見
て
、
順
に
教
え
を

た
ど
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
、
の
意
を
い
う
。

 

　
『
法
華
経
』
の
核
心
は
、
教
え
は
一
仏
乗
、
修
行
は
仏
に
直
結
す
る
正
直
一
道
の
無

上
仏
道
、
修
行
す
る
人
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
人
、
悟
る
真
理
は
諸
法
実
相
に

あ
る
。
こ
れ
が
、
教
え
と
、
修
行
と
、
修
行
者
と
、
悟
る
真
理
と
を
い
う
四
が
そ
れ
ぞ

れ
絶
対
の
一
で
あ
る
と
す
る
、「
教
行
人
理
の
四
一
」
で
あ
る
。

 

　

蔵
教
は
、
一
仏
乗
へ
の
道
に
導
く
た
め
の
方
便
と
し
て
設
け
ら
れ
た
教
え
で
あ
る
か

ら
、
真
っ
直
ぐ
な
正
直
で
は
な
い
。
通
・
別
の
二
教
は
、
中
道
円
教
を
説
か
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
純
一
の
円
教
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
通
教
は
、
中
道
を
含
む

「
含が

ん
ち
ゅ
う中

」
を
説
き
、
別
教
は
、
空
・
仮
と
離
れ
た
専
ら
中
道
の
教
え
で
あ
る

「
但た

ん
ち
ゅ
う中

」
を
説
く
。

 

　

含
中
を
説
き
、
但
中
を
説
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
通
・
別
二
教
は
と
も
に
、
方
便

を
い
う
権
と
真
実
を
い
う
実
と
が
一
体
で
な
い
。
つ
ま
り
、
方
便
を
い
う
蔵
・
通
・
別

の
三
教
と
、
真
実
を
い
う
円
教
と
が
一
体
で
な
い
。
い
わ
ゆ
る
権
実
一
体
、
純
円
独
妙

の
円
教
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
真
っ
直
ぐ
な
正
直
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
脇
道

に
片
寄
り
逸
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
偏へ

ん
ぼ
う傍
と
い
う
。

 

　
『
法
華
経
』
だ
け
が
、
曲
と
偏
傍
と
が
な
い
、
真
っ
直
ぐ
な
正
直
の
一
道
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
仏
に
成
る
の
は
、
仏
智
か
ら
現
わ
れ
出
る
修
行
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
仏
智
以
外
か
ら
生
じ
る
修
行
実
践
は
、
真
実
の
修
行
実
践
と

は
い
え
な
い
。
た
だ
の
方
便
行
に
す
ぎ
な
い
。
仏
智
か
ら
生
じ
る
修
行
実
践
を
、

「
行ぎ

ょ
う
い
ち一

」
と
い
う
。
行
一
は
、
真
実
の
成
仏
の
行
は
、
唯
一
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
融
」
は
、
権
と
実
と
が
完
全
に
一
体
と
な
っ
て
互
い
に
融
け
合
い
、
妨
げ
が
な
い

円
融
し
た
純
円
教
を
い
う
。
純
円
教
は
、
完
全
な
教
え
で
あ
る
『
法
華
経
』
を
い
う
。

純
円
教
は
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
の
よ
う
な
方
便
を
含
ま
な
い
、
仏
の
教
化
の
真
意
で

あ
る
、
す
べ
て
の
生
け
る
も
の
が
等
し
く
仏
に
な
る
と
説
く
、
一
仏
乗
を
説
き
明
か
す

教
え
を
い
う
。
天
台
で
は
、『
法
華
経
』
に
基
づ
く
法
華
の
一
仏
乗
を
真
実
と
す
る

が
、
こ
れ
を
「
教
行
人
理
の
四
一
」、
す
な
わ
ち
、
教
え
も
修
行
も
修
行
者
も
悟
る
真

理
も
、
こ
の
四
が
そ
れ
ぞ
れ
絶
対
の
一
で
あ
る
こ
と
と
理
解
す
る
。

 
　

智
顗
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
九
下
で
、
三
乗
と
一
仏
乗
と
の
関
係
を
十
の
面
、
つ
ま

り
迹
門
の
十
重
か
ら
論
じ
て
い
る
。

 

　

つ
ま
り
、
仮
の
も
の
で
あ
る
三
乗
な
ど
の
仮
の
方
便
を
否
定
し
て
、
真
実
の
実
に
帰

着
す
る
「
泯み

ん
ご
ん権
帰き

じ

つ実
」
を
説
き
、
法
華
の
一
仏
乗
の
教
え
が
説
か
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く

正
直
一
道
の
無
上
仏
道
が
説
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
永よ

う

ふ不
成じ

ょ
う
ぶ
つ仏
の
声
聞
・
縁
覚
の
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要　

第
三
七
号

二
乗
が
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
が
、「
二に

じ
ょ
う乗
作さ

ぶ

つ仏
」
で
あ
る
。

（
20
）
一
座
席
を
し
て
、
同
一
の
道
味
な
ら
し
む
＝
「
一
座
席
を
し
て
」
は
、
一
坐
に
列

席
す
る
も
の
は
す
べ
て
の
意
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
霊
鷲
山
の
山
頂
で
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊

が
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
講
説
す
る
会
座
に
連
な
る
も
の
は
す
べ
て
の
意
を
い
う
。

 

　
「
同
一
の
」
は
、
声
聞
や
、
縁
覚
や
、
菩
薩
の
教
え
と
い
う
別
々
の
道
で
も
な
く
、

ま
た
、
頓
や
、
漸
や
、
秘
密
や
、
不
定
の
教
え
で
も
な
い
、
ま
っ
た
く
一
味
の
、
仏
の

真
実
の
教
え
の
意
を
い
う
。

 

　
「
道
味
」
は
、
味
道
と
同
義
。
道
は
、
多
く
は
悟
り
へ
の
道
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は

得
道
や
道
果
の
よ
う
な
熟
語
の
道
の
よ
う
に
、
崇
高
な
開
悟
、
悟
り
を
い
う
。
味
は
、

味
わ
う
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
耽
溺
す
る
渇
愛
を
い
う
。
一
句
は
、
悟
り

を
味
に
例
え
る
か
ら
、
悟
り
の
味
を
味
わ
い
浸
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

つ
ま
り
、「
一
座
席
を
し
て
、
同
一
の
道
味
な
ら
し
」
め
れ
ば
、『
法
華
経
』
が
開
示

さ
れ
る
ま
で
は
、
衆
生
の
素
質
や
能
力
や
性
質
を
い
う
機
根
が
区ま

ち
ま
ち々

で
あ
っ
た
の
で
、

利
根
に
は
、
い
っ
ぺ
ん
に
悟
り
に
到
達
す
る
教
え
の
「
頓
」
を
説
き
、
鈍
根
に
は
、
浅

い
内
容
か
ら
順
次
に
深
い
内
容
へ
と
説
き
進
め
る
「
漸
」
を
説
き
、
仏
が
区
々
の
機
根

相
互
に
は
知
ら
せ
な
い
ま
ま
に
、
密
か
に
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
利
益
を
与
え
る
「
秘

密
」
の
説
き
方
を
し
、
種
々
の
能
力
の
者
が
同
一
の
会
座
に
連
な
っ
て
い
て
も
、
体
得

さ
れ
る
教
法
が
各
自
の
力
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
て
一
定
で
な
い
よ
う
な
「
不
定
」
の

説
き
方
を
す
る
。
機
根
が
調
熟
し
た
『
法
華
経
』
の
説
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
頓
・
漸
・

秘
密
・
不
定
で
も
な
く
、
化
法
の
四
教
の
蔵
・
通
・
別
・
円
で
も
な
い
、
化
儀
の
四
教

と
化
法
の
四
教
を
超
え
た
、
純
円
の
『
法
華
経
』
の
説
法
に
よ
っ
て
、
会
座
に
連
な
る

も
の
は
す
べ
て
、
同
じ
一
仏
乗
と
い
う
真
実
の
教
え
を
悟
る
こ
と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
霊り

ょ
う
じ
ゅ
せ
ん

鷲
山
」
に
つ
い
て

 

　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
グ
リ
ド
ラ
ク
ー
タ
、
パ
ー
リ
悟
で
ギ
ッ
ジ
ャ
ク
ー
タ
を
音
写

し
た
の
が
耆ぎ

し

ゃ闍
崛く

っ
せ
ん山
で
あ
る
。
鷲じ

ゅ
ぶ
せ
ん

峰
山
と
訳
し
た
り
、
霊
鷲
山
と
訳
し
た
り
す
る
。

 

　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
、
王
舎
城
と
呼
ば
れ
る
旧
城
の
東
北
約
五
キ

ロ
の
地
に
あ
る
山
で
、
現
在
の
チ
ャ
タ
ギ
リ
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
ブ
ッ
ダ
釈
尊

は
、
し
ば
し
ば
山
頂
の
精
舎
に
留
ま
っ
て
法
を
説
き
、
頻び

ん

ば婆
娑し

ゃ

ら羅
、
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王

は
聞
法
者
の
便
宜
を
計
っ
て
、
山
麓
か
ら
頂
上
ま
で
石
を
積
ん
で
階
段
を
造
っ
た
と
い

う
。

 

　
『
法
華
経
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
大
乗
経
典
で
は
、
王
舎
城
と
と
も
に
こ
の
山
が
説

法
の
会
座
と
さ
れ
て
い
る
。

 

　

釈
尊
が
霊
鷲
山
に
お
い
て
説
法
し
た
と
き
の
会
座
を
霊り

ょ
う
ぜ
ん
え

山
会
と
い
う
。『
法
華
経
』

を
説
い
た
霊
鷲
山
を
、
ブ
ッ
ダ
が
常
在
し
て
説
法
し
て
い
る
浄
土
と
見
な
し
て
、

霊り
ょ
う
ぜ
ん山
浄じ

ょ
う
ど土
と
い
う
。
霊
山
浄
土
に
お
け
る
説
法
の
集
り
は
、
威
儀
正
し
く
、
厳
か

で
、
そ
の
集
り
は
い
ま
だ
に
散
会
す
る
こ
と
な
く
、
釈
尊
の
説
法
が
続
い
て
い
る
。
こ

れ
を
、
霊り

ょ
う
ぜ
ん山
一
会
厳ご

ん
ね
ん然
未
散
と
い
う
。

（
21
）
如
来
の
出
世
の
本
懐
を
暢
ぶ
＝
「
如
来
」
は
、
真
理
、
つ
ま
り
如
に
随
っ
て
来
た

者
、
真
如
よ
り
現
わ
れ
出
た
者
、
す
な
わ
ち
ブ
ッ
ダ
釈
尊
を
い
う
仏
の
十
号
の
一
。

 

　
「
出
世
」
は
、
法
を
体
得
し
た
人
が
、
衆
生
教
化
の
た
め
に
世
に
出
る
こ
と
を
い

う
。

 

　
「
出
世
の
本ほ

ん
が
い懐

」
は
、
釈
尊
が
こ
の
世
に
現
わ
れ
た
真
の
目
的
を
い
う
。
本
懐
は
、

本
望
を
い
う
。
仏
出
世
の
本
懐
は
、
五
乗
、
す
な
わ
ち
人
乗
・
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚

乗
・
菩
薩
乗
を
等
し
く
一
仏
乗
に
趣
か
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

 

　

こ
の
目
的
を
直
接
に
完
全
に
顕
わ
し
て
説
い
た
経
典
を
、
出
世
本
懐
の
経
と
い
う
。

『
法
華
経
』
方
便
品
に
は
、「
諸
仏
世
尊
は
、
た
だ
一
大
事
因
縁
を
も
っ
て
の
故
に
、
世

に
出
現
す
」
と
説
く
。
ど
の
経
を
出
世
本
懐
の
経
と
す
る
か
は
、
宗
派
に
よ
っ
て
同
じ

で
は
な
い
。
天
台
宗
で
は
『
法
華
経
』、
華
厳
宗
で
は
『
華
厳
経
』、
浄
土
諸
宗
で
は

『
浄
土
三
部
経
』、
浄
土
真
宗
で
は
、
そ
の
う
ち
特
に
『
無
量
寿
経
』
を
出
世
本
懐
の
経

と
す
る
。

 

　

仏
が
世
に
現
わ
れ
た
の
は
、
衆
生
に
悟
り
を
開
き
、
悟
ら
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
に
仏
知
見
を
開
き
、
衆
生
に
仏
知
見
を
示
し
、
衆
生
に
仏
知
見

を
悟
ら
せ
、
衆
生
に
仏
知
見
に
入
ら
せ
る
と
い
う
大
切
な
理
由
に
よ
る
。
仏
知
見
に
開

示
悟
入
さ
せ
る
の
は
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
ば
か
り
で
な
く
、
諸
仏
が
出
現
す
る
一
大
事
の
因

縁
で
あ
る
。

 

　

な
お
、「
仏
知
見
の
開
示
悟
入
」
に
つ
い
て
は
、
既
出
。
第
一
部
七
番
共
解
の
序
章

を
参
照
さ
れ
た
い
。

 
　
「
暢
べ
る
」
の
暢ち

ょ
う

は
、
十
分
に
の
び
る
こ
と
と
、
と
お
る
こ
と
と
を
原
意
と
し
、
述

べ
る
、
伸
び
伸
び
す
る
、
延
ば
す
、
敷
き
広
げ
る
な
ど
の
意
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
述

べ
る
の
意
と
取
る
。

参
考
│
│
「
如
来
」
に
つ
い
て

 

　
「
如
来
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
、
タ
タ
ー
ガ
タ
・tathāgata

の
漢
訳
で
あ
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

る
。
か
く
の
ご
と
し
のtathā

と
、
行
け
る
のgata

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
漢
訳

者
は
、
か
く
の
ご
と
し
のtathā

と
来
た
れ
る
のāgata

と
解
し
て
、
か
く
の
ご
と
く

来
た
れ
る
「
如
来
」
と
訳
し
た
。
修
行
を
完
成
し
、
真
理
を
体
現
し
た
全
き
人
を
い

う
。

 

　

釈
尊
在
世
の
頃
の
イ
ン
ド
で
は
、
一
般
の
諸
宗
教
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
呼
称
で
あ

る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
、
ア
ル
ダ
マ
ー
ガ
デ
ィ
ー
語
で
、
修
行
完
成
者
の
こ
と
を

tathāgaya

と
い
う
。

 

　

如
来
・
応
供
・
正
遍
知
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間
解
・
無
上
士
・
調
御
丈
夫
・
天
人

師
・
仏
世
尊
か
ら
成
る
、
仏
の
十
号
の
第
一
が
如
来
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
で
は
、「
真

如
よ
り
来
生
す
る
も
の
」
の
意
に
解
し
、
悟
り
の
妙
処
で
あ
る
真
如
か
ら
、
あ
る
が
ま

ま
の
絶
対
の
真
理
に
し
た
が
っ
て
現
わ
れ
来
て
、
真
理
の
体
現
者
と
し
て
、
生
き
と
し

生
け
る
一
切
の
衆
生
を
教
え
導
く
と
い
う
、
活
動
的
な
側
面
か
ら
名
付
け
た
仏
の
異
名

が
、「
如
来
」
で
あ
る
。

 

　

如
来
は
、
仏
の
こ
と
を
い
う
が
、『
法
華
文
句
』
巻
九
に
は
、
法
身
如
来
・
報
身
如

来
・
応
身
如
来
の
三
如
来
を
挙
げ
る
。
こ
れ
も
、「
法ほ

っ
ぽ
う
お
う

報
応
の
三さ

ん
じ
ん身

」
と
い
う
。

 

　
「
法ほ

っ
し
ん身

」
は
、
こ
の
宇
宙
の
本
体
、
理
体
、
す
な
わ
ち
真
如
を
い
う
。
理
仏
身
で
あ

る
か
ら
、
一
定
の
す
が
た
形
を
具
え
る
こ
と
な
く
、
宇
宙
全
体
に
く
ま
な
く
遍
く
行
き

渡
っ
て
い
る
。「
報ほ

う
じ
ん身

」
は
、
仏
が
無
量
無
辺
の
修
行
を
積
ん
で
、
そ
の
結
果
と
し
て

得
ら
れ
た
智
慧
身
で
あ
る
。
有
始
無
終
で
、
悟
り
の
初
め
は
あ
る
が
滅
す
る
終
わ
り
の

な
い
広
大
の
身
で
、
こ
れ
が
仏
の
真
実
身
で
あ
る
。「
応お

う
じ
ん身

」
は
、
仏
の
真
実
身
で
あ

る
報
身
か
ら
、
こ
の
世
界
に
現
わ
れ
出
で
、
劣
っ
た
凡
夫
に
応
じ
て
す
が
た
形
を
現
わ

し
た
劣れ

つ
お
う
じ
ん

応
身
で
、
生
け
る
衆
生
を
教
化
す
る
仏
で
あ
る
。
釈
尊
・
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
応

身
で
あ
る
。
応
身
は
、
三さ

ん
じ
ゅ
う
に
そ
う

十
二
相
八は

ち
じ
っ
し
ゅ
ご
う

十
種
好
と
い
う
妙
な
る
す
が
た
形
を
具
え
、
一
丈

六
尺
の
い
わ
ゆ
る
丈じ

ょ
う
ろ
く六
の
金こ

ん
じ
き
し
ん

色
身
を
現
わ
す
。

 

　

応
身
仏
・
応
身
如
来
が
居
住
す
る
と
こ
ろ
は
、
仏
も
衆
生
も
同
居
雑
居
で
あ
る
、
同ど

う

居ご

土ど

で
あ
る
。
報
身
仏
・
報
身
如
来
は
、
十
蓮
華
蔵
世
界
と
い
う
、
無
量
無
辺
の
世
界

を
微
塵
と
し
て
、
そ
の
微
塵
の
数
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
殊
勝
な
相
好
を
具
え
た
仏
で
あ

り
、
娑
婆
世
界
と
は
大
い
に
異
な
る
理
想
世
界
で
あ
る
、
実じ

っ
ぽ
う
ど

報
土
に
居
住
す
る
。
法
身

仏
・
法
身
如
来
は
、
法ほ

っ
し
ん
ど

身
土
に
居
住
す
る
。

参
考
│
│
「
三さ

ん
し
ゅ
う周
説せ

っ
ぽ
う法

」
に
つ
い
て

 

　
「
三
周
説
法
」
は
、
法
華
三
周
と
も
い
う
。『
法
華
経
』
の
前
十
四
品
の
迹
門
の
説
法

で
、
声
聞
を
教
化
教
導
し
て
一
仏
乗
の
教
え
に
入
ら
せ
る
た
め
に
、
聴
聞
す
る
声
聞
乗

の
機
根
の
上
・
中
・
下
に
応
じ
て
、
前
後
三
回
繰
り
返
し
て
説
法
し
た
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
法ほ

う
せ
つ
し
ゅ
う

説
周
」
│
│
方
便
品
第
二
か
ら
譬
喩
品
第
三
の
途
中
ま
で
は
、
上
根
の
声
聞
の

た
め
に
、
十
界
・
十
如
・
権
実
の
法
が
諸
法
実
相
に
あ
る
妙
理
（
既
出
：
詳
細
は
、
序

王
・
譚
玄
本
序
を
参
照
さ
れ
た
い
）
を
明
か
し
説
い
た
。
こ
の
仏
知
見
を
開
示
悟
入
す

る
仏
の
本
意
は
、
生
け
る
も
の
す
べ
て
に
開
示
悟
入
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
聴
聞
者
に
は
、
機
根
の
違
い
が
歴
然
と
し
て
存
在
し
た
。
あ
る
者
に
は
真
実
を
明

か
す
が
、
真
実
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
は
方
便
を
説
き
、
真
実
を
明
か

す
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
、
機
根
が
熟
す
る
の
を
待
っ
た
。
権
と
実
と
の
違
い
は
、
仏

の
本
意
に
適
い
、
衆
生
の
機
根
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
違
い
だ
け
に
あ
っ
た
。
仏

の
教
え
そ
の
も
の
に
、
権
と
実
と
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
三
乗
に
分
か
れ
る
の
は
、
教

え
に
三
乗
の
区
別
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
仏
の
教
え
を
聴
聞
す
る
機
根
が
同
一
で
は

な
い
か
ら
、
方
便
と
し
て
三
乗
の
区
別
が
立
て
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
機
根
が
一
様
に

な
れ
ば
、
百
の
川
の
水
が
海
の
水
に
合
わ
さ
る
よ
う
に
、
三
乗
の
教
え
は
一
仏
乗
の
教

え
に
収
斂
す
る
。
こ
の
よ
う
に
教
え
を
聴
聞
し
て
、
舎
利
弗
は
、
悟
り
を
開
き
、
一
仏

乗
に
入
っ
た
。
舎
利
弗
に
仏
は
、
成
仏
を
保
証
す
る
記
別
を
与
え
た
。
法
説
周
は
、
こ

の
説
法
を
い
う
。

 

　
「
譬ひ

喩ゆ

周し
ゅ
う

」
│
│
譬
喩
品
第
三
の
途
中
の
長
者
火
宅
の
喩
え
か
ら
授
記
品
第
六
ま
で

は
、
中
根
の
た
め
に
教
え
が
説
か
れ
た
。
燃
え
盛
る
館
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
な

場
所
に
逃
れ
出
た
の
を
見
た
長
者
が
、
子
ど
も
達
に
等
し
く
大だ

い
び
ゃ
く白
牛ご

車し
ゃ

を
与
え
た
よ

う
に
、
仏
も
ま
た
、
わ
が
子
で
あ
る
衆
生
が
三
界
の
苦
を
逃
れ
、
涅
槃
の
安
楽
に
達
し

た
の
を
見
て
、
等
し
く
大
乗
を
与
え
る
こ
と
に
、
仏
の
本
意
が
あ
る
こ
と
を
説
く
の

が
、
こ
の
喩
え
の
主
旨
で
あ
る
。

 

　

長
者
は
初
め
、
子
供
た
ち
が
欲
し
い
と
い
っ
た
羊
・
鹿
・
牛
の
三
車
を
与
え
る
と
約

束
し
た
。　

長
者
の
本
意
は
、
終
始
変
わ
る
こ
と
な
く
大
白
牛
車
を
与
え
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
仏
が
三
乗
を
説
き
明
か
し
た
の
は
、
衆
生
の
機
根
に
合
わ
せ
た
だ

け
の
こ
と
で
あ
る
。
真
実
を
明
か
す
一
仏
乗
に
導
く
た
め
に
、
生
け
る
一
切
の
衆
生
の

機
根
が
成
熟
す
る
ま
で
、
仏
が
、
説
き
示
し
た
の
が
三
乗
と
い
う
方
便
で
あ
っ
た
。
仏

の
本
意
は
、
無
上
の
教
え
で
あ
る
大
乗
の
一
仏
乗
の
教
え
に
よ
っ
て
、
衆
生
を
仏
知
見

に
入
ら
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

 

　

こ
れ
が
「
三
乗
方
便
一
乗
真
実
」
で
あ
る
。
教
化
教
導
に
は
三
乗
の
方
便
は
あ
っ
て
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要　

第
三
七
号

も
、
仏
の
教
え
そ
の
も
の
に
は
、
権
と
実
と
の
別
は
あ
り
得
な
い
。
大
白
牛
車
は
、
権

実
無
別
の
一
仏
乗
を
示
し
て
い
る
。
授
記
品
で
は
、
迦
葉
・
須
菩
提
・
迦
旃
延
・
目
連

の
四
大
声
聞
が
悟
り
を
得
、
一
仏
乗
に
入
り
、
仏
か
ら
記
別
を
得
た
。
譬
喩
周
は
、
こ

の
説
法
を
い
う
。

 

　
「
因い

ん
ね
ん
し
ゅ
う

縁
周
」
│
│
化
城
喩
品
第
七
か
ら
授
学
無
学
人
記
品
第
九
ま
で
は
、
下
根
の
富

楼
那
や
憍
陳
如
な
ど
を
含
め
た
千
二
百
人
の
声
聞
乗
と
、
下
根
の
阿
難
や
羅
睺
羅
を
含

め
た
二
千
人
の
た
め
に
教
え
が
説
か
れ
た
。
大
通
智
勝
仏
の
成
道
と
十
六
王
子
と
の
因

縁
を
説
い
て
、『
法
華
経
』
が
現
世
だ
け
で
な
く
、
久
遠
の
昔
か
ら
諸
仏
に
よ
っ
て
説

か
れ
続
け
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
法
を
聞
く
弟
子
た
ち
も
今
世
だ
け
の
繋
が
り
で

は
な
く
、
過
去
世
か
ら
の
遠
い
繋
が
り
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、『
法
華
経
』
の
一
乗

真
実
を
永
遠
の
時
間
の
な
か
に
組
み
入
れ
た
。
そ
し
て
二
乗
は
方
便
で
、
二
乗
人
は
本

来
菩
薩
で
あ
り
、
仏
か
ら
記
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
二
乗
作
仏
を
説
き
、
菩
薩
を

加
え
た
「
三
乗
方
便
一
乗
真
実
」
を
明
か
し
た
。
こ
の
教
え
に
よ
っ
て
、
富
楼
那
を
始

め
千
二
百
人
の
阿
羅
漢
と
、
阿
難
や
羅
睺
羅
を
含
め
た
二
千
人
が
記
を
受
け
、
一
仏
乗

に
入
っ
た
。
因
縁
周
は
、
こ
の
説
法
を
い
う
。

（
22
）
結
と
は
＝
「
結
」
は
、
曲
げ
る
の
意
の
語
原
「
屈
」
か
ら
き
て
い
る
。
糸
の
端
に

結
び
目
を
作
る
の
意
か
ら
、
互
い
に
結
び
合
わ
せ
る
の
意
と
な
っ
た
。
糸
で
結
わ
え
結

ぶ
の
意
か
ら
、
結
ぶ
や
結
わ
え
る
の
意
に
一
般
的
に
使
わ
れ
る
。
心
が
結
ぼ
れ
て
解
け

な
い
の
意
か
ら
、
結
び
つ
け
る
束
縛
、
煩
悩
の
束
縛
を
い
う
。
仏
教
で
は
、
貪
欲
・
瞋

恚
・
慢
・
見
・
疑
・
戒
禁
取
・
有
貪
・
嫉
・
慳
・
無
明
の
十
結
・
十
結
使
を
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
、
結
経
や
、
結
講
や
、
結
座
や
、
結け

つ
じ
ゅ
う集
の
結
の
よ
う
な
、
結
ぶ
・
束
ね

る
の
意
か
ら
、
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
い
い
、
煎
じ
詰
め
、
論
じ
詰
め
た
結
論
の
意
と

取
る
。

 

　
「
結
」
は
、
七
番
共
解
第
一
章
の
「
標
章
」、
第
一
節
の
「
釈
名
」
の
第
三
の
立
場
を

い
う
。

 

　

つ
ま
り
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
の
教
化
教
導
の
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
説
が
、
一
切
の
衆

生
に
仏
知
見
を
開
示
悟
入
さ
せ
、
一
切
の
衆
生
を
残
ら
ず
救
い
取
る
と
い
う
、
仏
出
世

の
本
意
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
真
実
の
「
実
」
と
方
便
の
「
権
」
と
を

識
別
し
、
仏
の
教
化
教
導
が
片
寄
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、「
麁
」
と
「
妙
」

と
を
識
別
し
、『
妙
法
蓮
華
経
』
が
妙
法
で
あ
る
理
由
を
論
じ
詰
め
よ
う
と
す
る
の

が
、「
結
」
で
あ
る
。

 

　

華
厳
は
兼
、
三
蔵
は
但
、
方
等
は
対
、
般
若
は
帯
で
あ
り
、
四
時
の
教
え
は
い
ず
れ

も
権
で
あ
り
麁
で
あ
る
。
し
か
し
法
華
は
兼
な
く
、
但
な
く
、
対
な
く
、
帯
な
く
、
実

で
あ
り
妙
で
あ
り
、
純
円
教
で
あ
る
絶
待
妙
と
す
る
結
論
を
い
う
の
が
、「
結
」
の
本

旨
で
あ
る
。

（
23
）
華
厳
は
兼
、
三
蔵
は
但
、
方
等
は
対
、
般
若
は
帯
な
り
。
こ
の
経
は
、
ま
た
兼
・

但
・
対
・
帯
な
し
＝
⑴
「
華
厳
は
兼
」
に
つ
い
て

 

　
『
華
厳
経
』
の
教
説
は
主
と
し
て
円
教
で
あ
る
が
、
一
切
の
衆
生
を
済
度
す
る
と
い

う
仏
の
本
意
に
反
し
て
、
二
乗
に
と
っ
て
は
聾
の
ご
と
き
唖
の
ご
と
き
教
え
と
な
り
、

二
乗
を
一
仏
乗
に
導
く
教
化
教
導
が
欠
落
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、『
華
厳
経
』
の
行
布

門
で
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
妙
覚
と
い
う
、
菩
薩
の
行
位
と
し
て
四
十
一

位
を
段
階
的
に
説
い
て
い
る
こ
と
の
、
二
点
か
ら
純
粋
の
円
教
で
は
な
く
、
別
教
を
兼

ね
て
い
る
と
し
て
、「
兼
」
と
い
う
。

 

　

⑵
「
三
蔵
は
但
」
に
つ
い
て

 

　

第
二
鹿
苑
時
の
教
え
は
、
三
蔵
教
す
な
わ
ち
四
阿
含
で
あ
る
。
四
阿
含
は
、
現
象
し

存
在
す
る
一
切
の
事
象
は
相
即
相
入
し
て
円
融
し
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
を

仏
と
な
る
道
に
導
く
と
説
く
円
教
の
教
え
が
欠
落
し
て
い
る
。
衆
生
は
因
縁
に
よ
っ
て

生
滅
す
る
が
、
一
切
の
事
象
は
実
在
で
あ
る
と
す
る
、「
人
空
（
我
空
と
も
、
生
空
と

も
い
う
）
法
有
」
を
説
く
三
蔵
教
の
空
の
理
だ
け
を
説
き
、
阿
羅
漢
を
終
極
と
す
る
の

で
、「
但
」
と
い
う
。

 

　

⑶
「
方
等
は
対
」
に
つ
い
て

 

　

第
三
方
等
時
の
教
え
は
、
人
空
法
有
の
但
空
を
説
く
「
蔵
教
」
と
、
人
法
二
空
の
体

空
を
説
く
「
通
教
」
と
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
仏
が
非
有
非

空
の
但
中
の
理
を
説
く
「
別
教
」
と
、
現
象
し
存
在
す
る
一
切
の
事
象
は
相
即
相
入
し

て
円
融
し
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
を
仏
と
な
る
道
に
導
き
、
不
但
中
の
理
を

説
く
「
円
教
」
と
い
う
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
並
べ
て
相
対
し
、
小
乗
と
大
乗

と
を
対
比
し
て
説
き
、
小
乗
を
否
定
し
大
乗
を
讃
歎
す
る
の
で
、「
対
」
と
い
う
。

 
　

方
等
部
の
経
典
は
、「
対
教
」
と
も
い
う
。
小
乗
の
教
え
と
大
乗
の
教
え
と
を
対
比

し
て
説
き
、
し
か
も
大
乗
の
教
え
に
よ
っ
て
小
乗
の
教
え
が
劣
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ

て
、
二
乗
人
に
耻
小
慕
大
の
心
を
生
じ
さ
せ
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
廻
小
向
大
、

小
乗
の
教
え
を
巡
ら
せ
て
大
乗
に
向
か
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

　
「
対
」
は
、
向
か
い
合
っ
て
立
つ
の
「
対
立
」
や
、
面
と
向
か
う
、
並
べ
る
な
ど
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

の
、
相
手
と
し
て
の
意
を
い
う
。

 
　

こ
こ
で
は
「
対
」
は
、
対
説
と
対
破
の
二
義
を
い
う
。

 
　
「
対
説
」
は
、
大
乗
人
の
た
め
に
大
乗
を
説
き
、
小
乗
人
の
た
め
に
小
乗
を
説
き
、

小
乗
も
大
乗
も
頭
を
並
べ
て
説
く
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
対
破
」
は
、
後
の
三
大
乗
の
通
・
別
・
円
で
、
初
め
の
小
乗
、
す
な
わ
ち
三
蔵
教

は
、
中
・
中
道
の
理
が
な
い
か
ら
劣
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
て
、
大
乗
を
顕
わ
す
こ
と
、

つ
ま
り
、
小
乗
の
教
え
を
究
極
の
教
え
で
あ
る
と
執
着
す
る
こ
こ
ろ
を
開
き
明
か
し

て
、
大
乗
の
教
え
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
顕
わ
す
こ
と
を
い
う
。

 

　

別
の
説
に
、
方
等
の
「
対
」
に
並
対
、
相
対
、
対
破
の
三
種
の
意
義
が
あ
る
と
い

う
。

 

　
「
並
対
」
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
を
並
列
し
て
説
き
、
大
乗
と
小
乗
の
機
根
に
教
え

る
こ
と
を
い
う
。「
相
対
」
は
、
小
乗
の
浅
い
教
え
に
対
し
て
、
大
乗
の
勝
れ
た
教
え

を
、
大
乗
の
機
根
に
教
え
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
逆
、
つ
ま
り
大
乗
の
勝
れ
た
教
え
に

対
し
て
、
小
乗
の
浅
い
教
え
を
、
小
乗
の
機
根
に
教
え
る
こ
と
は
意
味
し
な
い
。「
対

破
」
は
、
大
乗
に
よ
っ
て
小
乗
を
破
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
三
種
の
意
義
の
な
か
で

は
、
第
三
の
「
対
破
」
が
中
心
と
さ
れ
る
。

 

　

⑷
「
般
若
は
帯
」
に
つ
い
て

 

　

第
四
般
若
時
の
教
え
は
、
現
象
し
存
在
す
る
一
切
の
事
象
は
相
即
相
入
し
て
円
融

し
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
を
仏
に
な
る
道
に
導
く
、
仏
の
真
実
の
教
え
を
説

く
「
円
教
」
に
、
人
法
二
空
の
体
空
を
説
く
「
通
教
」
と
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
理

解
で
き
る
よ
う
に
、
仏
が
非
有
非
空
の
但
中
の
理
を
説
く
「
別
教
」
と
の
、
通
教
と
別

教
と
を
円
教
を
説
く
と
き
に
も
差
し
挟
み
、
帯
び
て
説
き
、
通
教
と
別
教
と
円
教
と
で

帯お
び

の
よ
う
に
道
を
造
っ
て
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
を
運
ぶ
の
で
、「
帯
」
と
い
う
。

 

　

別
教
の
空
・
仮
・
中
の
三
諦
は
、
段
階
を
経
る
も
の
で
、
円
融
相
即
に
至
ら
な
い
。

中
は
、
空
と
仮
と
に
対
し
て
、
隔
て
が
あ
り
、
別
々
で
あ
る
か
ら
、
但
中
と
い
う
。

 

　

⑸
「
こ
の
経
は
ま
た
兼
・
但
・
対
・
帯
な
し
」
の
「
法
華
の
純
」
に
つ
い
て

 

　

第
五
法
華
涅
槃
時
の
教
え
は
、
仏
が
悟
っ
た
真
実
の
教
え
を
説
く
。

 

　
「
十
界
・
十
如
・
権
実
の
法
」、
す
な
わ
ち
わ
た
し
の
眼
前
に
現
前
す
る
一
切
の
現
象

や
事
物
が
、
縦
か
ら
観
て
も
、
横
か
ら
観
て
も
、
円
妙
で
あ
り
、
円
満
で
あ
り
、
円
足

で
あ
り
、
円
頓
で
あ
っ
て
、
円
融
不
可
思
議
の
諸
法
実
相
に
あ
り
、
一
切
の
事
象
の
有

り
様
は
即
空
・
即
仮
・
即
中
に
あ
り
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
中
は
、
空
と
仮
と
を

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
中
に
収
め
る
不
但
中
に
あ
る
か
ら
、
一
切
は
一
仏
乗
に
収
斂
し
、

一
切
の
衆
生
は
残
ら
ず
救
わ
れ
、
仏
に
成
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
第

五
時
の
『
法
華
経
』
は
、
兼
で
も
な
け
れ
ば
、
但
で
も
な
け
れ
ば
、
対
で
も
な
け
れ

ば
、
帯
で
も
な
い
と
い
う
。

 

　

第
五
時
の
法
華
で
は
、『
法
華
経
』
を
聴
聞
す
る
者
は
、『
法
華
経
』
を
受
容
す
る
の

に
相
応
し
い
素
質
や
能
力
や
性
質
の
人
ば
か
り
に
な
っ
て
お
り
、
三
乗
の
教
え
は
仮
の

教
え
で
あ
り
、
一
仏
乗
の
教
え
が
真
実
の
教
え
あ
る
と
打
ち
明
け
、
三
乗
の
教
え
を
廃

し
、
一
仏
乗
の
教
え
を
顕
わ
し
、
三
乗
を
一
つ
に
し
て
一
仏
乗
に
入
ら
せ
る
か
ら
、
教

え
は
純
粋
で
、
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
で
、「
今
円
昔
円
円
体
無
殊
」、
法
華
時
の

円
と
、
華
厳
・
方
等
・
般
若
の
三
時
の
円
と
で
、
円
の
本
体
に
違
い
は
な
い
が
、
華
厳

は
別
教
を
兼
ね
具
え
、
方
等
は
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
対
説
し
対
破
し
、
般
若
は

円
教
に
通
・
別
の
二
経
を
挟
帯
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
法
華
経
』
は
声
聞
・
縁
覚

の
二
乗
人
、
そ
れ
に
菩
薩
を
加
え
て
三
乗
人
は
勿
論
、
一
切
の
衆
生
を
仏
と
な
る
道
に

導
き
尽
く
し
て
、
積
み
残
す
こ
と
が
な
く
、
教
意
は
す
べ
て
仏
の
本
意
に
適
っ
て
い
る

か
ら
、
純
一
無
雑
で
純
円
独
妙
の
「
純
」
と
す
る
。

 

　
『
法
華
経
』
は
、
た
だ
一
仏
乗
の
真
実
の
教
え
だ
け
を
説
く
「
純
円
教
」
で
あ
り
、

『
涅
槃
経
』
は
、
追
説
で
は
四
教
を
並
べ
て
説
き
、
追
泯
で
は
円
教
と
な
る
。
法
華
の

円
、
つ
ま
り
今こ

ん
え
ん円
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
華
厳
・
方
等
・
般
若
の
円
、
つ
ま
り
昔し

ゃ
く
え
ん円

と
、
教
え
そ
の
も
の
は
仏
の
悟
り
で
あ
る
か
ら
違
い
は
な
い
と
し
て
も
、
つ
ま
り
「
今

円
昔
円
円
体
無
殊
」
で
あ
っ
て
も
、
作
用
に
優
劣
が
あ
る
か
ら
、
今
円
は
純
円
独
妙
の

「
開
顕
円
」
で
あ
る
と
し
、
今
円
は
華
厳
・
方
等
・
般
若
の
前
三
時
の
昔
円
を
越
え
、

勝
れ
て
い
る
と
す
る
。

参
考
│
│
「
華
厳
は
兼
」
に
つ
い
て

 

　
『
華
厳
経
』
は
、
円
融
門
と
行
布
門
と
に
二
分
さ
れ
る
。

 

　

円え
ん
ゆ
う
も
ん

融
門
・
円
融
相
摂
門
は
、
菩
薩
が
進
ん
で
仏
果
に
至
る
と
き
、
そ
の
地
位
が
次
第

に
累
進
す
る
と
み
ず
、
横
に
一
つ
の
位
を
得
れ
ば
こ
れ
に
一
切
の
位
を
収
め
、
お
の
お

の
の
位
が
互
い
に
通
じ
る
と
み
る
立
場
に
あ
る
。
一
行
即
一
切
行
や
、
一
位
即
一
切
位

が
、
こ
れ
で
あ
る
。
一
切
の
事
象
は
融
通
無
礙
で
、
相
即
相
入
し
、
一
位
の
な
か
に
一

切
位
、
つ
ま
り
す
べ
て
の
階
位
を
収
め
、
低
い
階
位
に
あ
っ
て
も
す
で
に
究
極
の
悟
り

を
完
成
し
て
い
る
と
す
る
。

 

　

そ
し
て
、
現
象
し
存
在
す
る
一
切
の
事
象
は
、
本
来
具
え
て
い
る
悟
り
そ
の
も
の
を

224



─　  （　）─64

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
七
号

い
う
理り

し
ょ
う性
の
徳
の
は
た
ら
き
と
す
る
立
場
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
事
法
界
・
理
法

界
・
理
事
無
礙
法
界
・
事
事
無
礙
法
界
か
ら
成
る
四
法
界
を
明
か
し
て
い
る
。、

 
　
『
華
厳
経
』
は
、
一
切
の
事
象
は
、
相
互
に
密
接
に
関
連
し
合
い
、
相
即
相
入
・
円

融
し
て
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
真
実
を
悟
っ
た
、
仏
の
自
内
証
を
そ
の
ま
ま
を
明

か
し
て
い
る
。

 

　

行ぎ
ょ
う
ふ
も
ん

布
門
・
次
第
行
布
門
は
、
修
行
に
順
次
十
の
段
階
が
あ
り
、
最
後
に
十
地
の
段
階

が
あ
る
と
し
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
妙
覚
の
四
十
一
位
か
ら
成
る
菩
薩
の

行
位
を
挙
げ
る
。
こ
の
行
位
を
段
階
的
に
修
行
し
て
浅
か
ら
深
へ
と
進
み
、
終
に
仏
果

に
至
る
と
説
い
て
い
る
。
行
布
門
は
、
教
え
を
説
き
表
わ
す
た
め
の
手
立
て
を
明
ら
か

に
す
る
立
場
に
あ
る
。

 

　

行
布
門
は
差
別
の
面
を
表
わ
し
、
円
融
門
は
平
等
の
面
を
表
わ
す
。

 

　

華
厳
宗
で
は
、
三
乗
の
諸
経
は
、
い
ず
れ
も
行
布
の
一
面
に
と
ど
ま
る
が
、
華
厳
の

円
教
は
、
差
別
的
な
相
が
そ
の
ま
ま
理
性
の
徳
用
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
行
布
と
円
融

と
は
矛
盾
し
な
い
と
し
、
円
融
門
に
よ
っ
て
信
満
成
仏
、
十
信
の
よ
う
な
初
歩
的
な
段

階
で
も
、
最
後
で
あ
る
満
位
で
仏
果
を
完
成
す
る
と
説
く
。

 

　

こ
れ
に
対
し
て
智
顗
は
、『
華
厳
経
』
の
円
融
門
は
、
仏
の
悟
り
そ
の
も
の
を
明
か

し
て
お
り
、
円
教
に
違
い
が
な
い
が
、
行
布
門
は
、
教
え
を
説
き
表
わ
す
た
め
の
手
立

て
を
明
ら
か
に
す
る
立
場
に
あ
り
、
別
教
の
立
場
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
『
華
厳

経
』
は
、『
法
華
経
』
の
よ
う
に
、
純じ

ゅ
ん
い
ち一
無む

ぞ

う雑
で
純
円
独
妙
の
円
教
と
は
な
っ
て
い
な

い
、
と
す
る
立
場
に
あ
る
。

 

　
『
華
厳
経
』
会
座
の
説
法
は
、
声
聞
と
縁
覚
の
二
乗
人
に
は
、
聾
の
ご
と
く
唖
の
ご

と
く
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
仏
道
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
二
乗
人
を
残
す

こ
と
は
、
一
切
の
衆
生
に
仏
知
見
を
開
示
悟
入
し
て
、
仏
と
な
る
道
に
導
こ
う
と
す

る
、
仏
の
本
意
に
反
す
る
。
仏
の
本
意
の
反
す
る
事
実
を
、
別
教
と
い
う
こ
と
ば
で
表

わ
す
。

 

　

天
台
で
は
、『
華
厳
経
』
は
行
布
門
の
教
え
を
含
む
か
ら
、『
法
華
経
』
の
よ
う
に
、

純
一
無
雑
で
純
円
独
妙
の
円
教
で
は
な
い
と
し
、
円
教
よ
り
も
下
位
の
別
教
に
相
当
さ

せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
天
台
の
五
時
八
教
の
教
相
判
釈
で
は
、『
華
厳
経
』
は
、
純

円
で
は
な
く
、
円
兼
一
別
と
し
て
第
一
時
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
安
藤
俊
雄
『
天

台
学
│
根
本
思
想
と
そ
の
展
開
│
』
六
九
頁
参
照
）。

 

　

な
お
『
華
厳
経
』
が
、
円
教
に
別
教
を
兼
ね
る
と
す
る
の
は
、『
天
台
四
教
儀
』

（『
大
正
蔵
』
四
六
・
七
七
四
ｃ
、
七
七
五
ｂ
、
七
七
五
ｃ
）
に
、
三
段
に
わ
た
っ
て
明

か
し
て
い
る
。

 

　
「
も
し
機
に
約
し
教
に
約
す
れ
ば
、
未
だ
権
を
兼
ね
る
こ
と
を
免
れ
ず
。
い
わ
く
、

『
初
発
心
の
と
き
す
な
わ
ち
正
覚
を
成
ず
』
等
の
文
は
、
円
機
の
た
め
に
円
教
を
説
く

な
り
。
処
々
に
行
布
次
第
を
説
く
は
、
す
な
わ
ち
権
機
の
た
め
に
円
教
を
説
く
な
り
。

ゆ
え
に
部
に
約
し
て
頓
と
な
し
、
教
に
約
し
て
兼
と
な
づ
く 

云
々
」
と
あ
り
、
機
根
と

教
え
の
二
面
か
ら
別
教
を
兼
ね
る
こ
と
を
明
か
し
、
行
布
門
を
説
く
の
は
三
乗
の
た
め

で
あ
る
と
し
、
こ
れ
が
「
華
厳
は
兼
」
と
い
わ
れ
る
理
由
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
。

 

　
「
華
厳
時
の
ご
と
き
は
、
円
は
実
、
別
は
権
に
し
て
お
の
お
の
相
即
せ
ず
。
大
は
小

を
納
れ
ず
。
ゆ
え
に
小
は
座
に
あ
り
と
い
え
ど
も
聾
の
と
ご
く
唖
の
ご
と
し
。
こ
の
故

に
、
所
説
の
法
門
は
広
大
円
満
な
り
と
い
え
ど
も
、
機
を
摂
す
る
こ
と
尽
く
さ
ざ
れ

ば
、
如
来
出
世
の
本
懐
を
暢
べ
た
ま
わ
ず 

云
々
」
と
あ
る
こ
の
一
段
は
、
大
乗
の
教
え

で
小
乗
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
ず
、
小
乗
人
に
と
っ
て
、
華
厳
の
教
え
は
ま
る
で
聾
の

と
ご
く
唖
の
ご
と
く
で
あ
り
、
華
厳
の
教
え
は
如
来
出
世
の
本
意
を
違
え
て
い
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。

 

　
「
い
わ
ゆ
る
二
乗
の
根
性
は
、
華
厳
の
座
に
あ
れ
ど
も
信
ぜ
ず
、
解
せ
ず
、
凡
情
を

変
ぜ
ず 

云
々
」
の
一
段
は
、
二
乗
は
、
華
厳
の
会
座
に
あ
っ
て
、
聾
の
ご
と
く
唖
の
ご

と
く
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
ね
て
明
か
し
て
い
る
。

（
24
）
専
ら
こ
れ
正
直
無
上
道
な
り
＝
「
専
ら
」
の
「
専
」
は
、
糸
巻
き
を
手
で
く
る
く

る
さ
せ
る
こ
と
が
原
義
。
糸
巻
き
は
赤
子
が
お
も
ち
ゃ
に
し
て
放
さ
な
い
こ
と
か
ら
、

独
り
占
め
の
意
と
な
っ
た
。
混
じ
り
気
が
な
い
こ
と
、
一
筋
に
の
意
を
い
う
。

 

　
「
こ
れ
」
の
「
是
」
は
、
第
五
法
華
涅
槃
時
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
い
う
。

 

　
「
正
直
」
は
、
一
般
的
に
、
こ
こ
ろ
の
持
ち
方
や
行
動
が
正
し
い
こ
と
い
う
方ほ

う
せ
い正

と
、
地
味
で
真
っ
直
ぐ
な
こ
と
を
い
う
質し

つ
ち
ょ
く直
と
を
合
わ
せ
た
方
正
質
直
の
こ
と
で
、

一
般
的
な
邪
曲
の
こ
こ
ろ
を
離
れ
た
こ
と
、
こ
こ
ろ
の
真
っ
直
ぐ
な
こ
と
を
い
う
。

 
　
『
万
民
徳
用
』
に
は
、「
正
直
と
い
う
に
浅
深
あ
り
。
理
を
曲
げ
ず
義
を
守
っ
て
、
五

倫
の
道
を
正
し
て
、
物
に
違
わ
ず
、
わ
た
し
の
心
な
き
を
ば
、
世
間
の
正
直
と
す
。
こ

れ
は
浅
き
よ
り
深
き
に
入
る
の
道
な
り
。
ま
た
仏
法
の
上
に
正
直
と
い
う
は
、
一
切
有

為
の
法
は
、
虚
妄
幻
化
の
偽
な
り
と
悟
り
て
、
本
来
本
法
性
・
天
然
自
性
身
の
ま
ま
に

用
う
る
を
、
真
の
正
直
と
す
」
と
あ
る
。
後
段
の
仏
法
の
上
に
い
う
正
直
は
、
一
切
の

生
け
る
も
の
は
、
本
来
そ
の
ま
ま
で
仏
で
あ
る
と
す
る
、
本
覚
思
想
を
正
直
と
す
る
と
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い
う
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
正
直
は
取
ら
な
い
。

 
　
『
法
華
文
句
』
巻
五
に
は
、「
天
台
で
、（
正
直
は
）
円
教
一
仏
乗
の
法
を
い
う
」
と

あ
る
。
正
直
は
、
正
直
道
の
意
を
い
う
。

 

　

正
直
は
、『
法
華
経
』
方
便
品
第
二
の
、「
い
ま
は
正
直
に
方
便
を
捨
て
て
、
た
だ
無

上
道
を
説
く
の
み
」
と
（『
大
正
蔵
』
九
・
一
〇
ａ
）
あ
る
、
方
便
を
捨
て
た
正
直
を

い
う
。
つ
ま
り
、
声
聞
は
阿
羅
漢
を
究
極
と
し
、
縁
覚
は
辟
支
仏
を
究
極
と
す
る
お
の

れ
の
思
い
込
み
を
捨
て
、
一
仏
乗
の
教
え
に
大
歓
喜
す
る
心
を
も
っ
て
、
一
仏
乗
に
帰

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
が
二
乗
を
仏
の
境
界
へ
引
き
入
れ
、
菩
薩
は
悟
り
の
完
成

に
努
力
す
る
上
求
菩
提
よ
り
、
下
化
衆
生
を
優
先
す
る
と
い
う
菩
薩
の
誓
願
を
、
他
人

事
で
は
な
く
、
自
分
自
身
に
必
須
で
不
可
欠
の
こ
と
と
し
て
、
誓
願
の
成
就
に
主
体
的

に
取
り
組
み
、
そ
の
上
、
三
乗
と
い
う
方
便
と
は
異
な
る
天
や
人
や
多
く
の
生
き
と
し

生
け
る
も
の
た
ち
の
心
底
の
意
向
に
応
じ
た
、
仏
塔
や
廟
の
建
立
、
形
像
や
仏
像
や
仏

画
の
制
作
、
花
や
香
や
旗
や
天
蓋
や
音
楽
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
方
便
も
含
め
て
、
一
切

の
方
便
を
投
げ
捨
て
る
、
の
意
を
い
う
。

 

　
「
無
上
道
」
は
、『
法
華
経
』
方
便
品
第
二
に
、
菩
薩
だ
け
で
な
く
、
千
二
百
の
羅
漢

で
す
ら
、「
心
に
大
歓
喜
を
生
ず
れ
ば
、
自
ら
ま
さ
に
作
仏
す
べ
し
と
知
る
」（『
大
正

蔵
』
九
・
一
〇
ｂ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
ろ
に
大
歓
喜
を
生
じ
て
、
仏
の
方
か
ら
仏

の
境
界
に
被ひ

し
ょ
う接
、
つ
ま
り
引
き
入
れ
ら
れ
る
、『
法
華
文
句
』
巻
第
五
上
（『
大
正
蔵
』

三
四
・
六
二
ｃ
）
の
「
正
直
一
道
」
の
一
乗
真
実
の
教
え
で
あ
る
、「
法
華
一
乗
」
の

一
仏
乗
の
教
え
を
い
う
。

（
25
）
故
に
称
し
て
、
妙
法
と
な
す
な
り
＝
「
妙
法
」
は
、
一
般
的
に
、
深
遠
微
妙
な
こ

と
わ
り
、
正
し
い
こ
よ
な
き
真
理
、
勝
れ
て
尊
い
仏
の
教
え
を
い
う
が
、
こ
れ
で
は
抽

象
的
に
過
ぎ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
。
妙
法
に
一
乗
を
加
え
て
「
妙
法
一
乗
」
と
熟
す

と
、『
法
華
経
』
に
説
く
一
仏
乗
の
教
え
を
い
う
と
な
る
。
こ
の
説
明
で
も
一
仏
乗
が

よ
く
分
か
ら
な
い
。
本
書
の
譚
玄
本
序
に
、「
い
う
と
こ
ろ
の
妙
は
、
不
可
思
議
の
法

を
褒
美
す
る
な
り
。
ま
た
妙
は
、
十
法
界
・
十
如
の
法
な
り
。
こ
の
法
は
す
な
わ
ち

妙
、
こ
の
妙
は
す
な
わ
ち
法
に
し
て
、
二
な
く
、
別
な
し
。
ゆ
え
に
妙
と
い
う
な
り
」

と
あ
る
。「
妙
」
は
不
可
思
議
で
あ
り
、「
法
」
は
不
可
思
議
で
あ
る
。「
不
可
思
議
」

で
あ
る
の
は
妙
で
あ
り
、
法
で
あ
る
。
妙
は
十
法
界
・
十
如
の
法
で
あ
り
、
十
法
界
・

十
如
の
法
は
妙
で
あ
り
、
妙
は
そ
の
ま
ま
法
、
法
は
そ
の
ま
ま
妙
で
あ
る
と
い
う
。

 

　

つ
ま
り
、
五
陰
と
十
二
入
と
十
八
界
の
陰
入
界
が
織
り
な
す
、
わ
た
し
の
一
瞬
の
こ

こ
ろ
が
、
地
獄
の
こ
こ
ろ
で
あ
っ
た
り
、
餓
鬼
の
こ
こ
ろ
で
あ
っ
た
り
、
時
に
は
、
畜

生
の
こ
こ
ろ
か
ら
仏
の
こ
こ
ろ
に
変
わ
っ
た
り
、
時
に
は
、
声
聞
の
こ
こ
ろ
か
ら
修
羅

の
こ
こ
ろ
に
堕
ち
た
り
す
る
。
こ
の
十
法
界
の
有
り
様
に
あ
る
こ
こ
ろ
が
、
そ
の
な
か

に
、
外
に
現
わ
れ
た
す
が
た
形
や
本
質
や
、
こ
の
す
が
た
形
と
本
質
を
具
え
た
そ
の
も

の
自
体
や
、
そ
の
も
の
に
潜
在
す
る
力
と
そ
れ
が
は
た
ら
く
作
用
な
ど
を
い
う
十
如
是

か
ら
観
て
真
実
で
あ
り
、
現
前
の
事
象
は
、
因
と
縁
と
が
和
合
し
た
空
と
し
て
等
し

く
、
空
で
あ
り
な
が
ら
現
前
す
る
仮
と
し
て
等
し
く
、
空
で
あ
り
仮
で
あ
り
な
が
ら
、

空
と
仮
と
を
超
え
た
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
で
さ
な
が
ら
に
現
象
し
て
い
る
中
と
し
て

等
し
い
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
有
り
様
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
一
切
の
差
別
は
あ
り

得
る
は
ず
が
な
い
。
一
切
の
事
象
は
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
に

現
前
し
て
い
る
と
い
う
真
実
は
、
こ
こ
ろ
の
認
識
を
超
え
、
表
現
す
る
術す

べ

を
失
う
不
可

思
議
・
不
可
説
そ
の
も
の
の
有
り
様
に
あ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
、「
妙
法
」

は
意
味
す
る
。

（
26
）
蓮
華
に
譬
う
と
は
、
例
す
る
に
麁
妙
あ
り
＝
「
蓮
華
」
は
、
泥
の
な
か
に
生
じ

て
、
色
と
香
り
が
美
し
く
、
清
浄
な
花
を
開
く
白
蓮
華
の
「
は
す
の
実
」
と
「
は
す
の

花
」
と
を
い
う
。
は
す
の
実
が
な
る
の
と
は
す
の
花
が
開
く
の
と
は
同
時
に
同
所
で
あ

り
、
は
す
の
花
の
な
か
の
花
床
に
多
数
の
は
す
の
実
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
法
華
経
』

に
譬
喩
と
さ
れ
る
。
蓮
華
は
、
蓮
華
そ
の
も
の
と
そ
の
譬
喩
と
の
二
を
い
う
。

 

　
「
為
蓮
故
華
」
は
、
は
す
の
実
を
も
っ
て
も
と
よ
り
の
は
す
の
花
で
あ
る
こ
と
を
い

い
、「
華
開
蓮
現
」
は
、
は
す
の
花
が
開
い
て
は
す
の
実
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
い
い
、

「
華
落
蓮
成
」
は
、
は
す
の
花
が
落
ち
て
は
す
の
実
が
完
熟
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ

が
蓮
華
の
三
喩
で
あ
り
、
は
す
の
花
と
は
す
の
実
と
で
、『
法
華
経
』
の
権
の
方
便
と

実
の
真
実
、
迹
門
と
本
門
と
に
例
え
る
。

 

　

な
お
、「
蓮
華
」
と
「
蓮
華
三
喩
」、「
本
迹
三
喩
」
と
「
本
迹
六
譬
」
と
の
詳
細

は
、
本
書
冒
頭
の
序
王
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

 
　
「
譬
」
は
、
七
番
共
解
第
一
章
の
「
標
章
」、
第
一
節
の
「
釈
名
」
第
四
の
立
場
を
い

う
。

 
　

こ
こ
で
は
、
第
一
節
の
「
釈
名
」
で
明
か
し
た
「
立
」「
分
別
」「
結
」
の
そ
れ
ぞ
れ

を
例
示
し
、
明
解
に
す
る
た
め
に
、
蓮
華
を
譬
喩
と
し
て
立
て
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
立
」
で
は
、
た
だ
妙
と
い
う
名
称
の
点
か
ら
説
き
明
か
し
て
い
る
が
、
兼
ね
て
華

厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
・
法
華
涅
槃
と
い
う
五
時
に
わ
た
る
こ
と
を
、「
深
を
開
し
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て
始
を
進
め
、
ま
さ
に
極
に
至
ら
し
む
」
の
な
か
に
含
ま
せ
て
お
り
、
蓮
華
に
麁
妙
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
秘
め
る
仏
の
教
え
の
本
意
と
し
て
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
の
教
え
が
妙

法
で
あ
る
こ
と
を
蓮
華
に
例
え
、
方
便
を
い
う
「
権
」
と
真
実
を
い
う
「
実
」、
本
門

を
い
う
「
本
」
と
迹
門
を
い
う
「
迹
」
と
を
開
廃
会
し
、
一
仏
乗
に
帰
入
す
る
の
が
、

「
譬
」
で
あ
る
。

 

　
「
例
す
」
の
例
は
、
一
般
に
、
た
ぐ
い
、
た
め
し
、
お
お
む
ね
、
か
ど
、
お
き
て
な

ど
の
意
を
い
い
、
国
訓
で
は
、
た
と
え
る
、
こ
と
よ
せ
る
、
た
と
え
ば
、
た
め
し
に
い

え
ば
の
意
を
表
わ
す
。

参
考
│
│
「
権
と
実
」
と
「
麁
と
妙
」
と
に
つ
い
て

 

　

こ
こ
で
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
う
ブ
ッ
ダ
釈
尊
の
教
え
が
、
仏
の
出
世
の
本
意

に
適
う
こ
と
を
、
蓮
華
に
こ
と
寄
せ
て
明
か
す
。
仏
の
本
意
に
適
わ
な
い
「
権
」
は
、

方
便
と
し
て
法
華
以
前
の
蔵
・
通
・
別
の
「
麁
」
の
教
え
を
必
要
と
し
、
仏
の
本
意
に

適
う
「
実
」
は
、
三
乗
も
等
し
く
一
仏
乗
に
帰
入
す
る
こ
と
を
許
し
、
四
味
を
離
れ
て

別
に
一
仏
乗
の
妙
味
は
な
く
、
前
四
味
が
直
ち
に
一
仏
乗
の
「
妙
」
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、
本
門
を
い
う
「
本
」
と
、
迹
門
を
い
う
「
迹
」
と
を
垂
開
廃
に
よ
っ
て
、
一

仏
乗
に
帰
入
す
る
こ
と
を
、
蓮
華
に
こ
と
寄
せ
て
明
か
し
て
い
る
。

 

　

声
聞
と
か
、
縁
覚
と
か
、
菩
薩
と
か
と
い
う
、
衆
生
の
機
根
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
衆
生
に
、
中
・
中
道
に
あ
る
諸
法
実
相
・
一
仏
乗
と
い
う
仏
知
見
を
開

示
悟
入
さ
せ
て
、
す
べ
て
の
衆
生
を
救
い
取
り
、
す
べ
て
を
仏
と
す
る
と
こ
ろ
に
仏
自

身
の
本
意
が
あ
る
。

 

　

こ
の
、
仏
の
本
意
に
適
っ
て
い
な
い
と
判
じ
る
の
が
「
権
」、
適
っ
て
い
る
と
判
じ

る
の
が
「
実
」
で
あ
る
。

 

　

現
実
に
は
、
衆
生
の
機
根
に
上
・
中
・
下
な
ど
の
差
違
が
あ
る
か
ら
、
仏
の
教
え
の

内
容
に
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
の
別
を
立
て
て
、
機
根
に
対
応
し
た
り
、
教
え
の
方

法
に
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の
四
教
の
別
を
立
て
て
、
機
根
に
対
応
し
た
り
、
仏
の
一

代
に
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
・
法
華
涅
槃
の
五
時
の
教
え
を
立
て
て
、
機
根
に
対

応
し
た
り
し
て
、
仏
の
説
法
が
一
様
で
な
く
、
仏
の
教
化
教
導
の
有
り
様
に
片
寄
り
が

あ
る
と
判
じ
る
の
が
「
麁
」
で
あ
り
、
片
寄
り
が
な
い
と
判
じ
る
の
が
「
妙
」
で
あ

る
。

 

　

八
万
四
千
を
数
え
る
法
門
を
、『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
と
、『
法
華
経
』
一
経
と
に

分
け
れ
ば
、『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
は
、
小
乗
と
大
乗
、
方
便
と
真
実
と
の
相
対
的

な
隔
た
り
が
あ
り
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
声
聞
に
は
小
聞
の

道
を
示
し
、
縁
覚
に
は
縁
覚
の
道
を
示
し
、
菩
薩
に
は
菩
薩
の
道
を
示
し
て
教
化
教
導

し
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
羅
漢
を
終
極
と
し
、
辟
支
仏
を
終
極
と
し
、
仏
を
終
極
と
す
る
。
こ

こ
で
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
の
差
別
が
あ
り
、
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の
差
別

が
あ
り
、
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
・
法
華
涅
槃
の
差
別
が
あ
り
、
三
乗
が
そ
れ
ぞ

れ
で
、
権
実
の
差
別
が
あ
る
。
仏
の
教
化
教
導
の
有
り
様
は
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
別
々
の
道
に
偏
執
し
片
寄
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、「
麁
」
で
あ
る
。

 

　

そ
れ
に
対
し
て
、『
法
華
経
』
は
、『
法
華
経
』
の
開
顕
に
よ
っ
て
、
小
乗
は
大
乗
に

至
る
途
中
の
道
で
あ
り
、
方
便
は
真
実
に
至
る
途
中
の
道
で
あ
る
と
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
小
乗
と
大
乗
、
方
便
と
真
実
と
の
隔
て
目
が
な
く
な
っ
て
融
合
し
て
大
乗
に
一
体

化
し
、
真
実
に
一
体
化
し
、
声
聞
も
、
縁
覚
も
、
菩
薩
も
、
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る

衆
生
も
そ
の
ま
ま
救
い
取
っ
て
、
仏
と
な
る
正
直
無
上
道
の
一
本
道
に
導
き
入
れ
る
か

ら
、
教
化
教
導
の
有
り
様
が
、
仏
に
直
結
す
る
真
っ
直
ぐ
な
一
本
道
に
あ
っ
て
片
寄
り

が
な
い
。

 

　
『
法
華
経
』
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
の
隔
て
目
を
除
く
か
ら
差
別
が
な
く
、

頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の
隔
て
目
を
除
く
か
ら
差
別
が
な
く
、
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・

般
若
・
法
華
涅
槃
の
隔
て
目
を
除
く
か
ら
差
別
が
な
く
、
一
仏
乗
に
会
入
す
る
か
ら
、

権
実
の
差
別
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
凡
夫
の
思
慮
分
別
と
い
う
迷
い
の
こ
こ
ろ
で
あ

る
、
妄
見
を
超
え
た
不
可
思
議
に
あ
り
、
不
可
説
に
あ
り
、
絶
待
に
あ
っ
て
、
比
べ
る

も
の
の
な
い
こ
と
を
、「
妙
」
で
あ
る
と
い
う
。

 

　
「
妙
」
は
、
対
象
と
し
て
、
妙
と
い
う
別
の
世
界
を
い
う
の
で
は
な
い
。
わ
た
し
が

そ
の
日
を
送
る
こ
の
世
界
に
あ
り
、
し
か
も
、
わ
た
し
と
思
う
こ
の
わ
た
し
自
身
が
、

い
ま
こ
こ
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
煩
悩
塗
れ
の
、
こ
の
心
そ
の
も
の
が
妙
で
あ
る
こ
と

を
い
う
。

 
　

華
厳
は
、
一
権
一
実
、
す
な
わ
ち
一
麁
一
妙
で
あ
る
。
一
実
か
ら
い
え
ば
、
華
厳
の

円
教
は
法
華
同
様
の
円
教
で
あ
る
が
、
機
根
が
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
の
で
、
四
十
一
位

の
別
教
の
麁
を
兼
説
す
る
。
大
乗
と
小
乗
が
相
い
隔
て
て
い
る
か
ら
、
小
乗
の
二
乗
人

は
そ
の
座
に
い
て
も
、
聾
の
ご
と
く
唖
の
ご
と
く
で
、
華
厳
説
法
の
利
益
を
受
け
な

い
。
華
厳
の
説
法
は
広
大
で
円
満
で
あ
る
が
、
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
の
四
乗
を
一
仏

乗
に
帰
入
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
行
布
次
第
を
説
く
か
ら
、
法
華
の
開
会
を
ま
っ
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て
、
一
麁
が
一
妙
に
帰
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

 
　

鹿
苑
に
は
妙
が
な
く
、
方
等
は
蔵
・
通
・
別
の
三
麁
と
円
の
一
妙
、
般
若
は
通
・
別

の
二
麁
と
円
の
一
妙
と
で
あ
る
。

 

　

こ
の
よ
う
に
、
法
華
以
前
は
み
な
権
と
実
、
大
と
小
と
を
相
い
隔
て
、
一
仏
乗
の
妙

に
達
し
な
い
。『
法
華
経
』
に
至
っ
て
、
法
華
以
前
の
四
味
の
麁
を
開
会
し
て
、
こ
の

四
味
に
離
れ
て
別
に
一
仏
乗
の
妙
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
四
味
が
直
ち
に
一
仏

乗
の
妙
で
あ
る
と
す
る
。

参
考
│
│
「
蓮
華
」「
蓮
華
蔵
世
界
」
に
つ
い
て

 

　
「
蓮
華
」
は
、
は
す
が
水
面
の
上
に
出
て
咲
か
せ
る
花
を
い
う
。
仏
典
に
出
る
蓮
華

は
、
中
国
や
日
本
の
円
形
の
葉
の
あ
る
も
の
と
異
な
り
、
楕
円
形
の
葉
の
睡
蓮
を
い

う
。

 

　

普
通
は
、
パ
ド
マ
（
紅
蓮
華
）・
ウ
ト
パ
ラ
（
青
蓮
華
）・
ク
ム
ダ
（
紅
白
の
二
種
）・

プ
ン
ダ
リ
ー
カ
（
白
蓮
華
）
の
四
種
を
い
う
が
、
ニ
ー
ロ
ー
ト
パ
ラ
（
青
蓮
華
）
を
加

え
て
五
種
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

　

単
に
蓮
華
と
い
う
と
き
は
、
主
と
し
て
パ
ド
マ
ま
た
は
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
を
指
し
て
い

る
。
な
お
蓮
華
の
詳
細
は
、
序
文
に
既
出
。
序
王
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

　

蓮
華
は
、
古
来
イ
ン
ド
で
最
も
重
ん
じ
ら
れ
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
話
で
は
、
宇
宙
の
最

初
に
大
水
の
な
か
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
が
現
わ
れ
、
そ
の
神
の
臍
の
な
か
に
千
の
花
び
ら

が
あ
る
金
色
の
蓮
華
を
生
じ
、
そ
の
な
か
に
梵
天
王
が
出
現
し
て
、
万
物
を
創
造
し
、

余
の
あ
ら
ゆ
る
生
類
を
生
む
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
バ
ラ
モ
ン
教
で
い
う
蓮

華
蔵
世
界
の
観
念
で
あ
る
。

 

　

仏
教
で
は
、
蓮
華
蔵
世
界
は
、
蓮
華
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る
、
毘
廬
舎
那
仏
の
浄
土

を
い
う
。
詳
し
く
は
、
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
と
い
い
、
ま
た
華
蔵
世
界
・
十
華
蔵
世
界

と
も
い
う
蓮
華
に
例
え
る
蓮
華
蔵
世
界
は
、
わ
れ
わ
れ
が
住
む
世
界
を
い
う
。

 

　
『
華
厳
経
』
に
よ
れ
ば
、
蓮
華
蔵
世
界
は
、
廬
舎
那
仏
の
誓
願
と
修
行
と
に
よ
っ
て

現
出
さ
れ
た
世
界
で
、
理
想
的
に
考
え
ら
れ
た
清
ら
か
な
境
界
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
世

界
の
最
低
に
風
輪
が
あ
り
、
そ
の
上
に
香
水
海
が
あ
り
、
こ
の
香
水
海
に
な
か
に
一
大

蓮
華
が
あ
り
、
こ
の
大
蓮
華
に
包
含
さ
れ
、
含
蔵
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
か
ら
、
蓮
華
蔵

と
名
づ
け
る
。

 

　

微
塵
数
の
多
く
の
世
界
が
、
二
十
重
に
重
な
り
合
う
中
央
世
界
を
中
心
と
し
て
、
百

十
一
個
の
世
界
が
あ
り
、
網
の
よ
う
に
巡
ら
さ
れ
て
世
界
網
を
構
成
し
、
仏
は
そ
の
な

か
に
出
現
し
て
、
衆
生
の
な
か
に
充
満
す
る
と
い
う
。『
華
厳
経
』
十
地
品
の
最
後
の

法
雲
地
の
益
一
切
智
位
と
名
付
け
る
三
昧
の
な
か
で
、
大
宝
蓮
華
が
忽
然
と
し
て
出
現

す
る
。
そ
の
花
は
広
大
で
、
量
は
百
万
の
三
千
大
千
世
界
に
等
し
く
、
十
の
三
千
大
千

世
界
の
微
塵
の
数
の
蓮
華
を
、
そ
の
眷
属
と
し
て
い
る
。

 

　
『
梵
網
経
』
に
よ
れ
ば
、
蓮
華
胎
蔵
世
界
・
蓮
華
海
蔵
世
界
は
、
千
葉
の
大
蓮
華
か

ら
な
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
葉
、
つ
ま
り
一
世
界
に
百
億
の
世
界
、
つ
ま
り
須
弥
・
四
天

下
・
南
閻
浮
提
が
あ
り
、
廬
舎
那
仏
は
、
そ
れ
ら
の
本
源
と
し
て
蓮
華
台
の
上
に
坐

し
、
自
身
を
変
化
さ
せ
て
千
の
釈
迦
と
な
っ
て
千
葉
の
世
界
に
拠
り
、
千
の
釈
迦
は
さ

ら
に
百
億
の
菩
薩
釈
迦
と
な
っ
て
、
各
菩
提
樹
下
で
説
法
す
る
と
い
う
。
東
大
寺
大
仏

の
蓮
弁
に
刻
ん
で
あ
る
も
の
は
、
こ
の
説
に
よ
っ
て
い
る
。

 

　

仏
・
菩
薩
の
座
を
蓮
華
と
し
、
そ
の
華
葉
が
泥
中
で
泥
に
染
ま
ら
な
い
こ
と
を
珍
重

し
、
譬
喩
と
し
て
取
り
上
げ
、『
法
華
経
』『
華
厳
経
』
な
ど
で
は
法
門
に
例
え
、
密
教

で
は
胎
蔵
界
の
標
幟
と
し
、
衆
生
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
心
を
表
わ
し
、
仏

を
象
徴
す
る
。

（
27
）
い
か
ん
が
、
麁
な
る
や
＝
こ
の
文
か
ら
後
は
、
前
出
の
「
分
別
」
を
例
え
る
譬
喩

で
あ
る
。

 

　
「
麁
」
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
を
い
う
。

 

　
「
妙
」
は
、『
法
華
経
』
一
経
を
い
う
。

参
考
│
│
「
麁
」
と
「
妙
」
と
に
つ
い
て

 

　
「
麁
」
は
、
字
義
そ
の
も
の
は
、
粗
雑
な
こ
と
、
粗
い
こ
と
を
い
う
。
粗
の
有
り
様

に
あ
る
の
が
、
世
間
一
般
に
現
象
し
、
存
在
し
て
い
る
事
象
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
象

は
、
わ
た
し
の
目
で
明
ら
か
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
麁
は
、
わ
た
し
の
目
で
、

は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

声
聞
と
か
、
縁
覚
と
か
、
菩
薩
と
か
が
も
つ
、
衆
生
の
機
根
の
い
か
ん
に
関
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
衆
生
に
、
中
・
中
道
に
あ
る
諸
法
実
相
・
一
仏
乗
と
い
う
仏
知
見
を
開

示
悟
入
さ
せ
て
、
衆
生
を
残
ら
ず
救
い
取
り
、
す
べ
て
を
仏
と
す
る
の
が
仏
自
身
の
本

意
で
あ
る
。
仏
出
世
の
本
懐
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

 
　

仏
の
本
意
に
適
っ
て
い
な
い
と
す
る
の
が
「
権
」、
適
っ
て
い
る
と
す
る
の
が
「
実
」

で
あ
る
。

 

　

仏
道
の
う
え
で
、
仏
の
本
意
に
適
う
の
は
、
五
時
八
教
で
は
、
純
円
教
を
明
か
す

『
法
華
経
』
だ
け
で
あ
る
。
純
円
教
の
『
法
華
経
』
以
外
の
、
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
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般
若
の
四
時
も
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
も
、
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の
四
教
も
、
す
べ

て
は
「
権
」
で
あ
る
。
権
は
、
な
か
に
円
教
を
含
む
が
、
円
教
を
含
む
権
は
、
一
切
の

衆
生
を
救
い
取
っ
て
残
す
こ
と
が
な
い
と
い
う
、
仏
の
本
意
に
適
っ
て
い
な
い
か
ら
、

麁
教
と
す
る
。

 

　

つ
ま
り
、
純
円
教
の
『
法
華
経
』
で
は
、
世
間
相
は
常
住
で
あ
り
、
諸
法
は
実
相
に

あ
る
か
ら
、
衆
生
は
一
切
等
し
く
仏
に
な
る
一
仏
乗
の
教
え
に
よ
っ
て
、
正
直
無
上
の

一
本
道
に
あ
り
、
救
い
残
す
も
の
が
な
い
。
だ
か
ら
、
仏
の
本
意
に
適
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
、「
妙
」
と
す
る
。

 

　

し
か
し
、
声
聞
に
は
声
聞
の
道
が
あ
り
、
他
に
道
は
な
い
。
縁
覚
に
は
縁
覚
の
道
が

あ
り
、
他
に
道
は
な
い
。
菩
薩
に
は
菩
薩
の
道
が
あ
り
、
他
に
道
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
唯
一
絶
対
と
偏
執
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
片
寄
っ
て
い
る
。
片

寄
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
道
も
、
結
局
は
仏
に
な
る
も
の
の
い
な
い
道
で
あ

る
。
仏
は
、
衆
生
を
真
実
の
道
に
至
ら
せ
る
道
を
明
か
し
た
。
こ
の
仏
の
本
意
を
理
解

す
る
こ
と
な
く
、
方
便
の
道
を
唯
一
絶
対
と
し
て
し
が
み
つ
き
、
わ
た
し
は
無
学
、
わ

た
し
は
も
う
悟
る
も
の
が
な
い
と
い
う
増
上
慢
に
堕
ち
て
い
る
。
こ
れ
を
、
妙
に
対
し

て
、「
麁
」
と
す
る
。

 

　
「
麁
」
は
、
権
を
い
う
。
権
は
、
目
に
ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
る
方
便
を
い
う
。
方
便

は
、『
法
華
経
』
以
外
の
諸
経
典
を
い
う
。『
法
華
経
』
以
外
の
諸
経
典
は
、
教
意
は
仏

の
教
え
で
あ
る
か
ら
真
実
で
あ
る
が
、
教
化
教
導
は
機
根
に
応
じ
、
機
根
に
片
寄
っ
た

も
の
で
あ
る
。
教
化
教
導
が
対
象
と
す
る
機
根
に
片
寄
り
が
あ
る
の
は
、
一
切
の
衆
生

を
救
済
し
て
や
ま
な
い
仏
の
本
意
に
適
わ
な
い
。
仏
の
本
意
に
適
わ
な
い
の
に
は
、

頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の
四
教
が
あ
り
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
が
あ
り
、
華
厳
・
鹿

苑
・
方
等
・
般
若
の
四
時
が
あ
る
。
仏
の
本
意
に
適
わ
な
い
の
を
、「
麁
」
と
い
う
。

 

　
「
妙
」
は
、
実
を
い
う
。
実
は
、
目
に
ハ
ッ
キ
リ
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
真
実
を

い
う
。
真
実
は
、『
法
華
経
』
一
経
を
い
う
。『
法
華
経
』
の
教
意
は
、
仏
の
教
え
が
真

実
で
あ
り
、
教
化
教
導
が
対
象
と
す
る
機
根
に
分
け
隔
て
が
な
く
、
片
寄
り
が
な
い
。

機
根
に
片
寄
り
が
な
い
の
は
、
一
切
の
衆
生
を
救
済
し
て
や
ま
な
い
仏
の
本
意
に
適
っ

て
い
る
。
仏
の
本
意
に
適
う
の
は
、
円
教
で
あ
り
、
法
華
の
一
時
だ
け
で
あ
る
。
仏
の

本
意
に
適
う
の
を
、「
妙
」
と
い
う
。

 

　
「
麁
」
は
、
目
に
ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
、
思
議
や
言
説
の
対
象
と
な
り
、
相
対
で
あ

る
。

 

　
「
妙
」
は
、
目
に
ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
ず
、
思
議
や
言
説
の
対
象
を
超
え
て
お
り
、
絶

対
で
あ
る
。「
妙
」
は
、
不
可
思
議
・
不
可
説
を
い
い
、
絶
対
を
い
う
。

（
28
） 

狂
華
無
果
。
あ
る
い
は
一
華
多
菓マ

マ

（
果
）。
あ
る
い
は
多
華
一
菓マ

マ

（
果
）。
あ
る
い

は
一
華
一
菓マ

マ

（
果
）。
あ
る
い
は
前
菓マ

マ

（
果
）
後
華
。
あ
る
い
は
前
華
後
菓マ

マ

（
果
）
な

り
＝
こ
の
段
の
華
と
果
は
、
は
す
の
花
と
実
と
を
い
う
の
で
は
な
く
、
一
般
の
花
と
実

と
を
い
う
。

 

　
「
狂
華
」
の
狂
は
、
季
節
外
れ
に
咲
い
た
り
、
花
は
咲
い
て
も
実
が
な
ら
な
い
こ
と

を
い
う
。
し
た
が
っ
て
狂
華
は
、
季
節
外
れ
の
花
の
よ
う
に
、
花
が
咲
い
て
も
実
が
な

ら
な
い
、
無
駄
花
を
い
う
。

 

　
「
菓
」
は
、
木
の
実
・
果
実
を
い
い
、「
果
」
と
も
表
記
す
る
。「
果
」
は
、
実
の
上

に
実
が
な
っ
て
い
る
象
形
で
あ
る
。
果
の
字
の
上
の
「
田
」
は
、
田
で
な
く
、
丸
い
果

実
に
筋
が
あ
る
様
子
を
表
わ
す
。〈
か
〉
と
い
う
音
は
、
果
実
が
塊か

い
じ
ょ
う状
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
き
て
き
る
。「
菓
」
は
、
艸そ

う

と
、
木
の
枝
に
果
実
が
な
っ
て
い
る
さ
ま
の
象
形
字

の
果
と
か
ら
な
り
、
果
が
音
を
表
わ
す
、「
果
」
は
、
木
の
実
の
意
か
ら
転
じ
て
、
原

因
が
あ
っ
て
生
起
し
た
結
果
、
過
去
の
行
い
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
出
た
報
い
を
い

い
、
修
行
の
果
報
で
あ
る
悟
り
や
、
修
行
の
到
達
点
を
例
え
る
。

 

　

こ
こ
に
六
種
の
華
果
を
出
し
て
、
妙
法
を
例
え
る
の
に
相
応
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
た
め
に
、
麁そ

け華
、
つ
ま
り
目
に
ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
る
形
で
現
わ
れ
て
、
知
り
や
す

い
花
で
あ
る
こ
と
を
例
え
る
。

 

　
『
大
正
蔵
』
三
三
・
六
八
二
ｂ
の
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
上
に
は
、
実み

の
意
味
で
、

狂
華
無
果
は
「
果
」
の
字
を
使
い
、
そ
の
他
の
一
華
多
菓
、
多
華
一
菓
、
一
華
一
菓
、

前
菓
後
華
、
前
華
後
菓
の
五
は
、「
菓
」
の
字
を
使
っ
て
い
る
。
果
も
菓
も
と
も
に
、

中
国
で
は
、
果
物
・
果
実
を
表
わ
し
て
違
い
が
な
い
。
し
か
し
日
本
で
は
、
果
も
菓
も

と
も
に
果
物
・
木
の
実
に
使
う
以
外
に
、
菓
の
字
は
国
訓
で
菓
子
と
し
て
使
い
分
け
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
原
文
・
書
き
下
し
文
な
ど
を
マ
マ
の
表
記
と
し
、（　

）
書

き
で
（
果
）
と
表
記
し
、「
果
」
の
字
に
統
一
し
て
い
る
。

 
　

⑴
「
狂お

う

け華
無む

か果
」
は
、
狂
い
咲
き
の
花
は
実
を
付
け
な
い
こ
と
を
い
う
。

 
　

狂
華
は
無
駄
花
を
い
い
、
無
果
は
実
を
付
け
な
い
こ
と
を
い
う
。
転
じ
て
、
狂
華
無

果
は
、
仏
教
以
外
の
外
道
は
、
因
果
の
道
理
を
信
じ
な
い
し
、
婬
欲
を
断
つ
清
浄
行
を

実
践
し
て
も
、
修
行
実
践
の
報
い
で
あ
る
心
の
安
ら
ぎ
と
天
上
に
再
生
す
る
こ
と
が
な

い
こ
と
を
例
え
る
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

 
　
「
狂
」
は
、
犬
と
、
む
や
み
に
走
り
進
む
こ
と
を
い
う
王
と
か
ら
成
り
、
犬
が
や
み

く
も
に
走
り
回
る
の
意
を
い
う
。
狂
犬
の
意
か
ら
、
ひ
い
て
は
、
狂
う
の
意
と
な
る
。

季
節
外
れ
に
咲
く
花
、
無
駄
花
を
一
般
に
、「
狂き

ょ
う
か花

」
と
い
う
。「
狂お

う

け華
」
は
、
こ
れ
を

い
う
。

 

　
「
狂
」
は
、〈
お
う
〉
と
訓
む
か
、〈
き
ょ
う
〉
と
訓
む
か
。

 

　

菅
野
氏
は
『
法
華
玄
義
入
門
』
で
は
漢
音
で
〈
き
ょ
う
〉、『
法
華
玄
義
（
上
）』
で

は
〈
お
う
〉
と
訓
み
、
多
田
氏
は
〈
わ
う
〉、
つ
ま
り
〈
お
う
〉
と
訓
む
。『
仏
教
語
大

辞
典
』
は
、
狂
子
良
医
は
〈
お
う
じ
ろ
う
い
〉
と
訓
み
、
狂
、
狂
気
念
仏
、
狂
愚
、
狂

言
、
狂
言
綺
語
、
狂
哲
、
狂
乱
、
狂
乱
往
生
、
狂
惑
な
ど
の
狂
は
、〈
き
ょ
う
〉
と
訓

む
。

 

　
『
釈
籤
』
に
は
、
狂
華
無
果
に
有
果
無
華
を
加
え
て
、
仏
教
以
外
の
外
道
の
果
は
自

然
を
い
う
こ
と
に
例
え
る
と
い
う
。『
呉
録
の
地
理
誌
』
に
、
広
州
に
「
度ど

」
と
い
う

名
称
の
木
が
あ
っ
た
と
い
う
。
花
は
咲
か
な
い
が
実
は
な
る
。
実
は
樹
皮
か
ら
出
る

が
、
大
き
さ
は
石ざ

く

ろ榴
で
、
色
は
赤
く
、
煮
て
食
べ
る
。
数
日
の
う
ち
に
食
べ
な
け
れ

ば
、
実
は
羽
化
し
て
虫
に
な
り
、
蟻
の
よ
う
に
羽
が
あ
っ
て
、
飛
ん
で
人
が
住
む
家
屋

に
付
く
と
い
う
、
例
を
挙
げ
て
い
る
。

 

　

⑵
「
一い

っ

け華
多た

か果
」
は
、
胡
麻
な
ど
の
花
と
実
を
い
い
、
一
つ
の
花
に
実
が
沢
山
で
き

る
こ
と
を
い
う
。

 

　

転
じ
て
、
凡
夫
が
世
の
法
を
修
行
し
て
、
仏
道
を
成
就
す
る
こ
と
を
例
え
る
。
本
文

は
、
凡
夫
が
父
母
を
供
養
し
て
、
そ
の
報
い
と
し
て
梵
天
界
に
生
ま
れ
る
例
え
を
引
い

て
い
る
。

 

　

⑶
「
多た

け華
一い

っ

か果
」
は
、
桃
や
す
も
も
な
ど
の
花
と
実
を
い
い
、
花
は
沢
山
咲
く
が
、

多
く
は
落
ち
て
、
実
と
し
て
完
熟
す
る
の
は
少
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

転
じ
て
、
多
く
の
行
を
修
行
し
て
も
一
つ
の
果
し
か
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
例
え
る
。

本
文
は
、
声
聞
人
が
種
々
に
修
行
し
て
、
そ
の
報
い
と
し
て
た
だ
一
つ
の
涅
槃
で
あ

る
、
阿
羅
漢
果
を
得
る
こ
と
を
例
え
る
。

 

　

⑷
「
一い

っ

け華
一い

っ

か果
」
は
、
柿
や
茄
子
な
ど
の
花
と
実
を
い
い
、
一
つ
の
花
に
一
つ
の
実

が
な
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

転
じ
て
、
縁
覚
人
が
一
つ
の
修
行
を
長
く
積
ん
で
、
一
つ
の
涅
槃
で
あ
る
、
辟
支
仏

と
な
る
こ
と
を
例
え
る
。
本
文
は
、
縁
覚
人
が
、
独
り
善
寂
、
つ
ま
り
涅
槃
を
願
い
、

世
俗
の
一
切
の
汚
れ
と
交
わ
る
こ
と
な
く
、
一
切
の
絆き

ず
な

を
離
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
一
遠

離
の
行
を
修
行
実
践
し
て
、
涅
槃
を
得
る
こ
と
を
例
え
る
。

 

　

⑸
「
前ぜ

ん

か果
後ご

け華
」
は
、
瓜
や
稲
な
ど
の
花
と
実
を
い
い
、
実
が
先
に
付
い
て
、
後
か

ら
花
が
咲
く
こ
と
を
い
う
。

 

　

転
じ
て
本
文
は
、
声
聞
修
行
の
階
梯
で
あ
る
四
向
四
果
の
な
か
の
第
一
位
で
あ
る
須

陀
洹
果
で
、
欲
界
の
思
惑
を
断
ち
尽
く
し
た
果
を
得
て
も
、
ま
た
欲
界
に
戻
っ
て
思
惑

を
断
つ
修
行
を
す
る
こ
と
を
例
え
る
。
ま
た
、
四
向
四
果
の
第
二
位
の
斯
陀
含
向
で
、

欲
界
の
思
惑
九
品
の
な
か
の
六
品
を
断
っ
て
斯
陀
含
果
を
得
て
、
天
界
に
生
ま
れ
、
そ

の
後
ま
た
欲
界
の
残
り
の
三
品
を
断
つ
た
め
に
戻
っ
て
行
じ
る
こ
と
を
例
え
る
。

 

　

⑹
「
前ぜ

ん

け華
後ご

か果
」
は
、
⑴
か
ら
⑸
ま
で
の
花
と
実
と
を
除
い
た
一
般
の
花
と
実
で

は
、
初
め
に
花
が
咲
き
、
花
が
散
り
終
わ
っ
て
、
実
が
付
き
、
成
熟
し
、
完
熟
す
る
こ

と
を
い
う
。

 

　

転
じ
て
本
文
は
、
別
教
の
菩
薩
の
よ
う
に
、
先
に
、
主
観
と
客
観
の
対
立
に
滞
っ

て
、
な
そ
う
と
い
う
意
志
を
起
こ
し
て
修
行
す
る
「
縁
修
」
に
よ
っ
て
修
行
し
、
後
の

正
し
い
、
徹
底
し
た
、
こ
と
更
に
修
行
し
よ
う
と
い
う
意
志
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
自

ず
か
ら
理
に
適
っ
て
す
る
「
真
修
」
の
修
行
を
実
践
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
先
ず
真
実

を
対
象
と
し
て
、『
法
華
経
』
を
読
誦
す
る
有
心
有
作
の
修
行
を
実
践
し
、
進
ん
で
後

に
真
実
を
悟
り
、
こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
を
止
め
、
禅
定
の
な
か
で
実
践
す
る
無
心
無
作

の
修
行
の
果
を
得
る
こ
と
を
例
え
る
。

 

　

つ
ま
り
、「
狂
華
無
果
」
は
外
道
の
在
り
方
を
、「
一
華
多
果
」
は
凡
夫
の
在
り
方

を
、「
多
華
一
果
」
は
声
聞
の
在
り
方
を
、「
一
華
一
果
」
は
縁
覚
の
在
り
方
を
、「
前

果
後
華
」
は
声
聞
の
四
向
四
果
の
第
一
位
の
須
陀
洹
果
、
あ
る
い
は
第
二
位
の
斯
陀
含

果
の
在
り
方
を
、「
前
華
後
果
」
は
別
教
の
菩
薩
の
在
り
方
を
指
す
と
さ
れ
る
。

 

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
麁そ

け華
、
つ
ま
り
目
に
ハ
ッ
キ
リ
と
花
と
実
と
の
関
係
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
様
相
が
知
り
易
い
花
と
実
と
の
関
係
で
あ
る
か
ら
、
法
華
の
妙
法
を
例

え
る
譬
喩
に
は
適
さ
な
い
と
さ
れ
る
。

参
考
│
│
慧
思
の
「
狂
華
と
余
華
と
蓮
華
」
に
つ
い
て

 
　

智
顗
の
師
で
あ
る
陳
の
慧
思
に
、『
法
華
経
』
の
修
行
の
実
践
法
を
説
い
た
、『
法
華

経
安
楽
行
儀
』
一
巻
が
あ
る
。『
大
正
蔵
』
四
六
に
収
蔵
さ
れ
る
。

 

　

こ
の
な
か
で
慧
思
は
、
蓮
華
と
狂
華
と
余
華
と
を
譬
喩
と
し
て
い
る
。

 

　

蓮
華
以
外
で
、
例
え
ば
秋
に
狂
い
咲
く
桜
の
花
の
よ
う
に
、
果
実
が
ま
っ
た
く
実
ら

な
い
か
、
あ
る
い
は
稀
に
し
か
実
ら
な
い
「
狂
華
」
と
、
花
が
あ
れ
ば
必
ず
実
る
が
、
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実
を
結
ぶ
場
合
、
実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
現
わ
れ
て
い
る
の
か
見
え
に
く
い
花
の
「
蓮

華
」
と
を
対
比
し
、
ま
た
、
実
を
結
び
、
ハ
ッ
キ
リ
と
実
が
現
わ
れ
て
い
て
知
り
易
い

蓮
華
以
外
の
一
般
の
花
を
、「
余
華
」
と
し
て
、
狂
華
と
蓮
華
と
余
華
と
を
対
比
し
て

い
る
。

 

　
「
狂
華
は
、
諸
の
外
道
を
喩
う
。
余
華
が
実
を
結
ぶ
は
、
顕
露
に
し
て
知
り
易
く
、

す
な
わ
ち
こ
れ
二
乗
に
し
て
、
ま
た
こ
れ
鈍
根
の
菩
薩
な
り
。
次
第
の
道
行
に
優
劣
を

差
別
し
、
煩
悩
の
集じ

ゅ
う

を
断
ず
る
も
、
ま
た
顕
露
と
名
付
け
、
知
り
易
し
。
法
華
の
菩

薩
は
、
す
な
わ
ち
か
く
の
ご
と
く
に
あ
ら
ず
。
次
第
の
行
を
な
さ
ず
。
ま
た
煩
悩
を
断

ぜ
ず
。
も
し
『
法
華
経
』
を
証
せ
ば
、
畢
竟
じ
て
仏
道
を
成
ず
。
も
し
法
華
の
行
を
修

さ
ば
、
二
乗
の
路
を
行
ぜ
ず
」
と
、
慧
思
の
『
法
華
経
安
楽
行
儀
』（『
大
正
蔵
』
四

六
・
六
九
八
ｂ

－

ｃ
）
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

 

　

⑴
果
実
が
ま
っ
た
く
実
ら
な
い
か
、
稀
に
し
か
実
ら
な
い
「
狂
華
」
は
、
外
道
を
例

え
る
。

 

　

⑵
花
が
実
を
結
ぶ
と
き
、
ハ
ッ
キ
リ
と
現
わ
れ
て
い
て
知
り
易
い
「
余
華
」
は
、
次

第
行
を
修
行
実
践
す
る
、
二
乗
と
鈍
根
の
菩
薩
と
を
例
え
る
。

 

　

⑶
花
が
あ
れ
ば
必
ず
実
る
が
、
実
を
結
ぶ
場
合
、
実
が
隠
れ
て
い
る
の
か
現
れ
て
い

る
の
か
見
え
に
く
い
「
蓮
華
」
は
、
次
第
行
は
修
行
実
践
す
る
こ
と
な
く
、

頓と
ん
か
く覚
・
疾
成
仏
道
の
法
華
の
菩
薩
を
例
え
る
、
と
し
て
い
る
。

 

　

続
い
て
慧
思
の
『
法
華
経
安
楽
行
儀
』
は
、「
余
華
」
と
「
蓮
華
」
が
例
え
る
、
二

乗
・
鈍
根
の
菩
薩
と
法
華
の
菩
薩
と
の
違
い
を
、
一
華
は
一
つ
の
果
を
な
す
「
余
華
」

と
、
一
華
が
多
く
の
果
を
な
す
「
蓮
華
」
と
で
、
詳
し
く
明
か
す
。
す
な
わ
ち
、

 

　
「
一
華
が
一
果
を
成
ず
る
は
、
声
聞
の
心
を
発
こ
し
て
、
す
な
わ
ち
声
聞
の
果
あ

り
、
縁
覚
の
心
を
発
こ
し
て
、
縁
覚
の
果
あ
り
。
菩
薩
と
仏
の
果
と
名
付
く
こ
と
を
得

ず
。
ま
た
つ
ぎ
に
、
鈍
根
の
菩
薩
が
対
治
の
行
を
修
し
て
、
次
第
に
道
に
入
り
、
は
じ

め
の
一
地
に
登
る
。
こ
の
と
き
、
名
付
け
て
法
雲
地
と
な
す
こ
と
を
得
ず
。
地
地
別
に

修
し
て
、
証
は
一
時
に
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
え
に
、
一
華
が
衆
果
を
成
ず
と
は
名
付
け

ず
。
法
華
の
菩
薩
は
、
す
な
わ
ち
か
く
の
ご
と
く
に
あ
ら
ず
。
一
心
に
一
学
で
ば
、
衆

果
普
く
備
わ
る
。
一
時
に
具
足
し
、
次
第
に
入
る
に
あ
ら
ず
。
ま
た
蓮
華
の
ご
と
き

は
、
一
華
が
衆
華
を
成
じ
、
一
時
に
具
足
す
。
こ
れ
を
一
乗
は
衆
生
の
義
と
名
付
く
。

こ
の
ゆ
え
に
『
涅
槃
経
』
に
い
わ
く
、
あ
る
い
は
、
あ
る
菩
薩
は
よ
く
一
地
よ
り
一
地

に
至
る
を
知
る
、
と
。『
思
益
経
』
に
い
わ
く
、
あ
る
い
は
、
あ
る
菩
薩
は
一
地
よ
り

一
地
に
至
ら
ず
、
と
。
一
地
よ
り
一
地
に
至
る
は
、
こ
れ
二
乗
の
声
聞
お
よ
び
鈍
根
の

菩
薩
が
、
方
便
道
の
な
か
で
次
第
に
修
学
す
。
一
地
よ
り
一
地
に
至
ら
ず
は
、
こ
れ
利

根
の
菩
薩
が
正
直
に
方
便
を
捨
て
、
次
第
行
を
修
さ
ず
。
も
し
法
華
三
昧
を
証
さ
ば
、

修
果
こ
と
ご
と
く
具
足
す
」
と
。

 

　

す
な
わ
ち
一
華
が
一
つ
の
果
を
成
す
「
余
華
」
は
、
二
乗
で
は
、
声
聞
心
を
生
じ
て

声
聞
の
果
を
得
、
縁
覚
心
を
生
じ
て
縁
覚
の
果
を
得
、
鈍
根
の
菩
薩
で
は
、
段
階
的
に

修
行
し
て
菩
薩
の
階
位
を
徐
々
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
い
う
。

 

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
華
が
多
く
の
果
を
成
じ
る
「
蓮
華
」
は
、
多
く
の
果
が
段
階
的

に
で
は
な
く
、
一
時
に
完
備
す
る
こ
と
を
例
え
る
、『
法
華
経
』
の
立
場
を
い
う
。

 

　
『
続
高
僧
伝
』
慧
思
伝
に
よ
れ
ば
、
慧
思
が
智
顗
に
金
字
の
『
大
品
般
若
経
』
を
代

講
さ
せ
た
と
き
、
智
顗
が
、「
一
心
に
万
行
を
具
す
」
の
個
所
に
疑
問
を
も
ち
、
慧
思

に
尋
ね
た
。
慧
思
は
、「
一
心
に
万
行
を
具
す
」
は
、『
法
華
経
』
の
円
頓
の
趣
旨
で
あ

り
、『
大
品
般
若
経
』
の
段
階
的
に
修
行
す
る
立
場
で
は
理
解
で
き
な
い
と
説
き
、『
法

華
経
』
の
円
頓
の
趣
旨
は
、
慧
思
自
身
が
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
疑
っ
て

は
な
ら
な
い
と
指
導
し
た
。

 

　
『
法
華
経
安
楽
行
儀
』
に
、『
法
華
経
』
の
立
場
が
、
一
華
が
多
く
の
果
を
成
じ
る
蓮

華
と
し
て
明
か
し
た
こ
と
と
、
慧
思
伝
の
『
法
華
経
』
の
円
頓
の
趣
旨
と
は
、
共
通
の

立
場
に
あ
る
（
菅
野
博
史
稿
「
慧
思
『
法
華
経
安
楽
行
儀
』
の
研
究
（
1
）（
2
）」
を

参
照
）。

　
　

⑴
狂
華
無
果
は
、
外
道
を
例
え
る
。

　
　

⑵
余
華
の
一
華
一
果
は
、
次
第
道
次
第
行
の
二
乗
と
鈍
根
の
菩
薩
の
三
乗
を
例
え

る
。

　
　

⑶
蓮
華
の
一
華
衆
果
は
、
不
次
第
道
不
次
第
入
の
一
仏
乗
の
法
華
の
菩
薩
を
例
え

る
。

 

と
い
う
の
が
、
慧
思
の
教
判
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
展
開
し
た
の
が
智
顗
の
化

法
四
教
判
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
天
台
の
教
判
の
先
駆
は
、
慧
思
に
あ
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

 
　
『
法
華
経
』
に
明
か
す
菩
薩
道
は
、『
涅
槃
経
』
や
『
思
益
経
』
が
い
う
、
一
地
よ
り

一
地
に
至
る
鈍
根
の
菩
薩
道
で
は
な
く
、
一
心
一
学
の
一
乗
頓
覚
の
法
、
す
な
わ
ち

円え
ん
ど
ん頓
の
一
仏
乗
の
法
で
あ
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
。

（
29
）
初
め
に
、
外
道
が
空
し
く
梵
行
を
修
し
て
、
剋
獲
す
る
と
こ
ろ
な
き
を
喩
う
＝
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

「
初
め
に
」
は
、
狂
華
無
果
を
い
う
。

 
　
「
外
道
が
空
し
く
梵
行
を
修
し
て
、
剋
獲
す
る
と
こ
ろ
な
き
」
は
、『
南
本
涅
槃
経
』

巻
第
一
〇
一
切
大
衆
所
問
品
第
十
七
に
、「
一
切
の
浄
行
は
、
安
楽
を
受
く
る
は
、
こ

れ
ま
た
有
余
な
り
。
世
間
に
ま
た
外
道
に
人
あ
り
て
、
梵
行
を
修
し
て
、
多
く
苦
悩
を

受
く
」（『
大
正
蔵
』
一
二
・
六
六
九
ａ
）
と
あ
り
、
こ
の
取
意
。

 

　

浄
行
は
、
清
ら
か
な
行
い
を
い
い
、
安
楽
は
、
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を
い
い
、
有
余

は
、
残
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
含
み
が
残
る
こ
と
を
い
い
、
外
道
は
、
仏
教
以

外
の
思
想
や
宗
教
を
奉
じ
て
い
る
人
々
を
い
い
、
梵
行
は
、
バ
ラ
モ
ン
の
学が

く
し
ょ
う生
期
の

欲
望
を
断
つ
修
行
を
い
い
、
こ
こ
で
は
婬
欲
を
断
つ
実
践
を
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

し
た
が
っ
て
浄
行
と
い
う
、
す
べ
て
の
と
ら
わ
れ
の
な
い
生
き
方
は
、
こ
こ
ろ
の
安

ら
ぎ
と
い
う
幸
せ
を
受
け
る
、
と
い
う
文
句
に
も
含
み
が
残
る
。
世
の
中
に
は
外
道
と

呼
ば
れ
る
バ
ラ
モ
ン
が
お
り
、
学
生
期
に
一
切
の
欲
望
を
断
つ
修
行
を
し
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
で
も
苦
悩
を
味
わ
っ
て
い
る
、
と
あ
る
。

 

　
「
外
道
」
は
イ
ン
ド
の
、
仏
教
以
外
の
他
の
宗
教
の
教
え
や
そ
の
信
奉
者
を
い
う
。

六
師
外
道
、
九
十
五
種
の
外
道
、
六
派
哲
学
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。
外
道
に
対
し

て
、
仏
教
は
内
道
と
い
う
。

 

　
「
空
し
く
」
は
、
中
に
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
る
の
意
か
ら
、
甲
斐
が
な
い
、
無
益

で
あ
る
、
は
か
な
い
、
命
が
な
い
、
内
容
が
な
い
な
ど
の
意
を
い
う
。

 

　
「
梵
行
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
ブ
ラ
フ
マ
・
チ
ャ
リ
ヤ
の
訳
。
浄
行
・
清
浄
行

と
も
訳
し
、
清
ら
か
な
行
為
の
こ
と
を
い
う
。
梵
は
清
浄
の
意
で
、
欲
望
を
断
つ
修
行

を
い
う
。
色
界
に
含
ま
れ
る
梵
天
は
、
婬
欲
を
断
っ
て
お
り
、
婬
欲
を
離
れ
る
こ
と
を

梵
行
と
い
う
。

 

　

バ
ラ
モ
ン
が
生
活
を
送
る
学
生
期
、
つ
ま
り
梵
行
期
の
修
行
で
は
、
師
の
家
に
入
っ

て
、
身
心
を
潔
斎
し
て
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
学
習
・
祭
事
の
習
得
な
ど
の
宗
教
的
教
育
に
専

念
精
進
す
る
清
ら
か
な
行
為
、
す
な
わ
ち
性
的
な
純
潔
を
守
る
不
婬
を
実
践
す
る
。
こ

れ
が
梵
行
で
あ
る
。

 

　

仏
教
の
修
行
で
は
、
狭
義
で
は
、
比
丘
が
戒
律
を
保
っ
て
修
行
す
る
清
浄
行
で
、
婬

欲
を
断
つ
実
践
を
い
い
、
広
義
で
は
、
欲
を
離
れ
る
八
正
道
な
ど
を
梵
行
と
い
う
。

 

　
「
剋こ

く
ぎ
ゃ
く獲

」
は
、
獲
得
す
る
こ
と
、
戦
い
に
勝
っ
て
戦
利
品
な
ど
を
得
る
こ
と
を
い

う
。
こ
こ
で
は
、
修
行
の
結
果
の
悟
り
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
外
道
の
苦
行
法
」
に
つ
い
て

 

　
『
大
智
度
論
』
釈
初
品
中
四
無
畏
義
第
四
○
巻
第
二
十
五
（『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
四

一
ｃ

－
二
四
二
ａ
）
に
、
外
道
は
、
い
ろ
い
ろ
な
因
縁
か
ら
、
道
を
求
め
、
福
を
求
め

る
人
を
欺
き
誑た

ぶ
ら

か
す
と
い
う
。
あ
る
時
に
は
い
ろ
い
ろ
な
果
実
を
食
べ
、
あ
る
時
に

は
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
食
べ
、
あ
る
時
に
は
い
ろ
い
ろ
な
草
の
根
を
食
べ
、
あ
る
時
に

は
牛
の
屎く

そ

を
食
べ
、
あ
る
時
に
は
日
に
一
回
だ
け
稗ひ

え

の
類
を
食
べ
る
。
あ
る
い
は
二
日

に
一
回
だ
け
食
べ
、
あ
る
い
は
十
日
に
一
回
だ
け
食
べ
、
一ひ

と

月
に
一
回
だ
け
食
べ
、
二ふ

た

月
に
一
回
だ
け
食
べ
る
。
あ
る
時
に
は
風
を
吸
い
込
み
、
水
を
飲
み
、
あ
る
時
に
は
水

藻
を
食
べ
る
と
い
う
。

 

　

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ
、
あ
る
い
は
樹
木
の
皮
や
樹
木
の
葉
を
着
た

り
、
草
を
衣
に
し
て
着
た
り
、
鹿
の
皮
や
板
木
を
着
た
り
、
あ
る
い
は
地
面
に
臥
し
た

り
、
あ
る
い
は
杵き

ね

の
上
や
、
枝
の
上
や
、
灰
の
上
や
、
棘と

げ

の
上
に
臥
し
た
り
、
あ
る
い

は
寒
い
時
期
に
水
に
入
っ
た
り
、
あ
る
い
は
暑
い
時
期
に
、
自
分
の
五
個
所
を
熱
し
て

自
分
を
炙あ

ぶ

る
。
あ
る
い
は
水
に
入
っ
て
死
ん
だ
り
、
火
に
入
っ
て
死
ん
だ
り
、
巌い

わ

か
ら

身
を
投
じ
て
死
ん
だ
り
、
断
食
し
て
死
ん
だ
り
す
る
、
と
あ
る
。

 

　

外
道
は
、
こ
の
よ
う
な
種
々
の
苦
行
法
に
よ
っ
て
、
天
上
に
再
生
す
る
こ
と
を
求

め
、
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を
求
め
、
弟
子
に
こ
の
行
法
を
教
え
て
捨
て
さ
せ
な
い
と
い

う
。

（
30
）
次
に
、
凡
夫
が
父
母
を
供
養
し
、
報
い
て
梵
天
に
あ
る
を
喩
う
＝
「
次
に
」
は
、

一
華
多
果
を
い
う
。

 

　
「
凡
夫
が
父
母
を
供
養
し
、
報
い
て
梵
天
に
あ
る
」
は
、『
南
本
涅
槃
経
』
巻
第
三
・

長
寿
品
第
四
に
、「
こ
の
諸
の
凡
夫
に
、
少
梵
行
あ
り
て
父
母
を
供
養
す
。
こ
の
因
縁

を
も
っ
て
天
上
に
生
じ
得
て
、
少
安
楽
を
受
く
る
こ
と
、
彼
の
群
賊
の
加
水
の
乳
の
ご

と
し
。
し
か
も
こ
の
凡
夫
、
実
は
少
梵
行
を
修
し
、
父
母
を
供
養
す
る
に
よ
り
て
、
天

上
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
を
知
ら
ず
」（『
大
正
蔵
』
一
二
・
六
二
二
ａ
）
と
あ

り
、
こ
の
取
意
。

 
　

こ
の
い
ろ
い
ろ
な
凡
夫
も
、
少
し
で
も
清
ら
か
な
修
行
を
し
て
、
父
母
を
扶
養
し
た

い
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
孝
養
の
功
徳
で
、
死
後
は
天
上
に
生
ま
れ
、
少
し
は
安
楽
を

得
た
い
と
思
う
。

 

　

牛
乳
を
煮
詰
め
、
煮
詰
め
て
醍
醐
が
で
き
る
が
、
牛
乳
に
水
を
混
ぜ
る
と
、
ど
ん
な

に
煮
詰
め
て
も
醍
醐
に
な
ら
な
い
。
盗
賊
が
、
盗
ん
だ
牛
乳
に
水
を
加
え
て
醍
醐
に
し

て
、
商
売
を
し
よ
う
と
企
ん
で
も
、
水
で
薄
め
た
牛
乳
で
は
醍
醐
に
な
ら
な
い
か
ら
、
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商
売
に
な
ら
な
い
。

 
　

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
凡
夫
は
、
実
際
は
、
少
し
で
も
清
ら
か
な
修
行
を
し
、
父
母

を
扶
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
上
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら

な
い
と
い
う
。

 

　
「
凡
夫
」
は
、〈
ぼ
ん
ぷ
〉
と
訓
む
。
世
俗
に
生
活
し
て
い
る
、
一
般
の
迷
え
る
者
を

い
う
。

 

　
「
父
母
」
は
、〈
ぶ
も
〉
と
訓
む
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
言
語
で
は
、
母
と
父
と
を

い
う
。

 

　
「
供
養
」
は
、
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
や
死
者
な
ど
に
対
し
て
、
身
・
口
・
意
の
三
つ

の
方
法
に
よ
っ
て
供
物
を
捧
げ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
生
前
の
父
母
を
い
う
か

ら
、
父
母
に
尊
敬
心
を
も
っ
て
仕
え
、
世
話
を
し
、
扶
養
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
報
」
は
、
果
報
を
い
う
。
普
通
、
報
は
縁
に
対
し
、
果
は
因
に
対
し
て
い
う
が
、

報
と
果
と
を
区
別
し
な
い
で
、
た
だ
仕
え
、
世
話
を
し
、
扶
養
し
た
効
果
と
し
て
の
、

報
い
を
い
う
。

 

　
「
梵
天
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
。
も
と
は
イ
ン
ド
思
想
の
万

有
の
根
源
で
あ
る
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
を
い
う
。
バ
ラ
モ
ン
教
で
は
、
宇
宙
創
造
の
力
で
あ

り
、
自
在
に
一
切
の
衆
生
を
生
じ
る
、
最
高
原
理
で
あ
る
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
と
し
て
神
格

化
し
た
も
の
を
い
う
。

 

　

梵
天
、
す
な
わ
ち
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
は
、
原
初
よ
り
こ
の
宇
宙
に
存
在
す
る
も
の
、
あ

る
い
は
、
世
界
の
初
め
に
金
の
卵
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神

話
で
は
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
臍
か
ら
咲
き
出
た
蓮
華
の
う
ち
か
ら
生

じ
た
神
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
教
の
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
時
代
か
ら
、

次
第
に
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
・
生
主
神
に
代
わ
っ
て
世
界
創
造
の
原
理
と
な
り
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
で
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
シ
ヴ
ァ
と
並
ぶ
三
主
神
の
一
つ
と
し
て
世
界
創
造
の
神

と
さ
れ
た
。

 

　

こ
れ
が
仏
教
に
入
り
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
、
す
な
わ
ち
梵
天
が
色
界
の
初
禅
天
と
さ
れ

た
。
経
典
の
な
か
で
は
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
に
説
法
を
勧
請
し
、
法
を
聴
き
、
仏
に
教
化
さ

れ
、
帝
釈
天
な
ど
と
並
ん
で
仏
教
を
護
持
す
る
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
、
帝
釈
天
と
並
ん

で
護
法
神
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
色
界
に
は
、
初
禅
天
の
他
に
、
梵
衆
天
・
梵
輔
天
・

大
梵
天
の
三
天
が
あ
り
、
総
称
し
て
梵
天
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
梵
天
の
世
界
、
梵
天

界
を
い
う
。

参
考
│
│
「
供
養
」
に
つ
い
て

 

　
「
供
養
」
は
、
一
般
に
は
、
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
や
死
者
な
ど
に
対
し
て
、
身
・

口
・
意
の
三
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
供
物
を
捧
げ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

不
殺
生
を
主
張
す
る
仏
教
が
、
バ
ラ
モ
ン
教
な
ど
の
動
物
で
行
な
う
供
犠
に
代
え

て
、
原
住
民
が
油
を
塗
り
、
香
を
た
き
、
花
や
水
を
供
え
、
灯
を
点
す
風
習
を
採
用
し

て
行
な
っ
た
祭
儀
形
式
で
あ
る
。

 

　

初
期
の
仏
教
教
団
で
は
、
衣
服
・
飲
食
・
臥
具
・
湯
薬
が
主
な
も
の
と
し
て
僧
団
に

施
与
さ
れ
た
が
、
後
に
は
塔
廟
・
仏
像
・
教
法
・
房
舎
な
ど
が
施
与
さ
れ
、
土
地
ま
で

が
施
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
僧
団
の
経
済
展
開
の
要
因
と
な
っ
た
。

 

　

し
か
し
一
方
、
財
と
法
と
の
二
種
の
別
を
い
う
よ
う
に
な
り
、
恭
敬
供
養
・
讃
歎
供

養
・
礼
拝
供
養
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
精
神
的
崇
敬
の
態
度
を
も
供
養
と
い
う
。

 

　

密
教
で
は
、
塗ず

こ

う香
は
汚
れ
を
清
め
、
煩
悩
を
除
去
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
供
養
説

も
現
わ
れ
、
供
養
の
法
式
な
ど
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
塔
や
廟
が
仏

や
死
者
を
象
徴
す
る
祭さ

い

し祀
の
対
象
と
さ
れ
て
供
養
塔
と
な
り
、
後
世
、
一
般
の
死
者
に

対
し
て
も
塔
婆
供
養
や
、
そ
の
他
供く

も

つ物
を
捧
げ
、
廻
向
す
る
こ
と
な
ど
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

 

　

供
養
物
の
種
類
、
供
養
の
方
法
・
対
象
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
以
来
種
々
の
分
類
が
行

な
わ
れ
る
が
、『
法
華
経
』
の
花
・
香
・
瓔
珞
・
抹
香
・
塗
香
・
繒そ

う
が
い蓋
・
幢し

ょ
う
ば
ん幡
・

衣え

ぶ

く服
・
技ぎ

が

く楽
の
十
種
供
養
や
、
密
教
の
塗
香
・
花
・
焼
香
・
飲お

ん
じ
き食
・
灯
明
の
五
供
養

や
、『
十
地
経
』
の
利
養
（
財
）・
恭
敬
・（
香こ

う

げ華
・
幡
な
ど
）・
行
の
三
種
供
養
や
、

『
大
日
経
義
釈
』
の
香
華
・
合
掌
・
礼
敬
・
慈
悲
運
心
の
四
種
供
養
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
死
者
の
た
め
に
す
る
追
善
供
養
、
餓
鬼
の
た
め
の
施
餓
鬼
供
養
を
始
め
、
開か

い
げ
ん眼
供

養
・
経
供
養
・
鐘し

ょ
う

供
養
・
千せ

ん
そ
う僧
供
養
（
会
）
な
ど
仏
教
行
事
を
指
し
て
い
う
場
合
が

多
い
。

 

　

三
宝
名
別
に
供
養
す
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
供
養
・
法
供
養
・
僧
供
養
と
い
う
。

215



─　  （　）─73

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

〔
現
代
語
訳
〕

　

こ
の
よ
う
に
、
娑
婆
世
界
と
い
う
現
実
の
世
間
に
生
起
し
、
安
住
し
、
変
化
し
、

破
滅
す
る
、
生
住
異
滅
す
る
事
象
の
す
が
た
は
、
空く

う

で
あ
り
な
が
ら
そ
の
ま
ま
仮け

で

あ
り
中ち

ゅ
う

で
あ
り
、
仮
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
ま
ま
空
で
あ
り
中
で
あ
り
、
中
で
あ
り

な
が
ら
そ
の
ま
ま
空
で
あ
り
仮
で
あ
る
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
在
り
方
に
あ
っ

て
、
一
つ
一
つ
の
事
象
そ
の
ま
ま
が
、
不
変
の
真
実
が
現
わ
れ
た
す
が
た
に
他
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
一
仏
乗
の
教
え
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
煩
悩
を
断
つ
こ
と
な
く
、
た
だ
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
、
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
に
精
進
す
る
、
伏ぶ

く
わ
く惑
行ぎ

ょ
う
い
ん因
の
蔵
教
の
菩
薩
も
、

煩
悩
の
習じ

っ

け気
を
扶
け
て
、
三
界
に
生
を
受
け
て
衆
生
を
利
益
す
る
、
扶ふ

し
ゅ
う習
潤に

ん
じ
ょ
う生
の

通
教
の
菩
薩
も
、
無
明
の
煩
悩
を
断
ち
、
中
道
の
理
を
悟
る
、
断だ

ん
わ
く惑
行ぎ

ょ
う
い
ん因
の
別
・

円
二
教
の
菩
薩
も
、
縁
起
の
理
や
四
諦
の
理
や
十
二
縁
起
の
理
な
ど
の
真
実
の
道
理

に
暗
い
境
地
に
戻
っ
た
り
、
怒
り
の
地
獄
界
心
や
、
貪
り
の
餓
鬼
界
心
や
、
愚
か
さ

の
畜
生
界
心
を
繰
り
返
す
苦
し
み
の
生
存
状
態
に
戻
っ
た
り
、
声
聞
や
縁
覚
の
境
地

に
戻
っ
た
り
し
て
、
蔵
教
で
い
え
ば
四
善
根
位
第
三
の
忍
位
を
、
通
教
で
い
え
ば
十

地
第
四
の
見
地
を
、
別
教
で
い
え
ば
十
住
第
七
の
第
七
住
を
、
円
教
で
い
え
ば
十
信

第
一
の
初
信
に
あ
っ
て
、
菩
薩
の
地
位
や
悟
っ
た
法
を
失
う
こ
と
の
な
い
、
い
わ
ゆ

る
不
退
転
位
に
あ
る
菩
薩
で
も
知
る
と
こ
ろ
で
な
い
。

　

縁
起
の
理
や
四
諦
の
理
や
十
二
縁
起
の
理
と
い
う
真
実
の
道
理
を
誤
認
す
る
「
見

惑
」
と
、
貪
り
や
怒
り
や
無
知
な
ど
の
世
間
の
事
象
に
迷
う
「
思
惑
」
と
の
、
い
わ

ゆ
る
見
思
の
惑
を
断
ち
尽
く
し
た
声
聞
乗
の
人
た
ち
も
、
飛
花
落
葉
な
ど
を
縁
と

し
、
十
二
縁
起
の
理
を
観
て
迷
い
の
世
界
に
流
転
す
る
こ
と
が
な
い
独
覚
乗
や
縁
覚

乗
の
人
た
ち
も
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

　

ま
し
て
や
、
目
の
前
に
展
開
す
る
一
切
の
事
象
が
、
真
実
の
ま
ま
に
現
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
な
い
、
無
明
に
覆
わ
れ
た
人
間
界
に
住
む
人
々
や
、
天
上
界
に
住
む

天
人
た
ち
や
、
そ
の
他
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
が
知
る
と
こ
ろ
で
な
い

の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

仏
は
、
悟
り
の
世
界
は
、
言
説
思
慮
の
対
象
と
な
ら
な
い
別
世
界
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
娑
婆
世
界
こ
そ
が
悟
り
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

　

い
い
換
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
現
前
す
る
世
相
の
す
が
た
は
、
空
に
あ
り

な
が
ら
仮
で
あ
り
中
で
あ
り
、
仮
に
あ
り
な
が
ら
空
で
あ
り
中
で
あ
り
、
中
に
あ
り

な
が
ら
空
で
あ
り
仮
で
あ
る
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
有
り
様
に
あ
り
、
迷
え
る
も

の
も
、
悟
れ
る
も
の
も
、
方
便
も
、
真
実
も
、
宇
宙
に
現
象
し
存
在
す
る
一
事
一
象

の
す
べ
て
が
あ
る
が
ま
ま
で
、
真
実
そ
の
も
の
に
あ
る
。
そ
し
て
、
即
空
・
即
仮
・

即
中
の
有
り
様
に
あ
る
こ
の
娑
婆
世
界
で
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
仏
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
以
外
に
真
実
は
な
い
。

　

仏
は
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
本
来
仏
は
、
こ
の
真
実
の
一
仏
乗
を
説
き
明

か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
が
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
の
素
質

や
能
力
や
性
質
と
い
う
機
根
が
種
々
区
々
で
、
一
仏
乗
を
明
か
す
『
妙
法
蓮
華
経
』

を
聴
聞
す
る
ま
で
に
等
し
く
成
熟
し
な
い
う
ち
は
、
仏
は
、
意
図
的
な
計
ら
い
に

よ
っ
て
、
一
仏
乗
の
教
え
は
性
急
に
は
説
こ
う
と
し
な
い
。

　

そ
れ
は
『
法
華
経
』
方
便
品
に
、「
わ
た
し
釈
尊
が
声
聞
乗
や
縁
覚
乗
の
二
乗
の

教
え
は
、
唯
一
の
真
実
の
教
え
で
あ
る
一
仏
乗
に
至
り
着
く
た
め
の
方
便
の
教
え
で

あ
り
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
を
そ
の
ま
ま
救
い
取
る
こ
と
を
説
き
明
か

す
、
一
仏
乗
以
外
に
わ
た
し
の
真
意
は
な
い
と
、
一
仏
乗
だ
け
を
讃
歎
す
る
な
ら

ば
、
衆
生
は
、
こ
れ
ま
で
疑
い
を
差
し
挟
む
こ
と
が
な
か
っ
た
、
声
聞
乗
の
教
え
や
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縁
覚
乗
の
教
え
と
の
大
き
な
違
い
に
戸
惑
い
、
わ
た
し
釈
尊
が
一
仏
乗
を
讃
歎
す
る

真
意
を
測
り
か
ね
て
、
声
聞
の
教
え
に
対
す
る
確
信
や
、
縁
覚
の
教
え
に
対
す
る
確

信
が
揺
ら
ぎ
、
疑
念
を
生
じ
て
、
苦
悩
に
溺
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
わ

た
し
釈
尊
が
明
か
す
教
え
は
真
実
を
明
か
す
教
え
で
は
な
い
と
、
真
実
の
教
え
を

謗
っ
て
不
信
に
堕
ち
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
地
獄
界
心
や
餓
鬼
界
心
や
畜
生
界
心

の
よ
う
な
三
悪
道
の
こ
こ
ろ
に
堕
ち
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」
と
、
説
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

真
実
の
教
え
を
謗
っ
て
不
信
に
堕
ち
入
り
、
地
獄
界
心
や
餓
鬼
界
心
や
畜
生
界
心

の
よ
う
な
三
悪
道
の
こ
こ
ろ
に
堕
ち
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
智
顗
は
、
五

つ
の
教
え
を
立
て
る
。

　

釈
尊
一
代
五
十
年
の
説
法
を
整
理
し
、
順
序
立
て
、
体
系
化
し
た
教
相
判
釈
・
五

時
の
第
一
の
教
え
は
、
華
厳
時
の
教
え
で
あ
る
。

　

釈
尊
は
、
五
十
年
に
わ
た
る
説
法
で
、
素
質
や
能
力
や
性
質
を
い
う
機
根
が
一
様

に
利
根
に
な
っ
て
、
機
根
に
差
別
が
な
く
な
っ
た
衆
生
に
は
「
融
」、
つ
ま
り
円
融

の
教
え
で
あ
る
円
教
を
設
け
、
機
根
が
不
揃
い
で
、
勝
れ
た
利
根
と
劣
っ
た
鈍
根
と

の
差
別
が
あ
る
衆
生
に
は
「
不
融
」、
つ
ま
り
人
々
を
真
実
の
教
え
で
あ
る
円
教
に

近
付
け
る
手
立
て
で
あ
り
、
方
便
の
教
え
で
あ
る
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
設
け
て
い

る
。
華
厳
時
で
は
、
円
教
を
主
と
し
て
説
き
、
兼
ね
て
別
教
を
用
い
て
い
る
。

　

華
厳
時
で
説
き
明
か
さ
れ
る
教
え
は
、
仏
の
自
内
証
そ
の
も
の
で
あ
る
。
極
め
て

深
遠
で
、
化
法
の
四
教
で
い
え
ば
、
別
と
円
の
二
教
で
、
蔵
と
通
の
二
教
は
、
ま
っ

た
く
含
ま
な
い
。
ま
た
化
儀
の
四
教
か
ら
い
え
ば
、
主
と
し
て
頓
教
で
、
秘
密
と
不

定
と
の
二
教
を
重
ね
て
い
る
が
、
漸
教
は
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
。
仏
は
こ
の
華
厳
時

で
は
、『
華
厳
経
』
の
説
法
を
受
け
て
、
た
ち
ま
ち
大
乗
の
別
・
円
二
教
の
教
え
の

真
髄
を
悟
る
こ
と
が
で
き
た
、
頓
大
の
菩
薩
に
説
示
し
た
の
は
当
然
と
し
て
、
頓
大

の
菩
薩
を
除
く
声
聞
と
縁
覚
の
小
乗
人
に
は
、
円
に
別
を
兼
ね
た
大
乗
の
教
え
で
あ

る
『
華
厳
経
』
を
あ
て
が
い
与
え
て
、
小
乗
人
が
大
乗
の
教
え
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
試
さ
れ
た
の
が
、
華
厳
時
で
あ
る
。
こ
の
、『
華
厳
経
』
を

あ
て
が
い
試
み
た
こ
と
が
、
擬ぎ

ぎ宜
と
い
わ
れ
る
。

　

声
聞
や
縁
覚
と
い
う
二
乗
人
に
は
、
別
教
を
兼
ね
て
仏
の
悟
り
を
悟
り
の
ま
ま
に

説
く
円
教
の
教
え
は
、
聾
者
が
教
え
を
聞
く
よ
う
に
、
唖
者
が
教
え
を
説
く
よ
う

に
、
と
も
に
仏
の
真
意
を
聞
き
取
り
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。

　

こ
れ
が
、
教
相
判
釈
の
五
時
で
は
、
第
一
の
華
厳
時
の
教
え
に
当
た
る
。
機
根
か

ら
み
れ
ば
、
二
乗
に
と
っ
て
華
厳
の
座
は
、
如
聾
如
唖
で
あ
っ
て
、
薄
い
こ
と
が
乳

の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
五
味
で
は
乳
味
に
当
た
る
。

　
『
華
厳
経
』
の
教
え
は
、
声
聞
や
縁
覚
の
二
乗
人
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に
程
度

が
高
く
て
理
解
す
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
ま
る
で
聾
の
ご
と
く
唖
の
ご
と
く
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
仏
は
、
こ
れ
ら
の
声
聞
や
縁
覚
の
小
乗
人
に
適
う
第
二
の
教
え
と
し

て
、『
増
一
阿
含
経
』『
中
阿
含
経
』『
雑
阿
含
経
』『
長
阿
含
経
』
の
四
阿
含
な
ど
を

設
け
た
。

　

機
根
が
劣
り
、
機
根
が
一
様
で
な
い
二
乗
人
に
説
く
、
こ
れ
ら
の
四
阿
含
の
教
え

は
、
身
近
な
こ
と
を
説
い
て
極
め
て
理
解
し
易
い
が
、
浅
薄
で
あ
る
こ
と
は
免
れ
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
二
乗
人
は
、
四
阿
含
の
教
え
を
固
く
信
奉
し
、
声
聞
の
教
え
が

究
極
で
あ
り
、
縁
覚
の
教
え
が
究
極
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
う
こ
と
が
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
仏
の
本
意
は
元
か
ら
一
仏
乗
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
四
阿
含
の
な

か
に
も
、
小
乗
人
を
大
乗
に
誘
い
、
順
次
に
大
乗
の
一
仏
乗
に
導
こ
う
と
す
る
、
仏

の
意
図
が
隠
さ
れ
秘
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
誘
引
で
あ
り
、
密
弾
と
い
わ
れ
る
。

　

鹿
苑
時
の
四
阿
含
の
教
え
に
は
、
小
乗
人
を
大
乗
の
一
仏
乗
に
誘
引
し
よ
う
と
す

213



─　  （　）─75

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

る
仏
の
意
図
が
隠
さ
れ
秘
め
ら
れ
て
は
い
た
が
、
教
え
の
程
度
が
あ
ま
り
に
低
か
っ

た
の
で
、
華
厳
時
の
仏
の
説
法
に
よ
っ
て
、
円
教
の
『
法
華
経
』
を
聴
聞
す
る
ま
で

に
成
熟
し
た
利
根
の
菩
薩
は
、
四
阿
含
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
し
、
聴
聞
の
対
象
と

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
が
、
五
時
で
は
、
第
二
の
鹿
苑
時
の
教
え
に
当
た
る
。
経
典
の
名
称
を
使
え

ば
、
阿
含
時
と
な
る
。
鹿
苑
の
座
は
、
四
苦
八
苦
す
る
人
間
苦
の
実
相
を
観
て
、
苦

の
原
因
を
追
求
し
、
苦
の
原
因
を
突
き
止
め
、
こ
れ
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
苦
を

克
服
す
る
こ
と
が
で
き
、
や
が
て
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
五
蘊
を
厭
い
、
貪
欲
を

離
れ
て
済
度
さ
れ
る
と
す
る
座
で
あ
る
。
こ
の
座
で
、
凡
夫
は
声
聞
・
縁
覚
の
聖
者

と
な
り
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
の
機
根
が
次
第
に
成
熟
し
て
、
華
厳
時
よ
り
濃
厚
と

な
っ
た
乳
の
酪
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
五
味
で
は
酪
味
に
当
た
る
と
さ
れ
る
。

　

第
三
の
教
え
で
は
、
こ
の
段
階
の
真
実
の
教
え
を
聞
く
ま
で
に
機
根
が
成
熟
し
た

大
根
の
菩
薩
に
説
く
融
、
す
な
わ
ち
円
教
と
、
真
実
の
教
え
を
聞
く
ま
で
に
機
根
が

成
熟
し
て
い
な
い
小
根
の
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
に
説
く
不
融
、
す
な
わ
ち
二
乗
人

に
は
、
勝
れ
た
利
根
の
人
と
劣
っ
た
鈍
根
の
人
と
が
混
じ
っ
て
い
た
か
ら
、
蔵
・

通
・
別
の
三
教
の
形
で
、
教
え
も
真
実
と
方
便
と
を
交
え
て
説
か
れ
た
。
加
え
て
、

こ
の
段
階
の
真
実
の
教
え
を
通
し
て
円
教
の
一
仏
乗
に
繋
が
る
教
え
を
説
き
明
か

し
、
二
乗
人
が
声
聞
の
悟
り
や
縁
覚
の
悟
り
に
固
執
し
て
や
ま
な
い
劣
情
を
叱
り
、

罵
倒
し
、
二
乗
の
教
え
を
徹
底
し
て
否
定
し
た
。
こ
れ
が
、
弾た

ん

が訶
で
あ
る
。

　

融
の
円
教
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
融
の
蔵
・
通
・
別
の
三
教
が
劣
る

こ
と
が
開
き
明
か
さ
れ
た
。
蔵
・
通
・
別
の
三
教
で
は
、
真
の
仏
と
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
知
っ
た
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
は
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
厭
い
斥
け
、

声
聞
や
縁
覚
の
不
融
の
教
え
を
究
極
で
あ
る
と
し
て
固
執
す
る
お
の
れ
の
不
明
を
恥

じ
、
不
融
を
離
れ
、
こ
の
段
階
の
真
実
の
教
え
を
通
し
て
、
大
乗
の
一
仏
乗
の
教
え

を
説
く
円
教
を
慕
う
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
五
時
で
は
、
第
三
の
方
等
時
の
教
え
に
当
た
る
。
機
根
か
ら
み
れ
ば
、
方

等
の
座
は
、
小
乗
人
は
、
二
乗
の
教
え
を
究
極
と
し
て
固
執
す
る
二
乗
人
の
有
り
様

を
罵
倒
す
る
弾
訶
を
受
け
、
小
乗
を
恥
じ
て
大
乗
を
慕
う
耻ち

し
ょ
う
ぼ
だ
い

小
慕
大
の
念
を
起
こ

し
、
人
知
れ
ず
に
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
、
酪
が
生
蘇
と
な
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

五
味
で
は
生
蘇
味
に
当
た
る
と
さ
れ
る
。

　

第
四
の
教
え
で
あ
る
般
若
時
で
は
、
融
と
不
融
と
の
両
方
を
設
け
る
。

　

方
等
時
で
は
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
の
考
え
の
矛
盾
を
暴
露
し
、
強
く
叩
き
、
叱

り
つ
け
た
。

　

こ
の
第
四
般
若
時
の
説
法
で
は
、
方
等
時
の
説
法
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
大
乗
と
小

乗
と
を
別
の
も
の
と
す
る
片
寄
っ
た
執
着
を
洗
い
清
め
る
た
め
に
、
事
象
は
す
べ
て

空
で
あ
り
、
仮
で
あ
り
、
中
の
有
り
様
に
あ
り
、
一
切
の
事
象
に
差
別
は
な
い
か

ら
、
大
乗
と
い
い
、
小
乗
と
い
っ
て
も
両
者
に
違
い
が
な
く
、
小
乗
は
大
乗
に
止
揚

し
て
、
大
乗
と
一
味
で
し
か
な
い
と
淘
汰
す
る
。

　

そ
れ
と
共
に
般
若
時
で
は
、
二
乗
に
菩
薩
を
加
え
た
三
乗
人
を
、
融
の
教
え
で
あ

る
般
若
時
の
昔
円
に
引
き
寄
せ
、
昔
円
を
通
し
て
今
円
の
法
華
の
会
座
に
向
か
わ
せ

よ
う
と
す
る
。

　

舎
利
弗
や
須
菩
提
や
目
連
な
ど
の
二
乗
人
が
、
仏
の
加か

被び

力り
き

を
得
て
一
切
皆
空
の

理
を
説
い
て
も
、
そ
れ
を
聴
聞
す
る
二
乗
人
の
こ
こ
ろ
は
い
つ
ま
で
も
二
乗
に
あ
っ

て
、
自
分
は
大
乗
の
分
際
で
は
な
い
と
卑
下
し
、
声
聞
般
若
の
但た

ん
く
う空
の
教
え
に
満
足

し
、
二
乗
の
悟
り
が
無
上
で
あ
る
と
固
執
す
る
。
結
果
と
し
て
小
根
の
二
乗
人
は
、

不
融
の
蔵
教
の
四
阿
含
の
教
え
に
堕
ち
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
、「
般
若
に
あ
っ
て
、

人
を
会
せ
ず
」
と
い
う
。

　

般
若
時
の
説
法
で
は
、
菩
薩
を
含
め
た
三
乗
人
が
、
進
ん
で
大
乗
の
法
門
に
通
達
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す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
仏
が
、
舎
利
弗
や
須
菩
提
や
目
連
な
ど
の
利
根
の
二

乗
人
に
命
じ
て
、
大
乗
の
法
門
を
代
説
さ
せ
る
。
代
説
に
よ
っ
て
、
次
第
に
大
乗
の

法
門
に
馴
れ
、
知
ら
な
い
う
ち
に
大
乗
の
大
品
般
若
の
法
門
に
通
達
さ
せ
、
終
に
は

法
華
の
会
座
に
至
ら
せ
よ
う
と
す
る
。

　

大
根
の
菩
薩
の
う
ち
、
通
教
に
明
か
す
如
幻
即
空
の
理
を
観
じ
る
利
根
の
菩
薩

は
、
上
根
の
二
乗
人
の
転
教
に
よ
っ
て
、
一
切
の
事
象
は
空
で
あ
る
と
観
、
し
か
も

一
切
の
事
象
を
仮
と
観
る
。
そ
し
て
一
切
の
事
象
は
仮
で
も
な
け
れ
ば
、
空
で
も
な

い
と
観
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
空
・
仮
・
中
の
真
実
を
悟
り
、
別
教
の
菩
薩
は
但
中

の
理
を
悟
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
・
円
の
二
教
に
接
続
し
、
不
融
か
ら
融
に
向
か
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
、「
転
教
」
で
あ
り
、「
付
財
」
と
も
い
わ
れ
る
、
般
若
の
功
徳
で
あ

る
。

　

つ
ま
り
、
般
若
時
の
説
法
に
よ
っ
て
、
二
乗
人
自
身
は
自
覚
し
て
い
な
い
が
、
淘

汰
の
説
法
に
よ
っ
て
、
一
切
は
大
乗
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
転
教
に
よ
っ
て

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
大
乗
に
通
達
し
、
別
教
の
利
益
を
得
た
の
と
等
し
く
な

る
。
こ
れ
が
、「
方
等
弾
訶
の
上
に
、
般
若
淘
汰
の
益
を
成
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

こ
う
し
て
二
乗
は
勿
論
、
菩
薩
を
含
め
て
三
乗
が
こ
と
ご
と
く
別
教
の
利
益
を
得

る
。

　

こ
れ
が
五
時
で
は
、
第
四
の
般
若
時
の
教
え
に
当
た
る
。
般
若
の
座
は
、
空
・

仮
・
中
の
三
つ
の
真
実
を
基
に
小
乗
を
大
乗
に
淘
汰
し
、
機
根
か
ら
み
れ
ば
、
窮
子

が
長
者
の
命
に
よ
っ
て
お
の
れ
を
知
る
よ
う
に
、
二
乗
人
が
仏
の
加
被
力
を
受
け
て

転
教
し
、
人
知
れ
ず
に
別
教
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
、
生
蘇
を
重
ね
て
さ
ら
に
錬

り
、
一
層
勝
れ
た
熟
蘇
と
な
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
五
味
で
は
熟
蘇
味
に
当
た
る
。

　

仏
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
た
め
に
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
や
、
昔
円
と
い

わ
れ
る
通
・
別
の
円
教
の
よ
う
な
種
々
の
不
融
の
教
え
を
設
け
て
説
き
導
く
が
、
こ

れ
ら
は
た
だ
仏
が
相
手
の
素
質
や
能
力
や
性
質
な
ど
に
応
じ
て
、
生
け
る
も
の
の
機

根
の
悪
を
制
し
、
善
を
成
熟
さ
せ
て
、
一
仏
乗
に
至
ら
せ
る
た
め
の
方
便
と
し
て
説

く
、「
随
他
意
語
」
で
あ
っ
て
、
随
他
意
語
そ
の
も
の
は
、
仏
が
心
中
に
秘
め
て
い

る
本
来
の
意
図
を
明
か
し
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
、『
法
華
経
』
の
文
に
、「
不
務
速

説
・
務
め
て
速
や
か
に
説
か
ず
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

蔵
教
は
、
も
ろ
も
ろ
の
事
象
を
構
成
要
素
に
分
析
し
、
構
成
要
素
の
い
ず
れ
に
も

そ
の
も
の
自
体
が
存
在
し
な
い
と
見
、
そ
の
も
の
は
単
に
名
称
の
う
え
だ
け
の
も
の

で
あ
る
と
見
た
。
真
実
は
、
そ
の
も
の
は
存
在
せ
ず
、
た
だ
空く

う

と
見
る
も
の
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
蔵
教
は
、
存
在
の
有
り
様
は
「
析し

ゃ
っ
く
う空

」、
あ
る
い
は
「
但た

ん
く
う空

」
を
真
実

と
し
た
。
中
・
中
道
は
欠
け
る
か
ら
、「
無む

ち
ゅ
う中

」
と
い
う
。

　

通
教
は
、
も
ろ
も
ろ
の
事
象
は
、
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
如
幻
即
空
、
も
ろ
も
ろ
の
事
象
は
幻

ま
ぼ
ろ
し

の
よ
う
に
空
で
あ
っ
て
、
全
体
と

し
て
そ
の
ま
ま
が
本
来
空
で
あ
る
と
見
た
。
つ
ま
り
通
教
は
、
存
在
の
有
り
様
は
、

「
体た

い
く
う空

」
を
真
実
と
し
た
。
通
教
人
に
よ
っ
て
は
、
中
・
中
道
を
望
み
見
る
か
ら
、

「
含が

ん
ち
ゅ
う中

」
と
い
う
。

　

別
教
は
、
も
ろ
も
ろ
の
事
象
は
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
空
に
あ

る
が
、
縁
に
よ
っ
て
仮か

り

に
存
在
す
る
と
見
、
さ
ら
に
、
空く

う

の
一
面
だ
け
、
仮け

の
一
面

だ
け
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
と
ば
や
思
慮
の
対
象
を
超
え
た
中ち

ゅ
う

・
中

道
に
あ
る
と
見
た
。
つ
ま
り
、
空
を
見
、
仮
を
見
、
さ
ら
に
中
・
中
道
を
重
ね
、
空

と
仮
と
中
と
を
各
別
に
見
た
。
別
教
が
観
る
存
在
の
有
り
様
は
、
中
・
中
道
だ
け
を

真
実
と
し
、
こ
れ
を
但た

ん
ち
ゅ
う中
と
い
う
。

　

通
教
の
含が

ん
ち
ゅ
う中
に
し
て
も
、
別
教
の
但た

ん
ち
ゅ
う中
に
し
て
も
、
事
象
の
一
つ
ひ
と
つ
が
す

べ
て
空く

う

と
仮け

と
の
要
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
兼
ね
具
え
て
、
絶
対
の
中ち

ゅ
う

・
中
道
の
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「
円
」
に
あ
る
と
観
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、
円
教
で
あ
る
。

　

法
華
の
円
は
、
円
妙
で
あ
り
、
円
満
で
あ
り
、
円
足
で
あ
り
、
円
頓
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
一
切
の
も
ろ
も
ろ
の
事
象
は
、
空
に
あ
る
だ
け
で
は
な
い
し
、
仮
に
あ

る
だ
け
で
は
な
い
し
、
中
に
あ
る
だ
け
で
も
な
い
。
空
の
有
り
様
と
、
仮
の
有
り
様

と
、
中
の
有
り
様
と
い
う
対
立
が
昇
華
し
、
空
は
そ
の
ま
ま
仮
に
あ
り
中
に
あ
り
、

仮
は
そ
の
ま
ま
空
に
あ
り
中
に
あ
り
、
中
は
そ
の
ま
ま
空
に
あ
り
仮
に
あ
っ
て
、
存

在
の
在
り
方
の
空
・
仮
・
中
の
三
が
互
い
に
一
に
収
斂
し
て
、
絶
対
の
現
象
と
し
て

わ
た
し
の
目
の
前
に
現
前
し
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』
以
前
の
教
え
に
よ
っ
て
、
凡
夫
も
、
二
乗
も
、
機
根
の
内
実
が
、
方

等
弾
訶
の
上
に
般
若
淘
汰
を
益
を
成
じ
、
般
若
の
転
教
な
ど
を
経
て
、
円
妙
・
円

満
・
円
足
・
円
頓
に
あ
る
真
実
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
成
熟
し
て

き
て
い
る
か
ら
、
一
様
に
三
乗
人
を
対
象
と
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
事
象
が
、
即
空
・

即
仮
・
即
中
の
有
り
様
に
あ
る
諸
法
実
相
を
照
ら
し
出
し
、
生
け
る
も
の
は
す
べ
て

仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
、
一
仏
乗
の
教
え
を
明
か
す
法
華
涅
槃
時
が
到
来

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、
正
直
一
道
の
無
上
仏
道
で
あ
る
。

　

広
大
で
あ
り
、
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
の
教
え
で
あ
る
『
法
華
経
』
は
、
諸

法
実
相
を
真
実
と
し
、
三
乗
人
を
対
象
と
し
て
、
一
仏
乗
の
教
え
を
明
か
し
て
い

る
。
仏
智
に
則
っ
た
一
仏
乗
の
修
行
は
、
衆
生
の
感か

ん

と
仏
の
応お

う

と
が
道ど

う
き
ょ
う交
し
、
生

け
る
衆
生
と
仏
と
を
一
直
線
に
結
ぶ
ル
ー
ト
に
他
な
ら
な
い
。
仏
に
直
結
す
る
ル
ー

ト
を
、
正
直
一
道
の
無
上
仏
道
と
明
か
し
て
い
る
。

　

正
直
一
道
の
無
上
仏
道
に
よ
っ
て
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
を
一
仏
乗
に
趣
か
せ

よ
う
と
す
る
、
仏
の
教
化
教
導
の
化
意
の
有
無
こ
そ
が
、
華
厳
を
頓
大
と
し
て
第
一

時
に
位
置
付
け
、
一
乗
独
妙
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
な
い
理
由
で
あ
り
、
仏
の
本
懐
が

法
華
に
あ
る
理
由
も
、
こ
こ
に
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、
諸
法
実
相
の
理
を
、
三
乗
人
を
対
象
に
、
一
仏
乗
の
教
え
と
し

て
明
か
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
を
、
正
直
一
道
の
行
と
し
て
迫
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
教
・
行
・
人
・
理
の
四
を
そ
れ
ぞ
れ
絶
対
の
一
と
し
、
存
在
の
有
り
様
を
い

う
空
と
仮
と
中
と
が
融
け
合
っ
て
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
し
て
眼
前
に
展
開
す

る
、
現
実
の
も
ろ
も
ろ
の
事
象
の
な
か
で
、
人
間
の
可
能
性
を
謳
歌
し
て
や
ま
な
い

人
間
讃
歌
で
あ
る
。

　

法
華
涅
槃
時
に
先
立
つ
前
四
時
、
す
な
わ
ち
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
の
説
法

に
は
、
秘
密
教
が
あ
り
、
不
定
教
が
あ
っ
た
。
化
儀
の
秘
密
・
不
定
の
二
教
は
、
教

え
そ
の
も
の
か
ら
い
え
ば
、
化
法
の
蔵
・
通
・
別
の
三
教
に
他
な
ら
な
い
。

　
『
法
華
経
』
は
、
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
で
あ
っ
て
、
前
四
時
の
方
便
を
超

え
て
お
り
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
の
方
便
を
超
え
て
お
り
、
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定

の
四
教
の
方
便
を
超
え
て
お
り
、
非
頓
・
非
漸
・
非
秘
密
・
非
不
定
の
な
か
に
調
和

し
、
統
合
し
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
円
教
と
区
別
し
て
、
開
顕
円
と
い
わ
れ
、
超

八
醍
醐
の
法
華
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、『
法
華
経
』
独
自
の
内
容
は
説
い
て
い
な

い
が
、
顕け

ん
ぜ
つ説
さ
れ
て
い
る
法
華
以
外
の
諸
経
典
の
説
法
目
的
を
す
べ
て
明
ら
か
に
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
説
法
目
的
は
、
一
仏
乗
に
開
会
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
こ
の
目
的
に
向
か
っ
て
、
諸
経
典
が
順
次
に
説
か
れ
て
い
く
論
理
的
な
プ
ロ
セ

ス
、
つ
ま
り
、
教
相
を
『
法
華
経
』
が
明
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

相
待
判
で
は
、
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
の
前
四
時
を
麁そ

と
し
、
法
華
を
妙

み
ょ
う

と
す
る
。
麁
を
妙
の
法
華
一
仏
乗
に
帰
入
し
円
融
し
た
後
は
、
今
も
昔
も
麁
は
な

く
、
等
し
く
妙
の
円
教
だ
け
が
あ
っ
て
、
蔵
・
通
・
別
・
円
と
い
う
四
教
各
別
は
な
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い
。
各
別
と
み
る
の
は
、
凡
夫
の
迷
い
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
こ
う
し
て
四
教

は
融
け
合
っ
て
、
一
円
教
で
あ
る
と
開
顕
円
を
説
く
に
至
る
。

　

生
け
る
衆
生
の
機
根
が
十
分
に
成
熟
し
、
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
の
前
四
時

が
融
け
合
い
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
が
融
け
合
い
、
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の

四
教
が
融
け
合
っ
て
、
融
そ
の
も
の
の
円
融
の
教
え
を
説
き
明
か
す
『
法
華
経
』

は
、
不
融
と
蔵
・
通
・
別
・
円
と
い
う
顕
方
便
の
四
教
を
、
各
別
に
順
に
た
ど
る
こ

と
を
必
要
と
し
な
い
。

　
『
法
華
経
』
は
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
が
悟
っ
た
内
容
、
つ
ま
り
仏
の
真
実
の
教
え
が
そ

の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
各
別
を
必
要
と
し
な
い
し
、
頓
・

漸
・
秘
密
・
不
定
の
四
教
各
別
を
必
要
と
し
な
い
。
四
教
を
包
摂
し
、
四
教
が
融
け

合
っ
た
、
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
で
あ
り
、
完
全
な
円
教
と
し
て
、
た
ち
ど
こ

ろ
に
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
一
仏
乗
の
教
え
に

よ
っ
て
、
正
直
一
道
の
無
上
仏
道
を
説
き
明
か
し
て
い
る
。

　

頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
の
別
を
除
い
て
、
非
頓
・
非
漸
・
非
秘
密
・
非
不
定
と

し
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
別
を
除
い
て
、
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
の
真
実
の
教

え
で
あ
る
、『
法
華
経
』
が
説
法
さ
れ
る
と
き
は
、
生
け
る
も
の
す
べ
て
の
機
根
が

十
分
に
調
熟
さ
れ
て
い
る
。『
法
華
経
』
が
説
法
さ
れ
る
と
き
は
、
純
円
教
の
『
法

華
経
』
の
他
に
、
頓
教
も
、
漸
教
も
、
秘
密
教
も
、
不
定
教
も
必
要
が
な
い
。
蔵
教

も
、
通
教
も
、
別
教
も
必
要
が
な
い
。『
法
華
経
』
一
経
の
な
か
に
、
頓
・
漸
・
秘

密
・
不
定
の
四
教
と
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
と
を
包
摂
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、

純
円
の
在
り
方
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
が
王
舎
城
近
く
の
霊り

ょ
う
じ
ゅ
せ
ん

鷲
山
の
山
頂
で
講
説
す
る
、『
法
華

経
』
の
会
座
に
連
な
る
も
の
は
す
べ
て
、『
法
華
経
』
が
明
か
す
仏
の
真
実
の
教
え

に
よ
っ
て
、
同
一
の
悟
り
の
味
に
浸
る
こ
と
に
な
る
。

　

同
一
の
悟
り
の
味
に
浸
る
と
い
う
こ
と
は
、『
法
華
経
』
の
会
座
に
連
な
る
者
す

べ
て
が
、
等
し
く
正
直
一
道
の
無
上
仏
道
に
よ
っ
て
一
仏
乗
を
味
わ
い
、
一
仏
乗
に

趣
き
入
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
乗
が
そ
の
ま
ま
一
仏
乗
に
至
る
一
本
道
を
た
ど

る
先
に
、
開
か
れ
た
世
界
が
現
前
す
る
。
現
前
す
る
世
界
が
、
ま
さ
に
仏
知
見
の
世

界
で
あ
る
。
仏
知
見
を
開
か
せ
、
仏
知
見
を
示
し
、
仏
知
見
を
悟
ら
せ
、
仏
知
見
に

入
ら
せ
よ
う
と
し
て
、
ブ
ッ
ダ
釈
尊
は
、
わ
た
し
た
ち
が
住
む
こ
の
娑
婆
世
界
に
出

現
し
、
霊
鷲
山
の
山
頂
で
、『
妙
法
蓮
華
経
』
を
説
法
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

諸
法
実
相
を
体
得
し
、
仏
に
直
結
す
る
一
本
道
に
よ
っ
て
一
仏
乗
を
悟
り
、
一
仏

乗
に
帰
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
、
如
来
出
世
の
本
懐
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
、
五
時
で
は
、
第
五
の
法
華
涅
槃
時
の
教
え
に
当
た
る
。

　

機
根
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
段
階
に
至
っ
て
よ
う
や
く
法
華
の
開
会
が
始
ま
り
、

上
・
中
・
下
の
三
根
の
種
類
に
対
応
す
る
、「
法
・
譬
・
因
縁
の
三
周
の
説
法
」
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
円
教
の
菩
薩
の
階
位
の
う
ち
、
十
住
の
初
住
位
に
入
る
。
そ
し

て
、
成
仏
を
保
証
す
る
記
を
授
け
、
無
明
を
断
ち
、
中
・
中
道
を
悟
る
。
こ
れ
が
、

熟
蘇
が
醍
醐
と
な
る
か
ら
、
五
味
で
は
醍
醐
味
に
当
た
る
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
仏
の
本
懐
を
表
わ
す
た
め
に
、
一
切
の
方
便
を
超
越

し
、
真
実
に
収
斂
し
た
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
、
こ
こ
に
樹
立
す
る
の
で
あ
る
。

　

生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
を
成
仏
さ
せ
る
こ
と
を
旨
と
す
る
、
仏
の
出
世
の

本
懐
を
説
き
明
か
す
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
真
意
は
、
こ
こ
に
現
前
す
る
わ
た
し
ひ
と

り
に
向
け
ら
れ
、
わ
た
し
の
こ
こ
ろ
に
向
け
ら
れ
る
。
宇
宙
の
森
羅
万
象
を
映
す
、

わ
た
し
の
こ
こ
ろ
が
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
で
あ
り
、
わ
た
し
を
支
え
て
宇
宙

の
一
切
が
関
係
し
合
い
、
わ
た
し
を
含
め
て
宇
宙
の
一
切
が
円
融
し
合
っ
て
、
即

空
・
即
仮
・
即
中
に
あ
り
、
絶
対
不
可
思
議
・
不
可
説
に
あ
る
か
ら
、『
妙
法
蓮
華

経
』
一
経
の
名
称
に
、「
妙
」
の
一
字
を
冠
し
て
い
る
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
六
）（
大
野
）

　

ブ
ッ
ダ
釈
尊
の
教
化
教
導
の
面
か
ら
、『
妙
法
蓮
華
経
』
が
妙
法
で
あ
る
理
由
を

論
じ
詰
め
よ
う
と
す
る
、
七
番
共
解
第
一
章
の
「
標
章
」、
第
一
節
の
「
釈
名
」
の

段
の
結
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
最
も
肝
要
な
点
は
、
つ
ぎ
に
説
き
明
か
す
内
容
以
外

に
は
な
い
。

　

第
一
華
厳
時
の
教
え
は
、
仏
が
、
成
道
後
三
七
・
二
十
一
日
間
に
、
毘
廬
舎
那
法

身
と
し
て
海
印
三
昧
中
に
在
り
な
が
ら
、
文
殊
・
普
賢
な
ど
の
大
菩
薩
に
対
し
て
、

仏
自
身
の
悟
り
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
華
厳
経
』
で
は
、

円
融
門
の
教
説
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
一
つ
め
は
、『
華
厳
経
』
は
、
一
切
の
衆
生
を
済
度
す
る
と
い
う
仏
の
本

意
に
反
し
て
、
声
聞
と
縁
覚
の
二
乗
人
に
と
っ
て
、
全
く
理
解
が
及
ば
な
い
、
聾
の

ご
と
き
唖
の
ご
と
き
教
え
で
あ
り
、
二
乗
人
は
、
一
仏
乗
に
導
く
対
象
と
は
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
。
二
つ
め
は
、
修
行
に
順
序
次
第
が
あ
る
と
す
る
行
布
門
で
は
、
十

住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
妙
覚
と
い
う
、
段
階
的
な
菩
薩
の
行
位
と
し
て
四
十

一
位
を
説
い
て
お
り
、
教
化
教
導
の
面
で
は
片
寄
り
の
あ
る
麁そ

で
あ
り
、
衆
生
を
そ

の
ま
ま
そ
っ
く
り
仏
と
な
る
道
に
導
く
と
い
う
、
仏
の
本
意
に
適
わ
な
か
っ
た
こ

と
。
こ
の
二
点
か
ら
、
権ご

ん

、
す
な
わ
ち
方
便
を
含
む
こ
と
は
免
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
『
華
厳
経
』
は
、
円
兼
一
別
、
円
教
に
別
教
を
兼
ね
具
え
て
い
る
か

ら
、「
華
厳
は
兼
」
と
い
う
。

　

第
二
鹿
苑
時
の
教
え
は
、（
三
）
蔵
教
、
す
な
わ
ち
四
阿
含
の
教
え
で
あ
る
。

　

四
阿
含
は
、
現
象
し
存
在
す
る
一
切
の
事
象
は
相
即
相
入
し
て
円
融
し
、
一
切
の

衆
生
を
仏
に
導
く
と
説
く
円
教
の
教
え
は
ま
っ
た
く
具
え
て
い
な
い
。
衆
生
は
因
縁

に
よ
っ
て
生
滅
す
る
が
、
一
切
の
事
象
は
実
在
で
あ
る
と
す
る
、「
人に

ん
く
う空
法ほ

う

う有
」
の

教
え
は
、
空く

う

を
知
る
が
、
不ふ

く

う空
を
知
ら
ず
、
空
に
の
み
執
着
す
る
空
の
理
だ
け
を
説

い
て
い
る
か
ら
、「
三
蔵
は
但
」
と
い
う
。

　

第
三
方
等
時
の
教
え
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
を
並
べ
て
、
対
比
し
て
説
い

て
い
る
。

　

第
一
の
、
人
空
法
有
の
但
空
を
説
く
「
蔵
教
」
と
、
第
二
の
、「
人
法
二
空
」
の

体
空
を
説
く
「
通
教
」
と
、
第
三
の
、
衆
生
が
機
根
に
応
じ
て
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
仏
が
非
有
非
空
の
「
但
中
」
の
理
を
説
く
「
別
教
」
と
、
第
四
の
、
現
象
し
存

在
す
る
一
切
の
事
象
は
相
即
相
入
し
、
一
切
の
衆
生
を
仏
に
導
く
、「
不
但
中
」
の

理
を
説
く
「
円
教
」
と
い
う
、
蔵
・
通
・
別
と
未
開
顕
の
円
と
の
四
教
を
並
べ
て
、

蔵
教
の
小
乗
と
、
通
・
別
・
未
開
顕
円
の
大
乗
と
を
対
比
し
て
説
き
、
小
乗
を
否
定

し
大
乗
を
讃
歎
し
て
い
る
か
ら
、「
方
等
は
対
」
と
い
う
。

　

第
四
般
若
時
の
教
え
は
、
現
象
し
存
在
す
る
一
切
の
事
象
は
相
即
相
入
し
、
一
切

の
衆
生
を
仏
に
導
く
、
不
但
中
と
い
う
仏
の
真
実
の
教
え
を
説
く
未
開
顕
の
「
円

教
」
に
、
人
法
二
空
の
体
空
を
説
く
「
通
教
」
と
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
理
解
で

き
る
よ
う
に
、
仏
が
非
有
非
空
の
但
中
の
理
を
説
く
「
別
教
」
と
の
、
通
教
と
別
教

と
を
差
し
挟
み
、
帯
び
て
説
く
。
別
教
の
空
・
仮
・
中
の
三
諦
は
、
段
階
を
経
る
も

の
で
、
円
融
相
即
に
は
至
ら
な
い
。
だ
か
ら
中
は
、
空
と
仮
と
に
対
し
て
、
隔
て
が

あ
り
、
別
々
で
あ
る
か
ら
、「
但
中
」
と
い
う
。
円
教
に
通
・
別
の
二
教
を
帯
び

て
、
正
し
く
空
・
仮
・
中
各
別
の
「
隔
歴
三
諦
」
を
明
か
す
円
教
を
説
い
て
い
る
こ

と
を
、「
般
若
は
帯
」
と
い
う
。

　

第
五
法
華
涅
槃
時
の
『
法
華
経
』
の
教
え
は
、
仏
が
悟
っ
た
真
実
の
教
え
を
明
か

す
。

　
「
十
界
・
十
如
・
権
実
の
法
」、
す
な
わ
ち
わ
た
し
の
眼
前
に
現
前
す
る
一
切
の
事

物
や
現
象
が
、
縦
か
ら
観
て
も
、
横
か
ら
観
て
も
、
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
で

あ
っ
て
、
円
融
不
可
思
議
の
諸
法
実
相
に
あ
り
、
一
切
の
事
象
の
有
り
様
は
即
空
・

即
仮
・
即
中
に
あ
り
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
中ち

ゅ
う

は
、
空
と
仮
と
を
そ
っ
く
り
そ
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の
ま
ま
中
に
収
め
る
「
不
但
中
」
に
あ
る
か
ら
、
一
切
は
一
仏
乗
に
収
斂
し
、
一
切

の
衆
生
は
残
ら
ず
救
わ
れ
、
仏
に
成
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
第

五
時
の
『
法
華
経
』
は
、「
兼
・
但
・
対
・
帯
な
し
」
と
い
う
。

　
『
法
華
経
』
が
説
法
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
を
聴
聞
す
る
者
は
、『
法
華
経
』
を
受
容

す
る
の
に
相
応
し
い
機
根
の
人
ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
に
、
三
乗
の

教
え
は
仮
の
方
便
の
教
え
で
あ
り
、
一
仏
乗
の
教
え
が
真
実
の
教
え
で
あ
る
と
打
ち

明
け
る
。
そ
し
て
、
三
乗
の
教
え
を
廃
し
、
一
仏
乗
の
教
え
を
顕
わ
し
て
、
三
乗
を

一
つ
に
し
て
一
仏
乗
に
入
ら
せ
る
か
ら
、
教
え
は
純
粋
で
、
円
妙
・
円
満
・
円
足
・

円
頓
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、「
今
円
昔
円
円
体
無
殊
」、
す
な
わ
ち
、『
法
華
経
』
の
円
と
、
華

厳
・
方
等
・
般
若
の
三
時
の
諸
経
の
円
と
の
本
体
に
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
華
厳

の
円
教
は
別
教
を
兼
ね
具
え
、
方
等
の
円
教
は
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
対
説
し
対
破

し
、
般
若
の
円
教
は
通
・
別
の
二
教
を
挟
み
帯
び
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
法

華
経
』
の
円
教
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
す
べ
て
の
経
典
を
い
う
、
蔵
・
通
・
別
・

円
の
四
教
を
開
顕
し
、
廃
会
し
た
円
教
で
あ
る
。

　

未
開
顕
の
昔
円
も
、
開
廃
会
を
経
て
今
円
と
な
り
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
、
あ

る
い
は
菩
薩
を
含
め
た
三
乗
人
は
勿
論
、
一
切
の
衆
生
を
仏
と
な
る
道
に
導
き
尽
く

し
て
、
積
み
残
す
こ
と
が
な
い
。
教
え
の
趣
意
は
す
べ
て
仏
の
本
意
に
適
い
、
一
仏

乗
に
あ
る
か
ら
、
純
一
無
雑
で
純
円
独
妙
の
「
純
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、『
法
華
経
』
を
純
円
教
と
す
る
。

　

す
べ
て
の
衆
生
に
仏
知
見
を
開
示
悟
入
さ
せ
て
、
す
べ
て
の
衆
生
を
救
い
尽
く
す

と
い
う
仏
の
本
意
に
適
わ
な
い
教
え
を
「
権ご

ん

」、
つ
ま
り
方
便
と
し
、
適
う
教
え
を

「
実じ

つ

」、
つ
ま
り
真
実
と
す
る
。
そ
し
て
、
衆
生
の
機
根
に
差
違
が
あ
り
、
そ
の
機
根

に
相
応
し
い
教
え
を
説
く
か
ら
、
仏
の
教
化
教
導
に
片
寄
り
が
出
る
の
を
「
麁そ

」
と

し
、
片
寄
り
が
な
い
の
を
「
妙み

ょ
う

」
と
す
る
。

　
『
法
華
経
』
に
は
、
一
麁
一
妙
の
兼
も
な
く
、
た
だ
麁
に
し
て
妙
な
し
の
但
も
な

く
、
三
麁
一
妙
の
対
も
な
く
、
二
麁
一
妙
の
帯
も
な
い
。
蔵
・
通
・
別
の
方
便
の
教

え
と
未
開
顕
の
昔
円
の
教
え
は
、
生
け
る
衆
生
一
切
を
、
純
粋
の
今
円
で
あ
る
真
実

の
教
え
に
近
付
け
る
手
立
て
で
あ
る
こ
と
を
開
い
て
明
か
し
、
方
便
の
教
え
を
否
定

し
た
上
で
、
方
便
の
教
え
を
真
実
の
教
え
に
融
合
す
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、
二
乗
人
は
勿
論
、
一
切
の
衆
生
が
、
間
違
い
な
く
仏
の
世
界
に

帰
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
教
え
で
あ
り
、
一
切
の
方
便
を
捨
て
、
仏
の
境
界
に
引
き

入
れ
る
法
華
の
一
仏
乗
を
明
か
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
方
便
で
あ
る
二
乗
・
三
乗
の

教
え
を
捨
て
、
真
実
に
生
き
る
一
仏
乗
に
お
の
れ
の
身
心
を
投
げ
出
し
て
帰
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
開
顕
さ
れ
、
廃
会
さ
れ
た
真
実
の
教
え
は
、
そ
の
ま
ま
無
上
の
一
仏

乗
の
悟
り
に
至
る
一
本
道
で
あ
り
、
宇
宙
の
森
羅
万
象
は
絶
対
不
可
思
議
・
不
可
説

の
有
り
様
に
あ
る
、
諸
法
実
相
を
明
か
す
の
で
あ
る
。

　

昔し
ゃ
く

は
今こ

ん

で
あ
り
、
今
は
純じ

ゅ
ん

で
あ
り
、
純
は
妙み

ょ
う

で
あ
る
か
ら
、『
法
華
経
』
を

「
妙
法
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

　

ブ
ッ
ダ
釈
尊
が
説
き
明
か
し
た
教
え
が
妙
法
で
あ
る
こ
と
を
、
蓮
華
に
例
え
る
。

　

妙
法
を
蓮
華
に
例
え
、
は
す
の
花
と
実
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
は

す
の
花
と
実
以
外
の
、
一
般
の
花
と
実
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
逆
に
、
一
般
の

花
と
実
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
す
の
花
と
実
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
て
、
妙
に
対
す
る
麁
、
麁
に
対
す
る
妙
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

一
般
の
花
と
実
と
は
、
粗
い
在
り
方
に
あ
る
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
目
に
ハ
ッ

キ
リ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
在
り
方
を
、「
麁そ

」
の
在
り
方
に
あ
る
と
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
勝
れ
た
細
か
い
在
り
方
に
あ
る
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
目
に
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ハ
ッ
キ
リ
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
在
り
方
を
、「
妙み

ょ
う

」
の
在
り
方
に
あ
る
と
す

る
。

　
『
法
華
経
』
は
、「
妙
」
の
教
え
を
明
か
す
。『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
は
、
目
に

ハ
ッ
キ
リ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
、「
麁
」
の
在
り
方
を
説
く
「
麁
」
の
教
え
で
あ

る
。
麁
法
は
、
衆
生
の
機
根
に
相
応
し
い
教
え
を
説
く
か
ら
、
仏
の
教
化
教
導
に
片

寄
り
が
出
る
。『
法
華
経
』
は
、
そ
う
で
は
な
い
。「
麁
法
」
で
あ
る
声
聞
や
縁
覚
や

菩
薩
の
教
え
を
円
融
し
、
一
仏
乗
の
教
え
に
包
含
し
、
一
仏
乗
の
教
え
に
帰
着
さ
せ

る
か
ら
、
仏
の
教
化
教
導
に
片
寄
り
が
な
い
。
だ
か
ら
、
二
乗
人
や
三
乗
人
は
勿

論
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
を
す
べ
て
、
一
仏
乗
の
教
え
に
救
い
取
っ
て
止

ま
な
い
。

　

世
間
相
常
住
・
諸
法
実
相
を
理
と
し
、
純
一
無
雑
の
一
仏
乗
と
い
う
大
乗
の
真
実

の
教
え
を
説
き
明
か
す
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
、
二
乗
人
を
引
き
寄
せ
、
三
乗
人
を
近

付
け
、
一
切
の
衆
生
を
包
含
す
る
手
立
て
が
、
方
便
を
い
う
権ご

ん

で
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
麁
」
は
、「
権
」
を
い
い
、「
方
便
」
を
い
う
。

　

一
体
ど
の
よ
う
な
在
り
方
が
、
目
に
明
ら
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
、「
麁
」
と

い
う
の
か
。

　

狂
華
無
果
、
一
華
多
果
、
多
華
一
果
、
一
華
一
果
、
前
果
後
華
、
前
華
後
果
と
い

う
六
種
の
譬
喩
が
、
花
と
実
と
の
有
り
様
を
内
包
し
、
現
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
実

が
、「
麁
」
が
い
う
目
に
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
有
り
様
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
。

　

第
一
の
「
狂
華
無
果
」
は
、
秋
に
咲
く
桜
の
花
の
よ
う
に
、
季
節
外
れ
の
狂
い
咲

き
の
花
は
、
実
を
付
け
な
い
こ
と
を
示
す
。

　

第
二
の
「
一
華
多
果
」
は
、
胡
麻
な
ど
は
、
一
つ
の
花
に
実
を
沢
山
付
け
る
こ
と

を
示
す
。

　

第
三
の
「
多
華
一
果
」
は
、
桃
や
す
も
も
な
ど
は
、
花
は
沢
山
付
け
る
が
、
多
く

は
落
ち
て
、
実
と
し
て
完
熟
す
の
が
少
な
い
こ
と
を
示
す
。

　

第
四
の
「
一
華
一
果
」
は
、
柿
や
茄
子
な
ど
は
、
一
つ
の
花
に
一
つ
の
実
が
付
く

こ
と
を
示
す
。

　

第
五
の
「
前
果
後
華
」
は
、
稲
や
瓜
な
ど
は
、
初
め
に
実
が
付
き
、
そ
の
後
で
、

花
が
咲
く
こ
と
を
示
す
。

　

第
六
の
「
前
華
後
果
」
は
、
第
一
か
ら
第
五
以
外
の
一
般
の
植
物
は
、
初
め
に
花

が
咲
き
、
花
が
散
り
終
わ
っ
て
、
実
が
つ
き
、
成
熟
し
、
完
熟
す
る
こ
と
を
示
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
花
と
実
と
の
関
係
は
、
目
に
ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
る
「
麁
」
の
関
係
に

あ
る
。
狂
華
無
果
、
一
華
多
果
、
多
華
一
果
、
一
華
一
果
、
前
果
後
華
、
前
華
後
果

の
六
の
譬
喩
が
い
う
、
花
と
実
と
の
現
物
の
関
係
を
転
じ
て
、
仏
道
の
上
に
重
ね
て

解
釈
す
る
。

　

第
一
の
「
狂
華
無
果
」
は
、
仏
教
以
外
の
外
道
の
バ
ラ
モ
ン
が
、
学が

く
し
ょ
う生
期
に
、

師
の
家
で
身
心
を
潔
斎
し
て
、
婬
欲
を
断
つ
清
浄
行
を
実
践
し
て
も
、
修
行
実
践
の

報
い
で
あ
る
心
の
安
ら
ぎ
が
な
く
、
天
上
に
再
生
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
例
え
て

い
う
。

　

第
二
の
「
一
華
多
果
」
は
、
世
の
人
が
父
母
に
尊
敬
心
を
も
っ
て
仕
え
、
世
話
を

し
、
扶
養
し
て
、
そ
の
報
い
と
し
て
色
界
の
初
禅
天
で
あ
る
梵
天
に
生
ま
れ
る
こ
と

を
例
え
て
い
う
。
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